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第
四
章

連
帯
主
義
|
|
「
連
帯
」

第
四
節

「
連
帯
」
の
制
度
化

「
連
帯
」
の
思
想
は
、
個
人
の
自
律
を
脅
か
す
「
リ
ス
ク
」

フランス福祉国家の思想的源流 (1789-1910年)(5・完)

へ
の
補
償
を
社
会
の
責
任
と
し
て
構
成
す
る
一
方
、
社
会
全
体
の
進
歩
と
い

う
観
点
か
ら
個
人
の
役
割
を
意
味
づ
け
る
。
個
人
は
、
教
育
な
ど
を
通
じ
た
「
リ
ス
ク
」
の
最
小
化
と
、
個
別
の
職
能
の
能
動
的
充
足
を
道

(
1
)
 

徳
的
「
義
務
」
と
し
て
担
う
存
在
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
個
人
へ
の
「
リ
ス
ク
」
補
償
と
「
社
会
化
」
を
主
に
担
う
の
は
、
共
済
組
合
・

同
業
組
合
な
ど
の
中
間
集
団
で
あ
る
。
た
だ
し
「
連
帯
」
の
思
想
で
は
、
権
利
保
障
を
万
人
に
拡
張
す
る
た
め
に
、
国
家
に
よ
る
中
間
集
団

へ
の
指
導
や
財
政
的
補
完
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
思
想
に
基
づ
き
、
一
八
九
0
年
代
末
に
主
導
権
を
握
る
急
進
共
和
派
は
、
累
進
課
税
、

住
宅
・
衛
生
政
策
と
な
ら
ん
で
、
病
気
・
労
働
災
害
・
障
害
・
老
齢
に
た
い
す
る
社
会
保
険
の
導
入
を
推
進
し
て
い
く
。

た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
社
会
立
法
が
、
「
連
帯
」
の
思
想
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
連
帯
」
の
思
想

が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
獲
得
せ
ず
、
政
治
経
済
学
、
社
会
経
済
学
、
社
会
主
義
の
措
抗
関
係
の
中
で
制
度
化
が
な
さ
れ
た
と
い
う
点
に
、
フ
ラ

ン
ス
福
祉
国
家
の
導
入
期
の
特
徴
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
形
成
史
に
か
ん
す
る
近
年
の
研
究
状
況
を
整
理
し
、
本

節
の
視
角
を
提
示
す
る
(
第
一
款
)
。
次
に
、
「
社
会
的
な
も
の
」
に
か
か
わ
る
複
数
の
思
想
潮
流
の
場
の
制
度
化
を
踏
ま
え
(
第
二
款
)
、

社
会
保
険
の
導
入
を
め
ぐ
る
思
想
的
対
立
に
つ
い
て
検
討
す
る
(
第
三
款
)
。

北法56(2・105)621

第
一
款

フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
形
成
研
究
史



説

フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
形
成
史
の
研
究
状
況
を
整
理
す
る
。
エ
ヴ
ア
ル
ド
や
ド
ン
ズ
ロ
に
よ
っ
て
哲
学
的
に
読
解
さ
れ
た
フ
ラ
ン

ス
福
祉
国
家
形
成
史
は
、
近
年
の
実
証
研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
面
的
な
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
(
こ

保
守
主
義
的
解
釈
、
(
二
)
自
由
主
義
的
解
釈
、
(
三
)
急
進
主
義
的
解
釈
に
区
別
で
き
る
。

最
初
に
、

北法56(2・106)622

号l>.
口問

(
二
保
守
主
義
的
解
釈

p
.
ノ
l
ド
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
第
一
次
世
界
大
戦
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
史
は
、
産
業
化
の
緩
慢
な
進
展
、
小
土
地
所

(
2
)
 

有
者
・
中
小
資
本
家
の
残
存
に
よ
る
普
遍
的
制
度
の
導
入
の
遅
れ
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
社
会
立
法
は
、
い
ち
早
く
国
民

皆
保
険
制
度
を
整
え
た
ド
イ
ツ
と
の
対
抗
関
係
を
背
景
と
し
て
、
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
や
保
守
派
の
主
導
に
よ
っ
て
実
現
し
た
、
と
さ
れ
る
。

ベ
ダ

l
ソ
ン
な
ど
の
研
究
を
踏
ま
え
、
フ
ラ
ン
ス
の
特
徴
と
し
て
、
出
生
率
向
上
と
家

(3) 

父
長
的
家
族
維
持
を
目
的
と
し
た
児
童
福
祉
お
よ
び
家
族
給
付
制
度
の
発
達
、
公
衆
衛
生
の
強
化
、
と
い
う
こ
点
を
挙
げ
て
い
る
。

p.
デ

(
4
)
 

ユ
ト
ン
の
研
究
も
、
二
十
世
紀
前
半
の
社
会
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
影
響
と
家
族
福
祉
の
発
達
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。

T
.
ス
ミ
ス
は
、
地

方
大
都
市
の
名
望
家
層
に
よ
る
パ
タ
l
ナ
リ
ズ
ム
の
残
存
に
よ
っ
て
、
戦
間
期
に
至
る
ま
で
、
急
進
党
の
主
導
す
る
国
家
単
位
の
社
会
改
革

(
5
)
 

が
進
展
せ
ず
、
失
業
保
険
や
一
般
的
社
会
保
障
の
導
入
の
遅
れ
が
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
説
明
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
ノ

l
ド
は
、

M
.
ス
チ
ユ
ワ

l
ト
や

S
.

フ
ラ
ン
ス
で
こ
の
分
野
の
研
究
を
代
表
す
る

H
.
ア
ツ
フ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
末
に
始
ま
る
社
会
保
険
の
導
入
は
、
小
生
産
者
層

の
衰
退
に
よ
る
大
産
業
資
本
家
層
の
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
の
確
立
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
さ
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
自
由
放
任
主
義
を
唱
え
る

中
小
生
産
者
層
、
非
現
実
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
唱
え
る
労
働
者
階
級
に
た
い
し
て
、
第
三
共
和
政
中
期
に
、
大
産
業
資
本
家
(
鉄
道
、
炭
鉱
、
(6) 

鉄
鋼
業
な
ど
)
と
高
級
官
僚
と
の
あ
い
だ
で
協
調
が
実
現
し
、
労
働
者
保
護
を
目
的
と
し
た
労
災
・
医
療
・
年
金
保
険
の
導
入
が
図
ら
れ
た
。



(
二
)
自
由
主
義
的
解
釈

こ
う
し
た
保
守
主
義
的
解
釈
に
た
い
し
て
、

5
.

フランス福祉国家の思想的源流(l789~1910年)(5・完)

フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
の
「
自
由
主
義
」
的
側
面
を

エ
ル
ウ
イ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
末
に
、
労
働
運
動
に
対
抗
し
て
秩
序
維
持
を
図
ろ
う
と
す
る
産
業
家
、
経
営
者
、
技
師

な
ど
は
、
私
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
基
づ
く
社
会
教
育
、
住
宅
供
給
、
貯
蓄
金
庫
の
整
備
を
推
進
し
た
。
そ
れ
は
世
紀
転
換
期
に
お
い
て
、

改
革
派
官
僚
や
急
進
共
和
派
の
支
持
を
獲
得
し
、
私
的
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
に
基
づ
く
社
会
改
革
へ
の
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
を
形
成
し
た
と
い

(7) 

ぅ
。
こ
う
し
た
改
革
思
想
を
、
彼
は
「
社
会
的
自
由
主
義
」
と
称
し
て
い
る
。
ホ
ー
ン
も
ま
た
、
主
と
し
て
「
社
会
資
料
館
(
冨

ErsnF包)」

に
集
ま
る
資
本
家
、
法
律
家
、
医
師
、
共
済
組
合
主
義
者
な
ど
に
担
わ
れ
た
、
私
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
限
定
的
な
国
家
介
入
を
組
み
合
わ

(8) 

せ
た
改
革
思
想
を
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
と
の
並
行
関
係
か
ら
、
「
新
し
い
自
由
主
義
」
「
社
会
的
自
由
主
義
」
と
称
し
て
い
る
。

エ
ル
ウ
イ
ッ
ト
や

J
.
ホ
ー
ン
は
、

強
調
す
る
。

(
三
)
急
進
主
義
的
解
釈

最
後
に

J
.
ス
ト
ー
ン
の
研
究
は
、
議
会
で
の
立
法
過
程
の
検
討
か
ら
、
穏
健
共
和
派
に
対
抗
す
る
急
進
共
和
派
の
果
た
し
た
役
割
の
大

き
さ
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
大
産
業
資
本
家
層
の
利
害
を
代
弁
す
る
穏
健
共
和
派
は
、
一
貫
し
て
国
家
介
入
に
否
定
的

で
あ
っ
た
。
同
じ
く
国
家
介
入
に
消
極
的
な
都
市
小
生
産
者
層
を
主
要
な
基
盤
と
し
な
が
ら
、
秩
序
維
持
を
目
的
と
し
た
社
会
立
法
を
図
る

一
方
で

A
.
ミ
ル
ラ
ン
な
ど
の
修
正
社
会
主
義
勢
力
と
連
携
し
、
他
方
で
は
、
反
教
権
主
義
を
軸
に
穏
健
共
和
派
と
の
協

一
八
九
0
年
代
に
議
会
内
で
主
導
権
を
握
り
、
社
会
保
険
の
導
入
を
も
た
ら
し

急
進
共
和
派
は
、

北法56(2・107)623 

調
を
図
り
、
支
持
層
を
農
村
部
に
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(
9
)
 

た
、
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
形
成
史
は
、
(
こ
保
守
主
義
者
の
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
労
働



説

者
保
護
の
試
み
と
し
て
、
あ
る
い
は

(
二
)
大
企
業
資
本
家
の
自
由
主
義
と
結
び
つ
い
た
限
定
的
な
リ
ス
ク
管
理
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、

北1去56(2・108)624

あ
る
い
は

(
一
二
)
国
家
介
入
を
積
極
的
に
容
認
す
る
急
進
共
和
派
と
修
正
社
会
主
義
と
の
政
治
的
連
合
の
帰
結
と
し
て
、
把
握
さ
れ
て
き
た
。

ヲZ誌
面開

本
稿
で
は
、
以
上
の
複
数
の
解
釈
に
た
い
し
て
、
保
守
主
義
、
自
由
主
義
、
急
進
主
義
と
い
う
単
一
の
枠
組
み
で
は
な
く
、
「
社
会
問
題
」

へ
の
対
応
の
中
で
語
ら
れ
て
き
た
複
数
の
思
想
潮
流
の
桔
抗
関
係
を
重
視
す
る
。
こ
う
し
た
視
角
は
、
近
年
の
共
済
組
合
史
研
究
に
お
い
て
、

社
会
保
険
の
制
度
化
を
め
ぐ
る
公
的
介
入
と
私
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
の
対
立
が
、
二
十
世
紀
以
降
も
持
続
し
た
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

(
叩
)

と
か
ら
も
補
強
さ
れ
る
。
こ
の
視
角
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
の
導
入
期
に
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
単
一
の
思
想
へ
の
「
コ
ン
セ
ン
サ

ス
」
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
政
治
経
済
学
、
社
会
経
済
学
、
連
帯
主
義
、
社
会
主
義
の
対
抗
、
と
り
わ
け
社
会
経
済
学
と
連
帯
主
義

と
の
詰
抗
関
係
が
、
制
度
の
あ
り
方
を
規
定
し
た
と
い
う
点
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
の
語
ら
れ
た
場
と
社

会
保
険
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

(
1
)
政
治
経
済
学
・
社
会
経
済
学
は
、
パ
ト
ロ
ナ
l
ジ
ュ
・
宗
教
組
織
・
家
父
長
的
家
族
に
よ
る
個
人
の
「
モ
ラ
ル
化
」
を
目
指
す
。
一
方
連
帯

主
義
で
は
、
公
教
育
・
社
会
教
育
・
公
衆
衛
生
の
啓
蒙
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
、
個
人
の
「
モ
ラ
ル
化
」
が
図
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
働
き
か
け
は
、

「
正
常
」
と
「
異
常
」
の
区
別
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
区
別
の
実
践
へ
の
応
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
共
和
政
期
の
児
童
病
理
学

と
ソ
l
シ
ヤ
ル
・
ワ
l
ク
の
発
展
、
精
神
分
析
学
お
よ
び
犯
罪
学
の
隆
盛
を
指
摘
す
る
ド
ン
ズ
ロ
の
議
論
が
示
唆
的
で
あ
る

o
u
n
a
g
問。
S
8
'

E
-
E
E
~
E
S
旬、
gミ
P
E口
F
E
E
O虫
色

刊

EE--F3ゴ・
2
・
少
宅
・
ヨ
ム
出
(
字
波
彰
訳
『
家
族
に
介
入
す
る
社
会
|
近
代
家
族
と
国
{
永
の

管
理
装
置
』
新
曜
社
、
一
九
九
一
年
、
第
四
章
、
一
一
一
一
ー
一
九
八
頁
)
一
会
「
〆
〈

g
弓
昔
日
0
2巳

y
町
、
兵
玄

5
3ま
-
H
M

・
S-
な
お
、
デ
ユ
ル

ケ
l
ム
に
よ
る
「
犯
罪
」
現
象
の
位
置
づ
け
が
、
正
常
/
異
常
の
問
で
揺
れ
動
き
、
当
時
の
社
会
学
の
中
で
「
犯
罪
社
会
学
」
が
明
確
な
位
置

づ
け
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
「
正
常
」
な
「
モ
ラ
ル
」
を
内
面
化
し
た
個
人
を
前
提
と
す
る
と
い
う
彼
の
理
論
体
系
全
体
に
関
わ
る
問

題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
含
め
、
当
時
の
犯
罪
学
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
デ
ユ
ル
ケ
l
ム
研
究
者
ム
キ
エ
リ
の
編
著
に
よ
る
以
下

の
研
究
が
あ
る
。

F
2
5
E円
玄
E
n
s
-刊
=
阿
佐
叫
咽

2
5凡
E
R
r
-
b
町
立
宣
言
ミ
ロ
均
九
町
、

snbhhnFEm-EH・5
巳
S
P
3
Z
-
特
に
ム
キ
エ
リ
の
論
文
会
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a
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s
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h
b

E
R
出
向
昆
℃
戸
司
自
由
咽
開
B
E
E
S
-
-
唱
唱
唱
咽
宅
・
凶
己
t
u
-
h
f
a
n
-
一言
n
z
m
-
U
5
ス
5
・
同
H
E
守
同
誌
、
同
句
む
と
H
h
w
ミ
E
H
E
S
h
・
・
ヨ
ミ
z
b
言
語
町
内
二
当
込
町
む
と
き
m
w

足
同
ど
ま
N
E，
F
E
E
S
L
o
-
-
k
m
-
5
・
M
O
O
-
-
同
様
の
研
究
潮
流
と
し
て
、
。
}
E
m
『
明
2
5
2
F
E
E
S
U
m
5
E
E
P
E
S
E
号
、
ミ
ミ

ま
令
E
2
5時
間

2
0
E
b
江
町
恥
ミ
白
u
c
a
』
喝
さ
γ
E
H
F
Y
白
=
宮
田
-
志
E
H
M
m
g
P
3
ま
は
、
十
九
世
紀
以
降
に
統
治
権
力
に
よ
る
管
理
の
対
象
と
な
っ
て
い

く
「
病
気
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
私
的
慈
善
、
公
的
扶
助
、
共
済
組
合
と
い
う
=
一
つ
の
対
応
が
、
十
九
世
紀
を
通
じ
て
競
合
し
た
こ
と
、
と
り

わ
け
共
済
組
合
と
公
権
力
に
よ
る
社
会
保
険
の
制
度
化
と
の
聞
に
対
抗
関
係
が
字
ま
れ
続
け
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
)
。
七
月
王
政
期
に
熟
練

労
働
者
や
職
人
層
を
中
心
に
発
達
し
た
共
済
組
合
は
、
第
二
帝
政
以
降
労
働
組
合
か
ら
明
確
に
分
岐
し
、
二
十
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
、
そ
の

大
部
分
は
国
家
介
入
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
共
済
組
合
が
社
会
保
険
の
義
務
化
を
承
認
し
、
フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
の
一
部
を
担
っ
て
い
く
の
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
を
経
た
一
九
三

O
年
法
に
お
い
て
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
が
対
立
か
ら
協
調
へ
と
変
化
す
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後

の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
十
九
世
紀
末
の
共
済
組
合
主
義
、
社
会
経
済
学
、
穏
健
共
和
派
な
ど
の
交
流
の
場
と
な
っ
た
「
社
会
資
料
館
(
冨
ロ
聞
な
8
2
邑
)
」
を

対
象
と
す
る
シ
ャ
ン
プ
ラ
ン
の
編
著
、
ト
パ
ロ
フ
の
編
著
、
ホ

l
ン
の
著
書
で
は
、
こ
の
時
期
の
改
革
論
者
の
多
様
性
法
律
家
、
医
者
、
学

者
、
共
済
組
合
主
義
者
、
労
働
運
動
指
導
者
な
ど
ー
と
、
急
進
共
和
派
と
の
対
抗
・
協
調
関
係
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
(
p
-
m
5
0
g
E
，

Z
Z
R
a
色
甘
い
同
宣
言
含
8
2
ミ
S
8
2
R
ヨ
豆
、
呂
田
@
句
円
四
回
目
町
田
号
-
而
g
z
z
o
コ
固
と
刊
臼
E同
u
E
B
B
-
-
唱
沼
∞
山
内
F
江
田
門
戸
田
口
司
。
宮
-
。
〈
門
出
『
ニ
宮
守
ミ
ミ
ミ
ミ
h
h尽

き

を

2

5
骨
r
h
E
忌
吉
宮
町
内
、
q
q
g
b
H
立
門
町
内
H
h
a
否
問
ぬ
寝
室
苧
S
R
昌
向
。
ふ
も
』
私
温
E
江
田
-
E
E
O
口
二
三
而
円
。
-
g

吉
田
2
5
m
g
色
町
田
伺
ロ

ω
n
g
n
m
目
的
。
丘
町
民
n
P
3
3
L
g
a
m
-
因
。
B
夕
、
A
M
R
E
E
君
、
ミ
。
ミ
守
、
ミ
ミ
町
三
守
S
R
-
H
E
ミ
s
h
同
r
s
z
z
b
p司
勾

2
3『
若
手
~
否
認
h
E
F

U
E
円
F
E
曲

E
Z
E
c
p
o
c
宮
C
E
〈
g
=
百
5
C
O
O
M
)
0

号ム
ロ冊

第

款

言
説
の
場
の
複
数
性

「
連
帯
主
義
」
を
担
う
急
進
共
和
派
は
、

一
八
九
五
年
に
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
内
閣
、

一
八
九
九
年
に
ワ
ル
デ
ッ
ク
H

ル
ソ

i
内
閣
を
成
立
さ
せ

北1去56(2・110)626



フランス福祉国家の思想的源流(l789~191O年) (5・完)

(
日
)

フ
ラ
ン
ス
で
最
初
の
全
国
政
党
と
な
る
急
進
l
急
進
社
会
党
が
結
成
さ
れ
る
。
大
学
の
世
界
で
は
、

デ
ユ
ル
ケ
l
ム
社
会
学
が
支
配
的
地
位
を
確
立
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
連
帯
主
義
の
隆
盛
に
た
い
し
、
他
の
思
想
潮
流
は
、

そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
組
織
さ
れ
た
。

第
一
に
、
政
治
経
済
学
は
、
七
月
王
政
期
か
ら
引
き
継
が
れ
た
「
道
徳
政
治
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
」
、
「
政
治
経
済
学
協
会

3
2
5臥
q
r
o
s

(ロ)

B
E問
問

vo--円
5
5
)
」
お
よ
び
『
経
済
学
者
雑
誌
(
』
2
3
b
~
s
h
h円
S
C否
定
ご
)
」
を
、
主
要
な
場
と
す
る
。
ポ
l
ル
・
ル
ロ
ワ
H
ボ
l
リ
ウ

な
ど
の
政
治
経
済
学
者
は
、
産
業
の
自
由
と
国
家
介
入
の
制
限
、
と
り
わ
け
自
由
貿
易
の
推
進
を
主
張
し
た
が
、

(
日
)

響
力
は
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。

た。

一
九
O
一
年
に
は
、

一
八
九
O
年

代
半
ば
以
降
に
、

一
八
八
O
年
以
降
そ
の
影

第
二
に
、
社
会
経
済
学
は
、
ル
・
プ
レ
学
派
の
雑
誌
『
社
会
改
革
克
也

vgご
足
立
町
)
』
と
、
ル
・
プ
レ
学
派
の
刷
新
を
試
み
る
新
し
い

(
川
凶
)

世
代
の
社
会
経
済
学
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
社
会
資
料
館
(
冨
口
広
0
8
2
巳
)
」
を
主
要
な
場
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ル
・
プ
レ
学
派
の

パ
ト
ロ
ナ
l
ジ
ユ
論
に
代
え
て
、
共
済
組
合
・
協
働
組
合
運
動
を
基
盤
に
据
え
よ
う
と
し
た
新
し
い
世
代
の
社
会
経
済
学
者
を
中
心
に
見
て

お
き
た
い
。

七
月
王
政
期
に
公
権
力
や
上
層
階
級
と
結
び
つ
い
て
形
成
さ
れ
た
貯
蓄
金
庫
や
共
済
組
合

(
E
C
E包
志
・

8
2公
私
号
お
g
z
a
S
E
E
m
-
)
は、

(
日
)

第
二
帝
政
期
に
公
権
力
の
監
視
下
で
一
定
の
発
展
を
遂
げ
、
第
三
五
六
和
政
に
入
る
と
、
主
に
穏
健
共
和
派
と
結
び
つ
い
て
急
速
に
拡
大
す
る
。

こ
の
時
期
の
共
済
組
合
は
、
単
な
る
相
互
扶
助
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
常
の
集
会
や
病
人
の
介
護
、
葬
式
の
世
話
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
社
会

(
日
)

的
結
合
を
提
供
す
る
場
と
し
て
機
能
し
た
。
こ
の
時
期
の
共
済
組
合
運
動
を
代
表
す
る
イ
ポ
リ
ト
・
マ
ズ
は
、

北法56(2・1ll)627

一
八
八
一
年
十
一
月
九
日
の

議
会
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
共
和
国
が
無
知
・
貧
困
と
闘
う
た
め
に
は
、
初
等
教
育
の
組
織
化
の
次
に
、
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由

(
げ
)

化
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
貯
蓄
金
庫
と
共
済
組
合
の
活
性
化
こ
そ
が
、
「
貧
窮
を
防
ぐ
唯
一
の
手
段
で
あ
る
」
。
「
貯
蓄
金
庫
は
、

(
刊
日
)

民
衆
資
本
に
と
っ
て
の
小
学
校
で
あ
る
。
共
済
組
合
は
、
こ
の
組
織
を
モ
ラ
ル
の
観
点
か
ら
補
完
す
る
」
。

一
八
九
八
年
四
月
一
日
に
は
、



説

L
.
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
、

L
.
マ
ピ
ヨ
な
ど
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
、
共
済
組
合
の
自
由
化
を
定
め
た
い
わ
ゆ
る
「
共
済
組
合
憲

一
九

O
二
年
に
は
全
国
組
織
「
フ
ラ
ン
ス
共
済
組
合
国
民
連
合
(
望
者

h
S
E
E
S

マゃス、

章

(nE『
同
白
色
目
白
血
冨
ロ
宮
田
口
広
)
」
が
成
立
す
る
。

モヨ'b.
R間

E
E
C
ロ曲目

om--白
g
z
a即
日
志
宮
口
官

5)」
が
結
成
さ
れ
、
加
入
者
は
三
百
万
人
か
ら
四
百
万
人
を
数
え
る
ま
で
に
発
展
し
た
。

ジ

l
ク
フ
リ
ー
ド
、
マ
ピ
ヨ
、
エ
ミ

1
ル
・
シ
エ
イ
ソ
ン
な
ど
、
こ
の
時
期
の
共
済
組
合
・
協
同
組
合
運
動
の
主
導
者
た
ち
は
、
社
会
経

(
凶
)

済
学
に
関
す
る
恒
久
的
な
研
究
教
育
機
関
を
設
置
す
る
た
め
に
、
一
八
八
九
年
万
国
博
覧
会
の
展
示
を
基
に
、
ル
・
プ
レ
の
影
響
を
受
け
た

(

初

)

(

幻

)

大
資
本
家
ア
ル
ベ

l
ル
・
ド
・
シ
ャ
ン
プ
ラ
ン
の
協
力
を
得
て
、
「
社
会
資
料
館
(
冨
ロ
聞
な

sa包
ご
を
設
立
す
る
。
規
約
第
一
条
に
は
、

そ
の
目
的
が
次
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
社
会
資
料
館
協
会
の
目
的
は
、
労
働
者
の
物
質
的
・
精
神
的
状
況
の
改
善
を
目
的
お
よ
び

成
果
と
す
る
よ
う
な
、
社
会
制
度
や
社
会
組
織
の
文
書
、
草
案
、
計
画
、
法
規
な
ど
に
か
ん
す
る
情
報
の
提
供
と
閲
覧
を
、
無
料
で
公
衆
に

(
辺
)

供
す
る
こ
と
に
あ
る
」
。
そ
こ
で
は
、
労
働
運
動
、
協
同
組
合
、
社
会
保
険
、
経
営
者
団
体
な
ど
に
関
す
る
法
令
や
資
料
が
収
集
さ
れ
、
社

会
問
題
に
関
連
す
る
調
査
・
講
演
・
討
議
が
定
期
的
に
行
わ
れ
た
。
図
書
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
公
開
・
閲
覧
が
行
わ
れ
た
。
一
八
九

七
年
に
館
長
と
な
る
マ
ピ
ヨ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
社
会
資
料
館
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
人
民
の
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
集
合

(
お
)

的
で
意
識
的
な
生
活
の
中
心
機
関
で
あ
る
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
集
結
場
所
、
そ
の
教
育
と
進
歩
の
道
具
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
そ
れ
は
、

公
権
力
と
直
接
結
び
つ
い
た
大
学
と
異
な
り
、
「
人
民
」
に
聞
か
れ
た
私
的
研
究
教
育
機
関
と
し
て
、
第
三
共
和
政
中
期
の
共
済
組
合
主
義

(
包
)

者
、
協
同
組
合
主
義
者
、
穏
健
共
和
派
な
ど
、
社
会
経
済
学
に
連
な
る
多
様
な
人
物
の
結
節
点
と
な
っ
た
。

第
三
に
、
第
二
帝
政
下
に
お
い
て
共
済
組
合
運
動
か
ら
明
確
に
分
岐
・
自
律
し
て
い
く
労
働
運
動
は
、
一
八
八
四
年
法
に
よ
る
労
働
組
合

の
自
由
化
を
経
て
、
議
会
勢
力
と
結
び
つ
い
た
「
全
国
労
働
組
合
・
協
同
組
合
連
盟
(
虫
色
合
邑

S
ロ
B
S号
骨
回
目
吉
弘
尽
き
巴
凹
BZE

宮

5
2
2
8同・
1
5
5
)
(
一
八
八
六
年
)
や
、
「
労
働
取
引
所
全
国
連
盟
(
忠
色
合
邑

S
E
E
S庁
庁
間
切

2
3
2
E
g
g
-
)」
(
一
八
九
二
年
)

な
ど
の
結
成
に
至
る
。
革
命
的
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ム
を
唱
え
る

F
.
ペ
ル
テ
イ
エ
の
影
響
を
受
け
た
「
労
働
取
引
所
」
は
、
雇
用
紹
介
や
相

~tì去56(2 ・ 112)628



(
お
)

互
扶
助
だ
け
で
な
く
、
相
互
教
育
、
日
常
的
会
合
、
労
働
運
動
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
、
初
期
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ム
運
動
の
中
核
を
担
っ
た
。

(
お
)

世
紀
末
の
時
点
で
、
全
国
の
労
働
組
合
と
共
済
組
合
は
、
ほ
ぼ
同
数
を
数
え
た
と
言
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
三
共
和
政
中
期
に
は
、
急
進
党
や
大
学
を
中
心
と
し
た
共
和
派
知
識
人
、
私
的
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
共
済
組
合
と
社
会
資
料
館
に
集
ま
る
社
会
経
済
学
者
、
労
働
組
合
や
労
働
取
引
所
に
お
い
て
組
織
さ
れ
た
労
働
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ

て
、
「
社
会
的
な
も
の
」
に
関
わ
る
思
想
の
場
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
相
互
に
競
合
・
括
抗
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
関
係
は
、
世
紀

転
換
期
の
社
会
保
険
の
立
法
過
程
に
お
い
て
顕
在
化
し
て
い
く
。

フランス福祉国家の思想的源流(l789~1910年) (5・完)

(日

)
F
.
ピ
ユ
イ
ソ
ン
は
、
急
進
党
綱
領
の
解
説
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
急
進
主
義
の
社
会
理
論
は
、
個
性
、
特
性
、
独
自
性
を
有
す
る
。

そ
れ
は
社
会
主
義
に
近
接
し
な
が
ら
も
異
な
る
理
念
、
す
な
わ
ち
『
連
帯
』
の
理
念
に
基
礎
を
置
く
」

(
F
a
s
g
ι
E
5
8
P
E
E
E室内

S'

S
Eな
・
告
円
HH・岨可
-
M
-
O
)
。
具
体
的
に
は
、
累
進
課
税
、
社
会
保
険
、
社
会
教
育
の
推
進
な
ど
が
「
社
会
政
策
」
の
柱
と
さ
れ
た
。

(
ロ
)
ペ
〈
刊
凹
切
円
相
SDaph-nz=tEP--目
ι
R・h
・恥円
SDW暗
号
、
ロ
』
弘
之
宮
内

S
F
S
R
E
』
mJhw~FHMRF開
S
E
E
P
-唱
唱

ア

旬

以

-a・

(
日
)
ロ
宮
田
呂
田
USE-
会
C
=
E
E
E
S
E
E
m
2
2
Eロロ回目同町一

Z
岡
山

2
E開
円
払
円
。
目
。
5
5
宮
5
5
5
2
Z
E
E
-
o
g
m
み『。

5白
E
g
-
-
∞∞

2
2
?
r

↓。司色。〈内出『
-
-
h
b
守色、む『む守司
hAE322、EHhhh九船内
~F
司、.円
HF・
-M-甲
小

(
は
)
「
社
会
改
革
』
や
「
社
会
経
済
学
協
会
」
は
、

E.
シ
エ
イ
ソ
ン
、
ピ
コ
(
。
g
a
g
E
S門
)
、
ル
フ
ェ
ビ
ュ

l
ル
(
広
S

Z
訟

Z
豆
、
ギ
ゴ

(〉

e
g
o
-加
。
る
な
ど
に
担
わ
れ
、
一
八
九
0
年
代
以
降
も
支
持
者
を
拡
大
し
続
け
た

E
E
C
-
z
r
g予
会
宮
田
宮
互
2

2

5
室
町
田
一
一
虫

色
町
田
沼
田
口
二
己
回
目
。
a
h広
円
肌
g
S
2
n
m
o
s
s
-
-
∞∞ザ
3
E
F
4
0宮
Z
〈内野
-Lb守
也
、
ミ
ミ
ミ
』
を
き
ミ
S
R
江
町
~R
色、・

2
2
宅
-Etま
を
参
照
)
0

た

だ
し
、
ル
・
プ
レ
の
社
会
経
済
学
は
主
に
手
工
業
者
を
対
象
と
し
、
こ
の
時
期
の
大
産
業
に
は
適
合
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
一
八
六
五
年
に
設

立
さ
れ
た
「
社
会
経
済
学
協
会
」
の
規
約
に
は
、
そ
の
目
的
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
パ
リ
を
本
拠
と
す
る
協
会
の
目
的
は
、
事
実
の

直
接
観
察
に
基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
国
々
に
お
い
て
、
手
工
業
に
従
事
す
る
者
の
肉
体
的
・
道
徳
的
状
態
と
、
彼
ら
同
士
、
あ
る
い
は
彼
ら
と
異

な
る
階
級
に
属
す
る
人
々
と
を
結
び
つ
け
る
諸
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
」
(
ぬ
ミ
守
号
待
宮
守
門
広
忠

5
R
2
2
2む
な
え
2
h
H豆町旬

、E
S走
』
九
ぷ

8
5
5芯
包
円
九

a
t
h
g
p
-ま申)。
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説

新
し
い
世
代
の
社
会
経
済
学
者
シ
エ
イ
ソ
ン
、
ジ
ッ
ド
、
シ
ヤ
ル
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
(
内
宮
ユ
g
m
o
Z
コ
)
ら
は
、
パ
ト
ロ
ナ

l
ジ
ユ
に
代
え
て

共
済
組
合
・
協
同
組
合
運
動
を
基
盤
に
据
え
る
こ
と
で
、
ル
・
プ
レ
の
思
想
を
刷
新
し
て
い
く
。
彼
ら
の
活
動
の
場
は
、
本
文
で
述
べ
る
「
社

会
資
料
館
」
の
ほ
か
に
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
ジ
ッ
ド
は
一
八
八
七
年
に
、
自
由
主
義
的
政
治
経
済
学
の
機
関
紙
『
経
済
学
者
雑

誌
』
に
対
抗
す
る
『
政
治
経
済
学
雑
誌
(
河
内
て
宮
町
民
以
内
む
き
ミ
符
E
E
室
内
)
」
を
創
刊
す
る
。
そ
の
初
期
の
寄
稿
者
の
中
に
は
、
介
入
主
義
を
唱
え

る
ポ

l
ル
・
コ
ウ
エ
(
E
E
の
2
者
和
目
)
の
ほ
か
、
デ
ユ
ギ

l
、
デ
ユ
ル
ケ

l
ム
、
タ
ル
ド
な
ど
、
後
に
「
社
会
学
」
を
唱
え
る
人
々
も
い
た

(回

E
g
a
E
弓
色
白
色
F
T
h
・
恥
円
も
さ
さ
m
E
S
S
号
室
、
J
S
R
E
』
匂
と
E
R
§
・
円
弘
子
司
・
凶
-
甲
山
E
n
y由民
g
仏

H
y
t
h
高
E

S
ぇ
.
h
g
s
q
ヨ
R
m
s

h
J
-
S
R
ヘ
ミ
注
目
沼
山

us--dロ
F
出
向
自
主
8・

3
甲小暗唱・

5
3
0
た
だ
し
ジ
ッ
ド
は
世
紀
転
換
期
以
降
、
協
同
組
合
運
動
指
ぺ
「
社
会
経
済
学
」
の
実
践

へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
強
め
、
雑
誌
の
発
刊
を
通
じ
た
「
経
済
学
」
刷
新
へ
の
興
味
を
失
っ
て
い
く
。
彼
は
一
九

O
三
年
の
手
紙
の
中
で
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。
「
周
囲
の
環
境
か
ら
、
私
は
社
会
経
済
学
の
方
へ
と
向
か
い
、
純
粋
な
経
済
学
か
ら
ま
す
ま
す
離
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

(
円
四
ロ
お
色
刊
の
E
R
g
o
E
白
色
ロ
N

B
〈ユニ喧{)凶・

2
広
吉
岡
切

5
8
ロ
a
r
E
R
『
白

-ze『
J
h
w
品
川
町
也
、
回
。
ヨ
待
、
ミ
E
h志向
s
m
a
E
辺
町
内
b
h
h
』
明
弘
知
町
~
n
q
h
u
門
戸
・
喝
凶
一
N

】)。

さ
ら
に
ジ
ッ
ド
は
、
シ
ャ
ン
プ
ラ
ン
の
援
助
を
受
け
て
、
大
学
に
「
ジ
ヨ
レ
ス
[
社
会
主
義
]
と
ボ
l
リ
ウ
[
政
治
経
済
学
]
の
間
に
あ
る
」

「
社
会
経
済
学
」
の
講
座
を
創
設
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
担
当
者
と
な
っ
た
エ
ス
ピ
ナ
ス
の
講
義
が
歴
史
的
で
抽
象
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
こ

と
で
、
こ
れ
も
失
敗
に
終
わ
る
2
8
2
Z
O
B
P
会

F
m
g
g合

g
a
白
Z
E
巳
加
F
S
H
-
g
g肌
Z
5
0
弓
吉
田
町
田
弘
正

=
2
&白
F
t
ヨ
ロ
ミ
若
宮
S
H
h
q
R
a
~唱

を
ロ
エ
E
S
-
-
唱

3
・
-u-S)。
シ
エ
イ
ソ
ン
、
ア
ナ
ト
l
ル
・
ル
ロ
ワ
H
ボ
l
リ
ウ
(
〉
口
伊
豆
町
Z
S
U
T回
g
z
-
s
c
)
な
ど
、
社
会
経
済
学
者
の
多
く
は
、

大
学
で
は
な
く
、
エ
ミ

l
ル
・
ブ

l
ト
ル

l
の
創
設
し
た
私
立
政
治
科
学
院
(
開
n
o
g
-
-
σ
お
門
田
2
5
2
8
こち
E
a
z
g
)
で
教
鞭
を
取
っ
た

(
臼
君
。
予
乙

b
宮
8
-
2
2
-
n
E
n
g
-
-
-
Y
告
-
兵
七
司
)
。

(
日
)
ロ
『
刊
日
、
p
p
Q
Z
E
a
c
z
m回
-
E
色
『
-
-
b
h
ミ
O
町
、
b
b
h
-
s
p
a
r
H
「
ミ
ミ
ヨ
ミ
た
ね
た
円
九
・
口
、
.
円
九
同
よ
h
y
唱
・

(
日
山
)
冨
丹
江
巳
曲
、
H，
o
z
g
回
勾
ヨ
〕
B
P
E
h
室
、
町
民
同
~
む
き
E
H
t
b
~志
向

Hh出向
h
b
a
号
室
町
内
h
L
.
R
S
む
と
『
郎
、
室
内
E
C
F
司
R
F
F
E
O
ロ
目
Z
U臥
n
o
c
〈
目
見
刊
伺
円
切
司
S
F

-唱唱∞咽回以・品唱・

(
げ
)
〉
E
R
E
-
孟
自
町
、
吋
2
0
2
N
g
F
H
h
E
3
3
~』
E
3
~
き
さ
な
・
之
内
~
a
s
s
ミ
h
H
h
-
g
S
5
z
P
5
〈
阻
止
固
ま
ま
叫
右
唱
∞
d

唱
・
戸
司
ニ
N
-

(
同
国
)
国
高
司
o
q
円
四
沼
田
N
P
E
~
室
内
8
3
3
E
亘
弘
、
F
P
E
P
-
∞
∞
凶
岨
匂
・
ニ
ド

(
川
口
)
シ
エ
イ
ソ
ン
は
、
一
八
八
九
年
万
国
博
覧
会
で
復
活
し
た
「
社
会
経
済
学
」
部
門
の
報
告
書
で
、
パ
ト
ロ
ナ

l
ジ
ユ
に
代
わ
る
ア
ソ
シ
ア
シ

オ
ン
の
隆
盛
、
国
家
の
活
動
の
停
滞
を
指
摘
し
、
「
社
会
経
済
学
の
展
示
は
、
・
:
個
人
の
活
動
の
発
展
と
、
国
家
の
活
動
を
正
当
な
範
囲
へ
と
限

論

北法56(2・114)630



フランス福祉国家の思想的i原流(1789-1910年)(5・完)

定
す
る
こ
と
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
」
片
、
と
要
約
し
て
い
る
(
宙
伺
呈
庁
の
2E宮m『玄閉印8。ロP
咽』トいに
w

吋同阿川門s口s3き己吉き町毘内hs。円

s芝~な偽b~「.阿巳正ゼ、吉司2gh包是町之5司ごき白Eqs苫5守E偽ヨミ内ミ匙~ミ~守内札号内』=白句宅喝.

《内リ。ヨ呈きh

(
却
)
コ
ン
ト
.
ア
ル
ベ

l
ル
.
ド
.
、
シ
ン
ヤ
ン
。
ブ
フ
ラ
ン
(
g
B
同
g
伺
ロ
。
自
g
E
-
5
G告巨g刊〉}gσ刊
2司ユ同削句虫νぷ
伊
百
ロ
伺
巴
同
。
ロ
ι
n
o
g
g
σ
g
p
g
N
ナ
呂
志
)
は
、
一
八
一
一
一
年
ロ
ゼ

l

ル
(
円
。
N
2刊
)
地
方
の
大
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
、
七
月
王
政
下
で
は
「
道
徳
政
治
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
」
会
員
と
の
交
流
に
よ
っ
て
知
的
形
成
を
行
っ

た
。
第
二
帝
政
期
に
は
ル
・
プ
レ
の
強
い
影
響
を
受
け
、
後
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
ル
・
プ
レ
と
我
々
:
・
は
、
古
い
政
治
経
済
学
に
反

対
す
る
若
い
社
会
経
済
学
者
で
あ
る
。
生
産
の
代
わ
り
に
生
産
者
を
、
物
の
代
わ
り
に
人
問
を
」
(
司
釦
g
=
由
令
。
-
広
∞
切
巴

-zロヨ戸.余乙-bgヨ同お伺ι号凹【の
2υ￥『
E
白
B
σ
呂
ロ
.

ng釦円吾Fぎ。♀-5E5時P.
旨
肌
n&和宮ロ5伺色含白明こ-匂
u肖き『8。同おngz回己丹s陪gロ円
z聞ごdyht向ヨs恥な向』さ巴門丘凡Ebミ~町2=h8屯苫芯き、

家
と
交
流
し
な
が
ら
、
社
会
問
題
に
取
り
組
む
新
た
な
学
間
の
樹
立
に
尺
尽
、
力
し
、
「
社
会
資
料
館
」
へ
の
財
政
的
支
援
を
担
っ
た
。
シ
ャ
ン
プ
ラ

ン
の
生
涯
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
回
巴
-
巴
E
同
ロ
戸
吋
己
F
回
f.

公乙同
h

、、白、=同門向.::.:.J.
包
h
、叫.円九H・・司
-u
・∞品目唱
M
-

(
幻
)
シ
エ
イ
ソ
ン
、
ジ

I
ク
フ
リ
ー
ド
(
同
E
m加
盟
m
m
E
E
)
、
セ
イ
(
E
S
E
可
)
、
シ
モ
ン
(
』
己
冊
目
的
5
0
ロ
)
ら
は
、
当
初
共
和
国
政
府
に
働
き
か

け
を
行
っ
た
が
、
政
府
が
無
関
心
な
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
で
、
シ
ャ
ン
プ
ラ
ン
の
私
的
財
政
援
助
を
基
金
と
し
て
設
立
に
至
っ
た
(
Z
O
S
F

乙
b
玄
去
な
8
3
-
主
・

8加
E
m
-
-
-
Y
也
、
-
S
J
司
・
圭
)
。
通
常
の
運
営
費
は
、
主
に
寄
付
金
と
補
助
金
で
賄
わ
れ
た
(
規
約
第
十
三
条
)

0

(
泣
)
余
∞
E
E
Z
・
白
口
E
O
M
g
室
内
広
n
E
含
2
8
R
M
ニ
∞
ま
2
5
0
島
忠
明
暗
由
『
門
広
2
0
ニ
2
3
5
包
お
ま
冊
目
立
里
丘
二
唱
。
。
F
S
F
口聞の『担Zum--胆
E
a
F
h
n

5
2
h
h
司
』
。
円
S
~
同
=
旬
。
=
尽
き
』
u
h
。
』
U
G
H
-
-
℃
凶
斗
。
・

(
お
)
出
O
E
O
-
〉
'
同
色
町
笠
宮
古
S
S
ミ
守
、
ミ
q
S
3
守
S
H
R
・
-
w

也
、
.
門
戸
田
U

E

]

士
・
レ
オ
ポ
ル
・
マ
ピ
ヨ
(
戸
合
唱
O
E
Y
白
血
Z
-
g
E
)
は
、
九

0
年
代
前
半
に

公
教
育
大
臣
を
務
め
、
一
八
九
八
年
に
コ
レ

l
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
教
授
と
な
る
。
一
九
O
二
年
に
結
成
さ
れ
る
「
フ
ラ
ン
ス
共
済
組
合

全
国
連
合
宿
Z
玄
明
治
E
e包
S
E
S
E
-
二
伺
E
S
E
E
E
-
-
広
中
自
の
ど
明
日
)
」
で
は
初
代
代
表
を
務
め
た
。

(
剖
)
社
会
資
料
館
の
性
格
づ
け
は
、
実
際
に
は
微
妙
な
点
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
社
会
経
済
学
者
(
ギ
ゴ
な
ど
の
ル
・
プ
レ
学
派
、
ジ

i
ク

フ
リ
ー
ド
、
ジ
ッ
ド
、
ロ
ベ
ー
ル
な
ど
の
社
会
キ
リ
ス
ト
教
、
マ
ピ
ヨ
、
マ
ズ
な
ど
の
共
済
組
合
主
義
者
)
だ
け
で
な
く
、
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
、
ギ

エ
ス
(
喝
さ
目
。
5
3
2
ろ
な
ど
の
急
進
共
和
派
、
ジ
ヨ
レ
ス
な
ど
の
社
会
主
義
者
に
至
る
ま
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
幅
広
い
論
者
が
関
わ
り

を
持
っ
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
ホ
ー
ン
は
社
会
資
料
館
を
、
政
治
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
傾
向
を
持
た
ず
、
実
証
的
方
法
に
基
づ
い
て
「
社

会
改
革
」
を
志
し
た
論
者
の
集
ま
る
「
シ
ン
ク
・
タ
ン
ク
」
で
あ
っ
た
、
と
論
じ
て
い
る
(
E
c
g
p
b
h
R
E
E
ぎ
E
s
q
L
守
ミ
色
弘
吉
同

北法56(2・115)631 



説

hJER---・
8
・
S
4
3・
ロ

Z
M凶
)
。
し
か
し
ホ

l
ン
自
身
も
認
め
て
い
る
通
り
、
社
会
資
料
館
は
、
保
守
的
社
会
経
済
学
に
近
い
人
び
と
の
イ
ニ

シ
ア
テ
イ
ヴ
に
よ
っ
て
、
私
的
な
財
政
援
助
の
下
に
、
万
国
博
覧
会
の
「
社
会
経
済
学
」
部
門
を
引
き
継
い
で
設
立
さ
れ
た
。
理
事
会
の
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
ル
-
プ
レ
学
派
、
社
会
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
私
立
政
治
科
学
院
(
関
口
C
ぽ

5
5
a
g
由巳

s
n
a
g
n
E町
田
)
の
教
授
な
ど
、

そ
の
多
く
が
国
家
介
入
に
批
判
的
な
立
場
の
論
者
で
あ
っ
た
。
社
会
資
料
館
内
部
の
人
的
交
流
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
ホ

l
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

当
時
の
言
説
空
間
全
体
の
中
で
、
こ
の
機
関
の
占
め
た
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
は
、
未
だ
十
分
な
も
の
と
は
一
言
え
な
い
。

(
お
)
こ
の
時
期
の
労
働
組
合
お
よ
び
労
働
運
動
の
諸
潮
流
に
つ
い
て
、
谷
川
稔
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
運
動
史
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
と
サ
ン
デ
イ
カ
リ

ス
ム
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
第
五
章
、
第
六
章
を
参
照
。

(
お
)
一
八
九
九
年
の
時
点
で
共
済
組
合
二
三
五
二
、
労
働
組
合
二
三
四
九
で
あ
っ
た
(
玄
R
E
m
-
E
v号
-nF
ミ
ミ

E
乞
ヨ
同
ミ
ミ
ミ

HB吉
宮
内
号
、
言

zhミ

門司、宅句、.h2R12民間~メヨ丘町、同均品川崎九遣問
b

、s
h
k
q
S吋・司副同仲間@同
M
8臼田町田口口同〈
R
E
S
-『
冊
目
色
白
明
吋
血
ロ

n
m
y
-由市
w
f
-
y
J
X
)
。

論

第

款

社
会
的
な
も
の
の
措
抗

「
社
会
的
な
も
の
」
を
め
ぐ
る
以
上
の
よ
う
な
言
説
の
場
の
複
数
性
を
踏
ま
え
、
社
会
保
険
法
の
導
入
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

(
一
)
労
働
災
害
補
償
法

(
幻
)

一
八
八

O
年
三
月
二
十
九
日
に
マ
ル
タ
ン
・
ナ
ド
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
、
約
二
十
年
の
討
議
を
経
て
一
八
九
八
年
四
月
九
日
に
成
立
し
た

(
工
場
)
労
働
災
害
補
償
法
は
、
「
職
業
的
リ
ス
ク
(
江
田
宮
町
田

gPEgs-)」
の
概
念
を
導
入
し
、
一
八

O
四
年
民
法
二
二
八
二
条
か
ら

(
お
)

一
三
八
四
条
に
お
け
る
「
過
失

(
P
Z
8
)
」
責
任
原
則
を
修
正
し
た
、
初
め
て
の
社
会
権
立
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

北法56(2・116)632
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(
却
)

の
提
案
は
、
産
業
労
働
の
一
般
化
に
よ
る
「
社
会
問
題
」
の
質
的
な
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
。
ナ
ド

に
よ
れ
ば
、
手
工
業
に
お
け
る
事
故
は
「
個
人
の
リ
ス
ク
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
工
場
で
の
事
故
の
多
く
は
機
械
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
。
こ
の
時
期
の
議
会
討
論
を
ま
と
め
た
ゲ
リ
l
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
「
工
場
は
、
個
別
の
場
所
と
仕
事
を
割
り
当
て
ら
れ
た
機
械
と
人

(
初
)

聞
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
生
き
た
有
機
体
の
如
き
も
の
と
な
っ
た
」
。
こ
う
し
た
条
件
の
下
で
は
、
個
人
は
工
場
の
一
部
を
な
す
に
す
ぎ
ず
、

労
働
災
害
と
は
、
個
人
の
「
過
失
」
の
帰
結
で
は
な
く
、
産
業
労
働
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
「
リ
ス
ク
」
の
発
現
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
フ
ォ
ー
ル
は
一
言
う
。
「
こ
こ
に
真
の
過
失
は
存
在
せ
ず
、
労
働
か
ら
不
可
避
に
生
じ
る
リ
ス
ク
の
み
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

(
幻
)

責
任
を
制
限
す
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
る
」
。
彼
ら
の
提
案
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
問
題
」
と
は
、
も
は
や
「
労
働
の
権
利
」
「
生
存
の
権
利
」
(ロ)

に
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
産
業
社
会
に
固
有
の
条
件
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
「
リ
ス
ク
」
へ
の
対
処
を
め
ぐ
る
問
題
と
な
る
。

(
お
)

「
リ
ス
ク
」
と
い
う
語
は
、
連
帯
主
義
の
鍵
概
念
で
あ
る
。
ル
l
ヴ
ィ
エ
に
よ
れ
ば
、
「
あ
な
た
方
の
提
出
し
た
法
案
〔
労
災
補
償
法
案
〕

(
鈎
)

は
、
人
間
的
連
帯
と
い
う
偉
大
な
原
理
か
ら
導
か
れ
た
」
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
に
よ
れ
ば
、
「
連
帯
」
の
秩
序
は
、
産
業

社
会
に
お
け
る
「
労
働
す
る
個
人
」
を
前
提
と
す
る
。
こ
う
し
た
個
人
は
、
老
齢
や
障
害
に
よ
る
労
働
か
ら
の
離
脱
、
「
病
気
、
労
働
災
害
、

(
お
)

強
い
ら
れ
た
失
業
」
に
よ
る
労
働
か
ら
の
一
時
的
な
退
出
を
、
不
可
避
の
「
リ
ス
ク
」
と
し
て
抱
え
て
い
る
。
「
連
帯
」
を
成
り
立
た
し
め

ナ
ド
や
フ
ォ
ー
ル

(忠臣

H
F
Z同町
)

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
「
リ
ス
ク
」

へ
の
補
償
責
任
を
、
社
会
全
体
が
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
は
言
う
。
「
社
会
的
リ

ス
ク
へ
の
自
発
的
か
つ
相
互
的
な
保
険
が
、
成
員
に
同
意
さ
れ
、
受
容
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
し
か
、
社
会
生
活
は
存
在
し
な
い
。
社
会
生
活
の

(
お
)

進
歩
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
相
互
保
険
に
関
わ
る
共
通
の
対
象
・
利
益
・
リ
ス
ク
の
範
囲
に
よ
っ
て
、
測
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
。

労
災
法
案
に
た
い
し
て
、
政
治
経
済
学
、
社
会
経
済
学
は
激
し
い
批
判
を
展
開
し
た
。
政
治
経
済
学
者
ル
ロ
ワ
H
ボ
l
リ
ウ
に
よ
れ
ば
、

貧
窮
の
原
因
は
、
「
社
会
」
で
は
な
く
個
人
の
側
に
あ
る
。
産
業
化
や
機
械
の
導
入
な
ど
の
「
社
会
環
境
」
の
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

一
時
的
現
象
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
慈
善
、
パ
ト
ロ
ナ
l
ジ
ュ
、
共
済
組
合
な
ど
、
私
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
対
処

北法56(2・117)633
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説

(
幻
)

さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
彼
は
一
八
九
八
年
法
を
念
頭
に
、
次
の
よ
う
に
一
言
う
。
「
文
明
化
|
福
利
・
科
学
的
知
・
自
由
・
正
義
な
ど
の

さ'b.
員同

人
間
社
会
に
お
け
る
止
む
こ
と
の
な
い
発
展
i
は
、
個
人
の
自
由
、
個
人
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
、
私
的
・
市
民
的
・
商
業
的
ア
ソ
シ
ア
シ
オ

(
お
)

ン
の
多
様
さ
・
:
に
よ
っ
て
し
か
保
障
さ
れ
な
い
し
、
進
展
も
し
な
い
」
。
個
人
的
貧
困
へ
の
対
処
を
法
的
義
務
と
す
る
な
ら
ば
、
個
人
の
責

(
ぬ
)

任
感
覚
を
喪
失
さ
せ
、
「
文
明
の
衰
退
を
も
た
ら
す
だ
け
」
で
あ
る
。

保
守
的
社
会
経
済
学
者
の
ア
ル
ベ

l
ル
・
ギ
ゴ
(
〉

5
2
2
m♀
)
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
介
入
は
パ
ト
ロ
ナ
i
ジ
ユ
を
衰
退
さ
せ
、
個
々

(ω) 

人
の
将
来
へ
の
配
慮
(
官
金
ミ

g
g
)
を
阻
害
す
る
。
パ
ト
ロ
ナ
l
ジ
ユ
の
流
れ
を
汲
ん
で
一
八
九
三
年
に
結
成
さ
れ
た
「
共
済
組
合
長
全

国
同
盟

(
C
E
S
E
5
5
-
o
仏
冊
目
買
な
広

g
z
斥

8
2公
恥
骨

2
2
。zg
S
E
E
m
-田
)
」
で
は
、
保
険
の
シ
ス
テ
ム
は
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
計
算
高
さ
」

(
引
)

を
醸
成
す
る
、
と
し
て
批
判
さ
れ
た
。

(
位
)

一
方
、
社
会
経
済
学
者
の
中
で
も
、
シ
エ
イ
ソ
ン
や
ジ
ッ
ド
な
ど
、
社
会
経
済
学
の
刷
新
を
担
っ
た
論
者
た
ち
は
、
「
職
業
的
リ
ス
ク
」

の
概
念
を
、
大
産
業
に
限
定
し
て
受
容
し
た
。
シ
エ
イ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
職
業
的
リ
ス
ク
」
の
観
念
は
、
今
や
「
ほ
ほ
全
員
に
受
け
入
れ

(
必
)

ら
れ
て
い
る
」
。
た
だ
し
保
険
の
担
い
手
は
、
国
家
で
は
な
く
、
共
済
組
合
、
協
同
組
合
、
地
域
金
庫
な
ど
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
似
)

国
家
の
役
割
は
、
使
用
者
の
保
険
加
入
を
奨
励
し
、
監
督
を
行
う
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
。
シ
エ
イ
ソ
ン
、
ジ
l
ク
フ
リ
ー
ド
、
パ
ル
ベ
レ
な

ど
の
主
導
で
一
八
九
O
年
に
結
成
さ
れ
た
「
共
済
組
合
連
盟
(
ピ
伺
忠
号
芯
望
号
♀
S
8
2
Z
B
Z
E包
志
こ
で
は
、
共
済
組
合
と
私
的
保
険

(
必
)

会
社
が
「
リ
ス
ク
」
処
理
と
い
う
目
的
を
共
有
す
る
組
織
と
捉
え
ら
れ
た
。
「
連
盟
」
の
代
表
者
ル

l
テ
イ
(
〈

5
2
「

E
耳
目
的
)
は
、

(
必
)

九
四
年
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
財
政
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
保
険
会
社
と
共
済
組
合
に
違
い
は
な
い
」
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
経
済
学
の
内
部
に
は
、
共
済
組
合
を
パ
ト
ロ
ナ
l
ジ
ュ
の
延
長
上
に
捉
え
る
の
か
、
大
産
業
に
適
合
す
る
「
リ
ス
ク
」

管
理
の
組
織
と
捉
え
る
の
か
、
と
い
う
相
違
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、
九
0
年
代
初
頭
に
結
成
さ
れ
た
二
つ
の
共
済
組
合
の
全
国
組
織
「
組

合
長
全
国
同
盟
」
と
「
組
合
連
盟
」
と
の
対
立
に
も
反
映
し
て
い
る
。
た
だ
し
両
者
と
も
、
職
業
集
団
内
部
の
共
同
性
を
基
盤
と
し
、
保
険

北j去56(2・118)634
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を
「
リ
ス
ク
」
管
理
の
補
助
的
手
段
と
位
置
づ
け
る
点
で
は
共
通
す
る
。
シ
エ
イ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
数
学
は
、
社
会
経
済
学
の
主
人
や
基

(
灯
)

礎
で
は
な
く
、
補
助
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
。
事
故
、
疾
病
な
ど
の
「
リ
ス
ク
」
は
、
対
面
的
関
係
に
基
づ
く
予
防
措
置
に
よ
る
軽
減

(
川
刊
)

を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

フランス福祉国家の思想的源流 (1789~1910年)(5・完)

労
働
災
害
補
償
法
案
は
、
急
進
共
和
派
と
、
こ
の
法
案
に
無
関
心
な
労
働
運
動
勢
力
と
挟
を
別
っ
た

A
.
ミ
ル
ラ
ン
な
ど
の
修
正
社
会
主

義
者
と
の
連
携
、
お
よ
び
穏
健
共
和
派
と
の
妥
協
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
一
八
九
八
年
四
月
九
日
に
法
制
化
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
無
過

失
責
任
原
則
に
基
づ
き
、
使
用
者
に
よ
る
労
災
へ
の
補
償
責
任
を
定
め
た
も
の
の
、
特
定
の
産
業
労
働
(
工
場
、
建
築
、
鉄
道
、
鉱
山
な
ど
)

の
み
を
対
象
と
し
、
補
償
額
は
低
く
抑
え
ら
れ
、
使
用
者
に
よ
る
保
険
加
入
も
任
意
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
社
会
経
済
学
の
主
張
を
大
幅
に
採

り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

会
乙
退
職
年
金
法

連
帯
主
義
と
社
会
経
済
学
と
の
聞
に
、
よ
り
深
刻
な
対
立
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
一
九
O
一
年
五
月
十
四
日
に
、
連
帯
主
義
者
ポ

l
ル
・

ギ
エ
ス

(
E
E

。54回
目
白
)
が
提
出
し
た
退
職
年
金
の
義
務
化
法
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
案
は
、
労
働
者
・
農
民
退
職
者
に
た
い
す
る
国
民

金
庫
の
設
置
と
加
入
の
義
務
化
を
定
め
、
「
リ
ス
ク
」
概
念
を
産
業
労
働
者
か
ら
労
働
者
・
農
民
一
般
へ
と
拡
張
し
、
さ
ら
に
老
齢
を
「
リ

ス
ク
」
の
内
に
含
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
約
十
年
に
わ
た
る
急
進
共
和
派
と
政
治
経
済
学
、
社
会
経
済
学
、
社
会
主
義
と
の
激
し
い
対

立
を
惹
き
起
こ
し
、
上
院
で
の
二
度
の
否
決
を
経
た
後
に
、
最
終
的
に
一
九
一

O
年
一
二
月
二
十
二
日
に
成
立
に
至
っ
た
。

こ
の
法
案
の
趣
旨
を
、
ギ
エ
ス
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
個
人
と
社
会
は
相
互
に
義
務
を
担
い
合
っ
て
い
る
。
個

人
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
て
社
会
進
歩
に
貢
献
す
る
」
義
務
を
負
い
、
社
会
は
個
人
に
た
い
し
て
、
労
働
の
機
会
を
保
障
し
、
個
人

(ω) 

の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
の
自
律
を
脅
か
す
「
リ
ス
ク
」
へ
の
補
償
責
任
は
、
最
終
的
に
、
公

北法56(2・119)635



説

権
力
が
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
社
会
的
連
帯
に
基
づ
く
公
役
務

(
8
Z
B
宮
Z
R
)
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
共
和
国
の
義
務
で
あ
る
。

(
閃
)

:
・
社
会
的
連
帯
の
原
則
は
、
二
つ
の
異
な
る
制
度
を
実
現
す
る
よ
う
喚
起
し
、
奨
励
す
る
。
す
な
わ
ち
保
険
と
扶
助
で
あ
る
」
。

ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
に
よ
れ
ば
、
老
齢
と
は
「
規
則
的
で
、
確
実
で
、
普
遍
的
な
リ
ス
ク
」
で
あ
り
、
万
人
に
か
か
わ
る
以
上
、
国
家
に
よ
る
補

(
日
)

償
を
必
要
と
す
る
。
「
国
家

(
E
Eロ
)
は
万
人
に
対
し
て
、
病
気
、
事
故
、
失
業
、
障
害
、
老
齢
の
リ
ス
ク
に
た
い
す
る
完
全
な
補
償
を
行
つ

(
臼
)

た
と
き
に
の
み
、
平
和
を
享
受
す
る
」
o

ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
は
、
ジ
ッ
ド
の
協
同
組
合
論
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
「
ジ
ッ
ド
の
講
演
の
中
に
、

集
合
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
精
神
の
驚
く
べ
き
例
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
非
常
に
し
ば
し
ば
協
同
組
合
を
支
配
し
、
そ
の
成
員
が
真

(
臼
)

剣
に
連
帯
の
精
神
と
取
り
違
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
。
リ
ス
ク
へ
の
補
償
を
普
遍
的
「
権
利
」
と
す
る
た
め
に
は
、
共
済
組
合
の
活
動
を

呈Aa問

国
家
に
よ
っ
て
補
完
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
国
家
は
:
・
普
遍
性
と
規
則
性
を
有
し
て
い
る
。
・
:
私
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
:
・
そ
の
活
動
に
お
け
る
情
熱
、
創
意
工
夫
、
柔
軟
さ
と
、

適
用
方
法
の
無
限
の
多
様
さ
に
よ
っ
て
利
点
を
有
し
て
い
る
。
国
家
が
万
人
の
各
人
に
た
い
す
る
義
務
と
い
う
杜
会
的
性
質
を
肯
定
す

る
の
に
た
い
し
、
私
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
、
各
人
の
万
人
へ
の
義
務
と
い
う
、
重
要
さ
の
劣
ら
ぬ
社
会
的
性
質
を
肯
定
す
る
。
私
に

(
臼
)

と
っ
て
は
、
社
会
問
題
の
解
決
そ
の
も
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
二
つ
の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
あ
る
」
。

(
日
)

具
体
的
に
は
、
個
人
に
よ
る
共
済
組
合
・
地
域
金
庫
な
ど
の
選
択
の
自
由
を
認
め
つ
つ
、
加
入
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
連
帯
主
義
者
の
主
張
に
た
い
し
て
、
社
会
経
済
学
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
一
八
九
五
年
の
論
文
で
、
ド
イ
ツ
の
保
険
制
度

(
日
)

を
「
社
会
的
美
徳
の
破
壊
」
と
批
判
し
た
シ
ェ
イ
ソ
ン
は
、

一
九
O
三
年
の
「
社
会
的
連
帯
」
と
題
さ
れ
た
論
文
に
お
い
て
、
「
連
帯
主
義

{
幻
)

と
社
会
主
義
」
は
同
じ
道
で
あ
り
、
「
社
会
的
負
債
」
と
い
う
概
念
は
あ
ら
ゆ
る
専
制
に
と
っ
て
便
利
な
概
念
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
シ
エ

イ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
老
齢
問
題
と
は
、
「
大
産
業
の
発
展
」
に
よ
っ
て
大
家
族
が
解
体
し
、
住
宅
・
衛
生
環
境
の
悪
化
が
も
た
ら
さ
れ
、
労

(
四
川
)

働
能
力
を
持
た
な
い
大
量
の
孤
立
し
た
個
人
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
で
顕
在
化
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
「
社
会
」
に
と
っ
て
の
「
負
債
」

北法56(2・120)636



で
は
な
く
、
個
々
人
の
予
見
と
、
身
近
な
人
間
の
配
慮
に
よ
っ
て
対
処
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
家
族
、
仕
事
場
、
職
業

(
印
)

団
体
、
宗
教
組
織
、
コ
ミ
ュ

l
ン
、
地
方
(
喝
さ
三
宮
町
)
」
が
、
老
齢
問
題
へ
の
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。
同
様
に
シ
ヤ
ル
ル
・
ジ
ッ
ド

は
、
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
の
思
想
を
「
国
家
社
会
主
義
の
強
制
的
連
帯
主
義
」
と
称
し
、
協
同
組
合
運
動
に
立
脚
す
る
自
ら
の
思
想
と
区

(ω) 

別
す
る
。

労
働
者
・
農
民
退
職
年
金
法
は
、
急
進
共
和
派
と
ミ
ル
ラ
ン
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ニ
な
ど
の
修
正
社
会
主
義
者
と
の
連
携
を
中
心
に
、
上
院
で

の
大
幅
な
修
正
(
国
庫
負
担
の
軽
減
)
を
経
て
、
一
九
一

O
年
三
一
月
二
十
三
日
に
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
共
済
組
合
主
義
者
の
み
な
ら
ず
、

フランス福祉国家の思想的源流(l789~1910年)(5・完)

労
働
者
の
負
担
を
忌
避
す
る
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
や
の
。
斗
も
、
こ
の
法
に
た
い
す
る
激
し
い
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
う
し
た
運
動
の

前
に
、
一
九
一

O
年
法
は
、
義
務
化
の
不
徹
底
と
加
入
の
停
滞
に
よ
っ
て
、
形
式
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
疾
病
・
出
産
・
障
害
・
老
齢
・

死
亡
を
包
括
す
る
社
会
保
険
の
制
度
化
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
た
困
窮
・
障
害
者
の
増
大
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
背
景
と
す
る
、

一
九
二
八
|
一
九
三
O
年
法
の
成
立
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
八
九
0
年
代
か
ら
一
九
一

O
年
に
か
け
て
、
社
会
問
題
へ
の
対
応
が
争
点
と
な
っ
た
と
き
、
急
進
共
和
派
に
担
わ
れ

た
「
連
帯
」
の
思
想
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
を
形
成
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
複
数
の
「
社
会

以
上
の
よ
う
に
、

的
な
も
の
」
を
め
ぐ
る
措
抗
関
係
の
中
で
、
制
度
化
に
至
っ
た
。

第
一
に
、
政
治
経
済
学
、
ル
・
プ
レ
か
ら
引
き
継
が
れ
た
保
守
的
な
社
会
経
済
学
は
、
宗
教
、
パ
ト
ロ
ナ
l
ジ
ュ
、
家
族
の
役
割
を
強
調

す
る
。
統
計
的
計
測
に
基
づ
く
保
険
や
匿
名
の
連
帯
は
、
上
下
階
層
聞
の
温
情
と
依
存
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
対
面
的
関
係
を
掘
り
崩
し
、
「
モ
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ラ
ル
」
の
衰
退
を
導
く
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。

第
二
に
、
ル
・
プ
レ
学
派
を
刷
新
す
る
新
し
い
社
会
経
済
学
は
、
シ
エ
イ
ソ
ン
や
ジ
ッ
ド
の
よ
う
に
、
統
計
・
保
険
の
導
入
に
肯
定
的
な



説

立
場
を
採
る
。
た
だ
し
彼
ら
は
、
「
リ
ス
ク
」
概
念
を
特
定
の
大
産
業
の
み
に
適
合
す
る
も
の
と
捉
え
、
職
域
ご
と
の
多
様
性
(
パ
ト
ロ
ナ
|

ジ
ュ
、
同
業
組
合
、
共
済
組
合
、
協
同
組
合
な
ど
)
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
「
リ
ス
ク
」
の
普
遍
化
、
中
間
集
団
の
範
囲
を
超
え
た
「
権

利
」
の
概
念
化
に
は
否
定
的
で
あ
り
、
国
家
に
よ
る
義
務
化
に
は
反
対
の
立
場
を
採
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
社
会
的
紐
帯
と
は
、
具
体
的
・

対
面
的
関
係
に
即
し
た
集
団
内
部
の
共
同
性
を
基
盤
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ず
、
統
計
や
保
険
は
補
助
的
役
割
を
担
う
に
と
ど
ま
る
。

第
三
に
、
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ム
は
、
国
家
の
介
入
や
負
担
の
増
大
を
、
労
働
者
階
級
の
自
律
性
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
批
判
し
、
社
会
保

北法56(2・122)638

号弘
白岡

険
法
に
反
対
の
立
場
を
採
り
続
け
た
。

第
四
に
、
こ
れ
ら
と
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
、
社
会
保
険
の
一
般
化
を
試
み
た
の
が
連
帯
主
義
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
一
方
で
社
会
関
係
を

機
能
的
な
相
互
依
存
関
係
と
と
ら
え
つ
つ
、
他
方
で
は
、
そ
の
依
存
関
係
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
社
会
の
目
的
を
「
人
間
性
の
進
歩
」
と
想

定
し
、
そ
の
目
的
を
個
々
人
に
優
越
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
関
係
の
中
に
あ
る
個
人
が
「
人
間
性
の
進
歩
」
へ
の
義
務

を
担
う
、
と
い
う
観
念
を
導
い
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
観
は
、
具
体
的
関
係
を
離
れ
た
匿
名
の
個
人
に
「
リ
ス
ク
」
へ
の
補
償
と
い
う
権
利

を
承
認
す
る
と
同
時
に
、
彼
ら
が
教
育
、
衛
生
、
労
働
、
貯
蓄
な
ど
の
場
面
で
道
徳
的
「
義
務
」
を
果
た
す
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
っ

た。
少
な
く
と
も
一
九
一

O
年
に
至
る
ま
で
、
社
会
経
済
学
と
連
帯
主
義
は
、
互
い
に
詰
抗
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
図
式
に
変
化
が

も
た
ら
さ
れ
る
の
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
膨
大
な
傷
痩
軍
人
、
戦
争
帰
還
者
、
戦
争
未
亡
人

な
ど
へ
の
対
応
は
、
も
は
や
共
済
組
合
の
範
囲
を
超
え
、
国
家
に
よ
る
介
入
の
必
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
く
。
一
九
一
七
年
に
は
、
ド

イ
ツ
に
編
入
さ
れ
て
い
た
ア
ル
ザ
ス
H
ロ
レ

l
ヌ
地
方
の
返
還
が
決
ま
り
、
社
会
保
険
の
整
備
の
遅
れ
が
改
め
て
問
題
化
さ
れ
る
。
共
済
組

合
国
民
連
合
の
代
表
者
ア
ル
マ
ン
・
サ
ル
モ
ン
は
、
一
九
二
三
年
の
大
会
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
今
や
義
務
化
を
受
け
入
れ
る
し
か
な

(

川

町

)

ぃ
。
我
々
の
理
想
を
最
も
広
範
に
実
現
す
る
唯
一
の
手
段
と
し
て
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
よ
う
」
。
一
九
二
六
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
は
、



向
。
、
『
、
2
4
の
も
社
会
保
険
の
立
法
化
を
承
認
す
る
。
こ
う
し
て
、
一
九
二
八
年
四
月
十
二
日
法
案
の
修
正
を
経
て
、

ラ
ン
ス
で
初
め
て
の
包
括
的
な
社
会
保
険
法
が
成
立
す
る
。
た
だ
し
こ
の
法
案
に
お
い
て
も
、
共
済
組
合
、
労
働
組
合
に
よ
る
独
自
の
金
庫

設
立
と
金
庫
管
理
の
権
限
が
認
め
ら
れ
、
国
家
の
介
入
は
財
政
上
の
必
要
に
限
定
さ
れ
る
な
ど
、
組
合
主
義
的
性
格
が
強
く
刻
印
さ
れ
た
。

一
九
三

O
年
に
、

フ

一
九
三
二
年
五
月
一
日
に
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
影
響
で
導
入
さ
れ
た
家
族
給
付
制
度
と
あ
わ
せ
て
、

フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
は
、
普
遍
的
権

利
保
障
を
目
指
す
連
帯
主
義
と
、
中
間
集
団
の
自
治
に
よ
る
国
家
介
入
の
制
限
を
目
指
す
社
会
経
済
学
と
の
対
抗
関
係
を
内
在
さ
せ
な
が
ら

出
発
し
、
そ
の
基
本
的
枠
組
み
は
、
戦
後
の
体
制
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

フランス福祉国家の思想的源、流(1789-1910年) (5・完)

(
幻
)
労
働
災
害
問
題
が
一
般
に
認
知
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
八
九
年
の
万
国
博
覧
会
で
開
催
さ
れ
た
「
労
働
災
害
に
関
す
る
国
際
会

議
(
の
。
ロ
加
円
和
田
5
8
8日
E
S
E
-
z
こ
白
明
白
n
n
E
g
z
E
E
S
ロ
)
」
で
あ
る
。
こ
の
会
議
は
、
一
八
九
一
年
に
「
労
働
災
害
と
社
会
保
険
に
関
す
る
国

際
会
議
」
と
名
称
を
変
え
、
社
会
保
険
の
立
法
化
を
主
要
な
ア
ジ
エ
ン
ダ
と
し
た
。

(お
)
F
E
E
-
h
国
ミ
、
さ
て
九
九
S
Q
・
-
、
.
円
九
子
司
-
M
品
凶
O

向
田
・
一
宮
-
n
z
n
-
E開
3
5
色
-
T
E
h恥
2
3
『
h
h
q
ロ
ミ
内
~
8
3
F
凡
毎
号
凹
む
句
、
ね
て
問
、
h
t
h
H
a
s
-
F
M
-

昌
司
。
・
3
合
唱
-
M
g
p
n
・
国
-
∞
-
m
J
宅
・
s
'
a
a

(
却
)
Z
E
s
z
e
z
p
-
M
『
畠
g
E
S
品
目
一
回
-
0
2
2
こ
g
B
e
g
s
E
忘

ι町
田
虫
色
同
四
口
四
回
号
ロ
ニ
2
0
E
三
m
『
開
明
。
=
:
-
2
5
2
E
ロ
こ
岨
白
河
内
E
n
刊
号
一
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s
g
-
F
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σ
円
。
吉
弘
守
口
寄
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阻
ま
E
加
5
5
込
町
入
b
h
h
円
足
立
H
h
8
S
~
h
S
E
t
s
z
-
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同
ド
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-
S
J
宅
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2
2
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2
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b
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却
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曲
目

B
。
臥
q
e
h閃
H
E
尽
な
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ミ
~
ご
た
こ
内
号
室
内
、
、
も
E
q
a
ミ
骨
三
~
ご
む
円
三
尽
き
を
き
ミ
ミ
d

叶

E
b
田
町
唱
。
ロ
『
}
向
島
。
n
g
g
円
島
町
-
d
E
S
呂
田
尽
色
町

405-oE品目yHaoz-oEMEw--M3∞e-y--

(出
)
E
E
8
・
n
Z
ヨ
σ
お
色
町
田
忠
-
v
E
F
Z
己
唱
な
E
g
b
~
。
も
円
九
内
F
-
v
u
N
∞
-
n
z
r
u
R
T
E
r
p
h
w
同
室
、
さ
で
九
九
喜
門
戸
。
、
円
九
H
J
H
V
-
M
∞
A
W
・
自
由
主
義
者
ベ
ラ
ン

ジ
エ
(
回
公
田
口
加
刊
『
)
も
、
大
産
業
労
働
に
限
定
し
て
、
「
職
業
的
リ
ス
ク
」
の
観
念
を
次
の
よ
う
に
容
認
す
る
。
一
八
九
六
年
一
月
二
十
八
日
の

上
院
に
お
い
て
、
彼
は
言
う
。
「
使
用
者
の
過
失
、
労
働
者
の
過
失
、
両
者
の
過
失
の
ほ
か
に
、
誰
の
責
任
で
も
な
い
膨
大
な
数
の
事
故
が
生
じ

う
る
。
こ
れ
ら
の
事
故
は
、
単
に
労
働
そ
の
も
の
の
結
果
で
あ
る
。
」
(
2
広
司
同
国
民
N
E
P
む
と
出
吾
令
な
き
E
W
E
芯
E
ミ
尽
き
円
E
r
-
-
、
.
込
J
司
当
)
。
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フランス福祉国家の思想的源流(1789-1910年)(5 .完)
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宮
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凶
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司
。
z
n
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EU『np
司
H
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由
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町
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白
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ミ
E
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志
向
町
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町
一
h
a
h
E
S
E
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-
-
h
u
円
九
戸
℃
・
凶
B
・

(
必
)
開
自
己
仰
の
F
m
一38
P
会
「
骨
伊
門
名
目
X
王
国
門
戸
g
-
o
g
q
m
訪
日
E
S
E
n
刊
日
。
巴
〈
『
5
5
師
四
円
ι
m
-
白
目
白
=
広
司
E
Z
E
E
白
v
r
h
H』
uqtHT岩

q
ミ
足
立
ミ
た
え
内
否
。
。
"
内
司
、
時
旬
、
・

r

hz同町、J司むた司、悼む~民間hk同町内九九mZHhh叫
hhM1、65ミミ弘司hbahhSZ町内-hhq門1ha~2・ドマ
p

切なと也、
f

司自・岡田・M凶。ロ凶
C

」
E
E
-唱
00・同】可-M
ム

(
川
叩

)
M
3
3
宣
言
3
b
h
u
E
『
ご
吾
、
~
宮
H
S
E
Z
た
ミ
-
C
S
湾
同
問
S
R
5
吾
氏
町
宮
内
司
ヨ
E
E
s
s
q
g
M
g
g
s
町
内
向
ζ
句
、
芯
S
E
3
円
2
R
E
S
-
凶
ご
包
三
R
-
Z
M
-

(
印
)
勺
・
。
5
3
E
P
《

U
E
B
σ
円
白
色
町
田
忠
宮
門
肌
回
唱
と
E
E
3
0
一
こ
こ
で
急
進
党
の
政
策
に
お
け
る
「
扶
助
」
と
「
保
険
」
の
関
係
に
つ
い
て
補
完
し
て
お

き
た
い
。
雨
者
の
関
係
は
「
別
個
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ピ
ユ
イ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
扶
助
か
ら
保
険
へ
」
の
移
行
は
連
帯
主
義
の
基
本
原
別

で
あ
る
。
過
渡
期
に
お
い
て
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
廃
疾
者
へ
の
公
的
扶
助
を
強
化
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
財
政
の
重
点
は
、
で
き
る

か
ぎ
り
保
険
の
側
に
移
行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
(
E
E
o
p
E
E
E
意
向
、
足
汽
む
な
・

8
・2・
4

事
M
E
E
N
u
g
。
こ
う
し
た
考
え
は
、
「
連
帯
」
の

思
想
の
基
本
的
な
構
造
に
由
来
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
連
帯
」
の
秩
序
は
、
産
業
社
会
に
お
け
る
分
業
化
さ
れ
た
役
割
を
担
う
個
人
を
前
提

と
し
、
こ
う
し
た
個
人
の
存
立
を
脅
か
す
「
リ
ス
ク
」
へ
の
補
償
を
社
会
が
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
こ
う
し
た
相
互
関
係
の
外
部
に

あ
る
者
へ
の
「
権
利
」
保
障
は
、
あ
く
ま
で
例
外
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
実
際
フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
に
お
い
て
は
、
「
社

会
保
障
(
田
恥
n
E
広
8
2
色
町
)
」
と
「
社
会
援
助
(
E
E
2
0
n
E
O
)
」
と
が
別
個
の
体
系
と
さ
れ
、
後
者
に
は
重
き
が
置
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う

し
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
八
九
三
年
の
無
償
医
療
法
、
一
九
O
五
年
の
高
齢
者
・
障
害
者
・
廃
疾
者
へ
の
扶
助
法
の
成
立
を
も
っ
て
、
「
厳
密

な
意
味
で
の
:
・
社
会
権
の
最
初
の
形
式
的
承
認
」
と
位
置
づ
け
る
ロ
ザ
ン
ヴ
ア
ロ
ン
の
議
論
に
は
、
留
保
が
必
要
で
あ
る
(
司
5
s
m
o
g
口
三
E
p

h
・
b
b
H
室
、
言
語
R
丸
町
ミ
h
u
b
s
-
h
k
g
p
司
S
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P
-
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目
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広
明
m
w
g
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ι
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明
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o
p
同
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、
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な
屯
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町
門
む
な
~
公
定
位
向
h
h
h
こ
g
h
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。
円
三
z
h
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h
-
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E
W
J
R
H
色
町
民
~
ミ
ヨ
白
色
町
内
向
ナ
同
色
町
S
P
H
F

3
2
・
℃
・

i-
急
進
主
義
者
が
一
八
九
八
年
五
月
の
選
挙
に
あ
た
っ
て
発
表
し
た
次
の
宣
言
も
参
照
。
「
労
働
法
に
よ
っ
て
、
労
働
災
害
の
み
な
ら

ず
、
失
業
、
病
気
老
齢
に
た
い
す
る
:
・
保
護
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
会
ζ
E
P
器

E
Q
E
広
円
〉
E
3
3
5
宮
家
P
5
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忍
宮
σ
z
S
D
2
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m
g
g
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E
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よ
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・
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。
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回
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c
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含
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広
ロ
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E
g
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2
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・
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・
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℃
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日
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広
C

ロ
切
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E
G
g
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会
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∞
g
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『
明
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=
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=
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E
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E酒
田
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-
3
・
彼
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
「
私
は
国
家
の
介
入
も
制
裁
も
、
悪
の
感
染

を
拡
大
さ
せ
る
無
知
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
防
ぐ
限
り
に
お
い
て
し
か
安
求
し
な
か
っ
た
。
予
防
と
救
済
措
置
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
国
家
に
よ
る

直
接
的
な
、
行
政
的
な
企
て
で
あ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
。
そ
れ
ら
を
包
摂
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
援
助
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
」
(
図
。
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m
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凶
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'
N
∞--

(
印
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5
P
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E
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E
-
-
・
2
E
S
S
E
-
E
Y
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5
2
円
p
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E
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-
-
、
-
S
L
S
・

g-

(
印
)
シ
ヤ
ル
ル
・
ジ
ッ
ド
、
シ
ヤ
ル
ル
・
リ
ス
ト
『
経
済
学
説
史
(
下
)
』
東
京
堂
、
一
九
三
八
年
、
四
三
三
頁
。

(
臼
)
〉
自
釦
E
r
g
s
-
E
き

ヂム
ロ岡

結
ヲム
巨冊

一
九
四
六
年
十
月
二
十
七
日
の
第
四
共
和
国
憲
法
の
条
文
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
は
、
不
可
分
の
、
世
俗
的
、
民
主
的
、

(
1
)
 

社
会
的
な
共
和
国
で
あ
る
」
(
第
一
章
第
一
条
)
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
社
会
的
」
と
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
た
ん

(2) 

に
、
解
放
後
大
き
な
影
響
力
を
獲
得
し
た
社
会
主
義
勢
力
の
理
念
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
社
会
的
」
と
い
う
語
は
、
十
九
世
紀

以
降
の
フ
ラ
ン
ス
政
治
思
想
の
鍵
概
念
で
あ
っ
た
。
法
的
主
体
と
し
て
の
宣
言
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
「
平
等
」
の
実
現
を
求
め
る
職
人
・
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労
働
者
層
が
、
所
有
構
造
や
生
産
構
造
の
変
革
を
訴
え
た
の
に
た
い
し
、
支
配
層
に
属
す
る
論
者
た
ち
も
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
に
実
質

的
な
秩
序
を
再
建
す
る
た
め
に
、
個
々
人
の
振
る
舞
い
を
規
定
す
る
「
社
会
」
の
「
組
織
化
」
を
模
索
し
、
こ
う
し
た
問
題
平
面
の
上
で
、

国
家
・
法
の
役
割
を
再
定
義
し
て
い
っ
た
。
戦
後
フ
ラ
ン
ス
憲
法
に
表
れ
る
「
社
会
的
」
と
い
う
語
は
、
こ
れ
ら
の
探
求
の
ひ
と
つ
の
帰
結

を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

フランス福祉国家の思想的源流(1789~1910年) (5・完)

フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
「
社
会
問
題
」

行
お
う
と
し
た
支
配
層
の
諸
思
想
を
検
討
し
、
二
十
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
を
準
備
し
た
思
想
史
的
過
程
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
要
約
し
(
二
、
二
十
世
紀
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
、
若
干
の
言
及
を
行
っ
て
お
き
た
い
つ
乙
。

本
稿
は
、

へ
の
対
応
を
、
自
由
放
任
主
義
と
社
会
主
義
の
聞
に
た
っ
て

( 

) 

へ
の
認
識
と
対
応
を
軸
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
初
期
の
秩
序
像
に
苧
ま
れ
た
困
難
が
ど
の
よ
う
に
顕
在
化
し
、
「
社

会
問
題
」
と
い
う
認
識
の
成
立
に
至
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
。

第
一
章
で
は
、
「
貧
困
」

フ
ラ
ン
ス
革
命
初
期
に
は
、
旧
体
制
下
の
「
社
団
国
家
」
像
に
代
わ
り
、
自
然
権
を
有
す
る
自
由
な
個
人
の
討
議
と
合
意
に
よ
っ
て
公
権

力
が
正
統
化
さ
れ
る
、
と
い
う
社
会
契
約
論
的
な
秩
序
像
が
提
唱
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
ハ

l
パ
l
マ
ス
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
現
れ

へ
の
新
た
な
理
解
を
〈
市
民
的
公
共
性
〉
と
称
し
、
革
命
中
期
以
降
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
問
い
直
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
検

る
「
公
共
性
」

ふ
叶
J

J

唱

-o

--=ローしみ/

フ
ラ
ン
ス
革
命
初
期
の
秩
序
像
に
字
ま
れ
た
困
難
は
、
「
人
民
(
官
巳
官
庁
)
」
概
念
の
両
義
性
に
示
さ
れ
る
。
「
人
民
」
と
は
、
十
八
世
紀

後
半
以
降
、
統
治
権
力
の
正
統
性
の
源
泉
と
な
る
単
一
の
集
合
を
指
示
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
語
は
、
貧
民
や

下
層
民
を
指
す
概
念
で
も
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
、
政
治
的
秩
序
の
正
統
性
の
源
泉
を
「
人
民
」
と
い
う
理
念
的
集
合
に
求
め
る
思

北法56(2・127)643



説

想
は
、
そ
う
し
た
統
治
主
体
が
事
実
上
は
不
在
で
あ
り
、
「
人
民
」
の
意
志
を
何
ら
か
の
形
で
「
表
象
」
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
「
創
出
」

三i入
白岡

す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
出
発
し
た
。

革
命
初
期
の
自
由
主
義
者
が
、
啓
蒙
H

教
育
(
コ
ン
ド
ル
セ
)
や
代
表
(
シ
エ
イ
エ
ス
)
と
い
う
機
制
に
よ
っ
て
、
法
的
理
念
と
し
て
の

平
等
と
、
事
実
的
不
平
等
と
の
誰
離
を
媒
介
し
よ
う
と
し
た
の
に
た
い
し
、
革
命
中
期
の
共
和
主
義
者
は
、
国
民
教
育
や
祝
祭
を
通
じ
た
祖

国
愛
(
「
友
愛
」
の
精
神
)
の
緬
養
、
「
公
共
精
神
」
の
強
調
、
国
家
に
よ
る
生
存
権
の
保
障
に
よ
っ
て
、
共
和
国
を
支
え
る
「
市
民
」
を
、

公
権
力
の
手
で
創
出
・
維
持
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
(
人
間
の
「
再
生
」
論
)
。
統
治
権
力
と
直
接
結
合
す
る
こ
の
「
公
共
性
」
へ
の
理
解

を
、
本
稿
で
は
〈
政
治
化
さ
れ
た
公
共
性
〉
と
称
し
た
。

総
裁
政
府
期
か
ら
世
紀
転
換
期
に
か
け
て
の
イ
デ
オ
ロ

l
グ
の
思
想
は
、
革
命
中
期
の
〈
政
治
化
〉
さ
れ
た
秩
序
像
に
た
い
し
て
、
統
治

権
力
を
規
制
し
う
る
原
理
を
、
「
社
会
」
の
自
律
的
な
秩
序
法
則
の
内
に
求
め
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
「
公
的
利
益
」

と
は
、
知
的
エ
リ
ー
ト
の
主
導
す
る
「
社
会
の
科
学
」
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
(
〈
社
会
科
学
の
公
共
性
〉
)
。
「
科
学
」
に
基
づ
く
「
社
会
法

則
」
の
発
見
と
、
統
治
の
合
理
化
に
よ
っ
て
、
秩
序
の
再
建
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
で
「
社
会
数
学
」
を
唱

え
た
コ
ン
ド
ル
セ
、
そ
の
思
想
を
引
き
継
ぎ
、

フ
ラ
ン
ス
学
士
院
道
徳
政
治
科
学
部
門
に
お
い
て
「
社
会
生
理
学
」
を
唱
え
た
カ
パ
ニ
ス
、

政
治
経
済
学
を
唱
え
た
ト
ラ
シ
の
思
想
は
、
「
社
会
」
に
関
す
る
知
と
権
力
と
の
結
び
つ
き
を
も
た
ら
し
、
十
九
世
紀
以
降
の
思
想
の
基
本

的
な
問
題
構
成
|
観
察
可
能
な
現
象
の
み
を
対
象
と
し
、
そ
の
外
部
に
あ
る
超
越
的
規
範
を
問
わ
な
い
こ
と
、
現
象
聞
に
働
く
「
法
則
」
の

み
を
問
題
と
す
る
こ
と
、
社
会
全
体
の
秩
序
維
持
に
と
っ
て
の
「
有
用
性
」
を
権
力
の
正
統
性
の
根
拠
と
す
る
こ
と
、
統
治
行
為
を
「
社
会

法
則
」
の
認
識
に
基
づ
く
「
治
療
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
ー
を
提
供
し
た
。

一
八
三
0
年
代
に
入
る
と
、
産
業
化
・
都
市
化
の
進
展
に
よ
る
膨
大
な
都
市
貧
民
層
の
出
現
を
背
景
と
し
て
、
「
社
会
」
の
具
体
的
「
組

織
化
」
が
課
題
と
な
る
。
ギ
ゾ
ー
な
ど
の
七
月
王
政
支
配
層
が
、
政
治
的
領
域
と
社
会
的
領
域
を
区
別
し
、
社
会
の
「
文
明
化
」
と
い
う
運
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動
法
則
を
代
表
す
る
中
間
階
層
を
新
た
な
政
治
的
支
配
層
と
想
定
し
た
の
に
た
い
し
、
一
部
の
思
想
家
は
、
産
業
化
と
と
も
に
現
れ
た
「
大

衆
的
貧
困
(
℃
2
1
E
B
m
)
」
を
、
「
文
明
化
」
を
脅
か
す
「
全
く
新
し
い
」
問
題
と
と
ら
え
た
。
そ
れ
は
個
人
の
無
知
・
怠
惰
を
原
因
と
す

る
従
来
の
貧
困
と
異
な
り
、
社
会
の
「
構
造
」
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
た
集
合
的
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
伝
統
的
慈
善
(
宗
教
)
、
産
業
の
自

由
(
経
済
)
、
法
的
慈
善
・
博
愛
主
義
(
国
家
)
に
よ
っ
て
は
解
決
不
可
能
な
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
異
な
る
秩
序
基
盤
、
す
な
わ
ち
「
社

会
」
の
「
問
題
」
と
認
識
さ
れ
る
。
こ
こ
で
「
社
会
」
と
は
、
生
活
習
慣
、
労
働
規
律
、
衛
生
習
慣
、
家
族
形
態
、
飲
酒
・
貯
蓄
習
慣
な
ど
、

個
人
を
取
り
巻
き
、
そ
の
行
動
を
規
定
す
る
集
合
的
な
精
神
状
態
を
指
し
、
そ
れ
ら
は
「
モ
ラ
ル
」
と
し
て
総
称
さ
れ
る
。
「
大
衆
的
貧
困
」

は
、
集
合
的
「
モ
ラ
ル
」
の
類
廃
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
秩
序
を
脅
か
す
擾
乱
や
犯
罪
の
可
能
性
(
「
危
険
」
)
と
識
別
不
可
能
な
形
で
結
び
つ

い
て
い
る
。
「
社
会
問
題
」
へ
の
対
応
と
は
、
こ
う
し
た
集
合
的
「
モ
ラ
ル
」
を
観
察
し
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
知
を
蓄
積
し
、
そ
れ
ら
を
組

織
的
に
改
善
す
る
こ
と
(
「
モ
ラ
ル
化
」
)
に
見
出
さ
れ
る
。
国
家
の
役
割
は
、
家
族
・
中
間
集
団
(
宗
教
組
織
、
共
済
組
合
、
労
働
組
合
、

地
方
団
体
な
ど
)
と
同
一
の
平
面
上
に
位
置
づ
け
な
お
さ
れ
、
「
社
会
の
組
織
化
」
と
い
う
問
題
構
成
の
上
で
再
定
義
さ
れ
る
。
社
会
的
秩

序
と
は
、
「
公
的
」
と
い
う
規
範
的
意
味
に
支
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
秩
序
を
撹
乱
す
る
諸
要
因
を
発
見
す
る
知
、
こ
う
し
た
知
の
蓄
積

に
基
づ
く
介
入
の
絶
え
ざ
る
実
践
に
よ
っ
て
、
事
実
的
に
保
持
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
統
治

権
力
の
あ
り
方
を
「
社
会
化
」
と
称
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
秩
序
像
を
〈
社
会
化
さ
れ
た
公
共
性
〉
と
称
し
た
。

第
二
章
か
ら
第
四
章
で
は
、
以
上
の
問
題
構
成
に
お
い
て
語
ら
れ
た
十
九
世
紀
支
配
層
の
諸
思
想
を
、
「
政
治
経
済
学

2
8
5
5
5

ち
】
広
告
白
)
」
「
社
会
経
済
学

(hSEE-何回
2
E
m
)
」
「
社
会
的
共
和
主
義
(
『
守
口
E
n
g
-∞
S
O
S
S
-
)
」
「
連
帯
主
義
(
回
。
E
R
2
5
0
)
」
の
四

つ
に
区
分
し
、
後
者
の
三
つ
の
思
想
に
お
け
る
鍵
概
念
を
「
新
し
い
慈
善
(
各
自
伝

Ego--m)」
「
友
愛

(pag戸
志
)
」
「
連
帯

(
S
E自
伝
)
」

と
称
し
て
、
比
較
考
察
し
た
。

第
二
章
で
は
、
七
月
王
政
期
に
「
政
治
経
済
学
」
か
ら
分
岐
し
、
支
配
層
に
よ
る
「
社
会
問
題
」
へ
の
主
た
る
対
応
を
担
っ
た
「
社
会
経

北法56(2・129)645



説

済
学
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
の
思
想
は
、
七
月
王
政
期
支
配
層
の
う
ち
で
も
行
政
官
、
経
済
学
者
、
統
計
学
者
、
博
愛
主
義
者
な
ど
実

践
に
近
い
立
場
に
あ
り
、
主
に
「
道
徳
政
治
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
周
囲
に
集
ま
っ
た
人
び
と
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
。

北法56(2・130)646

論

「
政
治
経
済
学
」
と
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
至
る
ま
で
、
人
民
の
安
寧
と
国
富
の
増
大
を
目
的
と
し
た
農
業
・
租
税
・
財
政
・
価
格
統
制
・

公
衆
衛
生
な
ど
に
か
か
わ
る
統
治
行
為
一
般
を
対
象
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
十
九
世
紀
初
頭
以
降
、
富
の
生
産
・
配
分
か
ら
成
る
「
自
律
的
」

秩
序
へ
と
対
象
を
限
定
し
、
そ
の
法
則
を
阻
害
す
る
要
素
を
体
系
の
外
部
へ
と
捨
象
し
て
い
っ
た
。
セ
イ
、
デ
ユ
ノ
ワ
イ
エ
ら
に
よ
れ
ば
、

政
治
経
済
学
の
目
的
と
は
、
本
質
的
事
象
と
例
外
的
事
象
と
を
区
別
し
、
物
理
学
や
生
理
学
に
比
す
る
経
済
現
象
の
一
般
「
法
則
」
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ド
ロ
ズ
、
デ
ユ
パ
ン
、

フ
イ
ク
ス
な
ど
七
月
王
政
期
の
政
治
経
済
学
者
は
、
産
業
の
自
由
に
よ
る
「
進
歩
」
を
普

遍
的
「
法
則
」
と
解
し
、
階
層
化
の
進
展
を
、
競
争
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
肯
定
す
る
。
貧
困
問
題
と
は
、
個
人
の
無
知
・
怠
惰
ゃ
、
産

業
の
自
由
を
阻
害
す
る
公
権
力
の
介
入
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
秩
序
維
持
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
公
権
力
の
拡
大
で

は
な
く
、
家
父
長
的
家
族
、
宗
教
組
織
、
パ
ト
ロ
ナ
l
ジ
ユ
な
ど
の
伝
統
組
織
を
通
じ
て
下
層
階
級
「
モ
ラ
ル
」
に
働
き
か
け
、
彼
ら
に
自

己
規
律
、
貯
蓄
習
慣
、
未
来
の
「
進
歩
」
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
内
面
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
社
会
経
済
学
」
は
、
十
九
世
紀
初
頭
の
政
治
経
済
学
の
意
味
変
容
に
由
来
し
、
そ
こ
で
捨
象
さ
れ
た
要
素
を
引
き
受
け
る
「
統
治
の
学
」

(
シ
ス
モ
ン
デ
イ
)
と
し
て
、
七
月
王
政
期
以
降
に
政
治
経
済
学
か
ら
分
岐
し
て
い
っ
た
思
想
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
社
会
経
済
学
者
は
、

「
富
」
の
拡
大
と
人
民
の
「
幸
福
」
と
を
峻
別
し
、
「
進
歩
」
や
一
般
「
法
則
」
と
い
う
抽
象
的
観
念
へ
の
懐
疑
を
語
る
。
上
下
階
層
か
ら

成
る
伝
統
集
団
の
「
共
同
性
」
の
維
持
を
重
視
し
、
宗
教
的
慈
善
と
異
な
る
「
新
し
い
慈
益
己
の
一
般
的
組
織
化
を
行
う
た
め
に
、
下
層
階

級
の
生
活
状
態
の
参
与
観
察
と
、
実
践
的
知
の
蓄
積
を
重
視
す
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
「
社
会
科
学
」
に
し
た
が
っ
て
、
貧
民
の
生
活
状
態

を
同
一
の
表
の
上
に
分
類
し
、
公
的
・
私
的
実
践
を
配
置
し
、
有
機
的
に
結
合
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
家
族
、
宗
教
組

織
、
パ
ト
ロ
ナ
l
ジ
ュ
、
協
同
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
の
多
様
な
中
間
集
団
の
活
性
化
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
産
業
化
の
負
の
側
面
を
抑
止



し
、
他
方
で
は
、
国
家
介
入
を
一
定
の
範
囲
に
限
定
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
「
社
会
問
題
」

中
間
集
団
内
部
の
「
共
同
性
」
の
再
構
築
の
問
題
と
捉
え
ら
れ
る
。

七
月
王
政
期
に
お
い
て
、
支
配
層
の
政
治
経
済
学
と
労
働
運
動
と
の
対
立
を
媒
介
し
よ
う
と
し
た
社
会
経
済
学
の
試
み
は
、
四
八
年
二
月

革
命
に
よ
っ
て
一
旦
挫
折
す
る
。
そ
れ
は
第
二
帝
政
期
以
降
、
「
社
会
経
済
学
協
会
」
を
設
立
す
る
保
守
的
社
会
経
済
学
者
ル
・
プ
レ
の
手

へ
の
対
処
は
、
「
権
利
」

の
問
題
で
は
な
く
、
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に
よ
っ
て
復
活
し
、
第
三
共
和
政
期
に
は
、
よ
り
平
等
主
義
的
な
思
想
を
唱
え
る
ジ
ッ
ド
や
シ
エ
イ
ソ
ン
、
共
済
組
合
運
動
な
ど
へ
と
引
き

継
が
れ
、
「
社
会
資
料
館
(
冨

g
r
s巳
包
)
」
の
周
囲
に
組
織
さ
れ
て
、
世
紀
転
換
期
に
隆
盛
を
迎
え
る
。

第
三
章
で
は
、
七
月
王
政
期
に
、
支
配
層
の
政
治
経
済
学
、
社
会
経
済
学
に
対
抗
し
、
人
民
の
一
体
性
の
基
礎
と
な
る
「
平
等
」
の
実
質

化
を
求
め
た
「
社
会
的
共
和
主
義
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
、
具
体
的
な
生
活
利
害
に
立
脚
し
て
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
運
動
を
展
開

し
た
職
人
・
労
働
者
層
と
、
ロ
マ
ン
主
義
的
・
宗
教
的
観
念
に
訴
え
て
政
治
運
動
を
展
開
し
た
共
和
派
知
識
人
と
を
区
別
し
た
。
後
者
は
「
人

権
協
会
」
や
共
和
派
雑
誌
『
ナ
シ
オ
ン
』
『
レ
フ
オ
ル
ム
』
な
ど
の
周
囲
に
集
ま
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
著
述
家
、
法
律
家
、
政
治
家
な

ど
に
担
わ
れ
る
。
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
宣
言
さ
れ
た
法
の
「
抽
象
性
」
を
批
判
し
、
「
社
会
」
そ
れ
自
体
を
平
等
な
共
同
体
へ
と
変

革
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
こ
で
は
社
会
的
紐
帯
と
政
治
的
集
合
が
同
一
の
論
理
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
「
人
類
H

人
間
性
(
出
Z
E
E
-尽)」

の
観
念
が
社
会
統
合
の
宗
教
的
象
徴
と
し
て
措
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
実
質
的
に
は
、
「
友
愛
」
の
粋
で
結
ぼ
れ
た
政
治
的
共
同
体
、
す
な
わ

ち
「
ナ
シ
オ
ン
」
や
「
祖
国
」
へ
と
民
衆
層
を
統
合
す
る
た
め
の
論
理
と
し
て
機
能
し
た
。
家
族
・
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
社
会
的
役
割
(
貯

蓄
、
相
互
扶
助
、
再
配
分
な
ど
)
は
、
国
家
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
、
公
権
力
の
介
入
に
よ
る
「
社
会
問
題
」
の
解
決
、
と
り
わ
け
労
働

の
権
利
と
普
通
選
挙
権
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
。

「
友
愛
」
の
共
和
主
義
は
、
「
人
類
」
「
ナ
シ
オ
ン
」
と
い
う
ロ
マ
ン
主
義
的
概
念
を
媒
介
す
る
こ
と
で
、
社
会
経
済
学
を
超
え
る
社
会
全

体
の
統
合
の
論
理
を
提
供
し
た
。
そ
の
一
部
は
、
皇
帝
を
統
合
の
宗
教
的
象
徴
と
位
置
づ
け
、
直
接
普
通
選
挙
と
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
よ

北i去56(2・131)647



説

る
統
治
の
正
当
化
を
図
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
秩
序
像
に
引
き
継
が
れ
た
。
ル
イ
H
ボ
ナ
バ
ル
ト
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ク
ー
デ
タ
を
経
た
第
二

帝
政
下
の
共
和
主
義
者
は
、
「
人
類
」
「
ナ
シ
オ
ン
」
な
ど
の
ロ
マ
ン
主
義
的
な
象
徴
に
よ
る
統
合
、
「
友
愛
」
と
い
う
想
像
的
紐
帯
、
普
通

選
挙
権
、
社
会
政
策
の
漸
進
的
実
現
な
ど
に
共
和
主
義
の
基
盤
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
よ
り
原
理
的
な
次
元
に
お
け
る
共
和
主
義
の
弁

証
を
迫
ら
れ
た
。

北法56(2・132)648

号ι
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第
四
章
で
は
、
第
二
帝
政
末
期
の
共
和
主
義
哲
学
者
に
よ
る
「
社
会
」
像
の
原
理
的
探
求
と
、
第
三
共
和
政
中
期
の
思
想
家
に
よ
る
そ
の

通
俗
化
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
の
過
程
を
、
「
連
帯
主
義
」
と
い
う
枠
組
み
に
お
い
て
検
討
し
た
。
第
二
帝
政
期
の
ル
ヌ

l
ヴ
ィ
ェ
、
フ
イ
エ

な
ど
は
、
四
八
年
世
代
の
共
和
主
義
者
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
的
・
宗
教
的
傾
向
を
否
定
し
、
社
会
的
紐
帯
の
基
礎
と
な
る
「
連
帯
」
を
哲

学
的
に
導
出
し
よ
う
と
試
み
る
。
ル
ヌ
l
ヴ
ィ
エ
は
、
「
人
間
性
」
「
人
格
」
を
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
包
摂
す
る
認
識
の
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と

措
定
す
る
。
こ
の
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
を
通
し
て
み
た
と
き
、
「
社
会
」
が
「
人
間
性
の
進
歩
」
を
目
的
と
す
る
差
異
化
さ
れ
た
人
び
と
の
相

互
依
存
関
係
と
し
て
構
成
さ
れ
、
自
己
と
他
者
が
独
立
の
「
人
格
」
を
有
す
る
対
称
的
存
在
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
フ
イ
エ
は
「
社
会
」
を
、

「
人
間
性
」
の
実
現
に
向
け
た
相
互
依
存
か
ら
成
る
有
機
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
個
々
人
の
「
準
契
約
」
に
支
え
ら
れ
る
自
発
的
集
合
と
捉

え
た
。
「
人
間
性
」
の
観
念
と
は
、
個
人
の
選
択
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
集
合
的
な
力
l

「
力
と
し
て
の
観
念
公
色
合
S
F
R
O
)
」
ー
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
人
間
性
」
の
観
念
を
社
会
認
識
の
前
提
で
あ
る
と
同
時
に
、
個
々
人
の
選
択
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
規
範
と
し
て
の
位
置

に
置
く
こ
と
で
、
彼
ら
は
個
人
社
会
関
係
の
新
た
な
把
握
を
も
た
ら
し
た
。

第
三
共
和
政
中
期
の
急
進
共
和
派
に
近
い
立
場
の
論
者
は
、
「
連
帯
」
の
思
想
を
、
産
業
社
会
に
適
合
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
語
っ

た
。
急
進
共
和
派
を
代
表
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
は
、
特
定
の
職
能
を
担
う
人
び
と
の
相
互
依
存
を
「
連
帯
」
と
称
し
、
そ
こ
か
ら
遡
及
し
て
、

個
人
の
権
利
・
義
務
を
導
出
し
た
。
社
会
は
、
集
合
的
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
個
人
が
遭
遇
す
る
病
気
・
事
故
・
失
業
・
老
齢
な
ど

を
集
合
的
「
リ
ス
ク
」
の
発
現
と
捉
え
な
お
し
、
そ
れ
へ
の
補
償
責
任
を
担
う
。
一
方
個
人
は
、
産
業
社
会
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
職
能
を



充
足
し
、
教
育
・
公
衆
衛
生
な
ど
を
通
じ
て
自
己
を
「
社
会
化
」
し
、
「
リ
ス
ク
」
を
最
小
化
し
、
社
会
の
「
進
歩
」
に
貢
献
す
る
、
と
い

う
義
務
を
負
う
。
デ
ユ
ル
ケ
i
ム
社
会
学
は
、
こ
う
し
た
「
連
帯
」
の
思
想
を
大
学
に
お
い
て
制
度
化
し
、
そ
こ
に
知
的
正
当
性
を
付
与
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
分
業
に
と
も
な
う
相
互
依
存
関
係
と
し
て
の
「
有
機
的
連
帯
」
は
、
個
別
の
社
会

的
役
割
を
能
動
的
に
担
う
「
正
常
」
な
「
モ
ラ
ル
」
(
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
)
を
内
面
化
し
た
個
人
と
、
「
異
常
」
な
状
態
に
あ
る
個
人
へ
の

働
き
か
け
・
矯
正
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
こ
う
し
た
働
き
か
け
は
、
同
業
組
合
な
ど
の
中
間
集
団
に
委
ね
ら
れ
、
国
家
は
「
連
帯
」
の
法
則
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を
よ
り
よ
く
表
現
す
る
補
助
的
機
関
と
し
て
、
中
間
集
団
の
監
視
や
教
育
な
ど
の
役
割
を
担
う
に
と
ど
ま
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
連
帯
」
の
思
想
は
、
一
八
九
0
年
代
末
に
議
会
内
で
主
導
権
を
握
る
急
進
共
和
派
に
よ
っ
て
、
社
会
保
険
法
を
正
当
化

す
る
論
理
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
世
紀
転
換
期
に
お
い
て
、
急
進
党
や
大
学
に
担
わ
れ
た
連
帯
主
義
、
共
済
組
合
や
社
会
資
料

館
を
中
心
に
担
わ
れ
た
社
会
経
済
学
、
労
働
組
合
・
労
働
取
引
所
な
ど
に
組
織
さ
れ
た
社
会
主
義
、
政
治
経
済
学
協
会
・
『
経
済
学
者
雑
誌
」

な
ど
に
組
織
さ
れ
た
政
治
経
済
学
の
相
互
の
詰
抗
関
係
を
指
摘
し
た
。
社
会
保
険
法
の
成
立
過
程
は
、
こ
う
し
た
括
抗
関
係
の
中
で
把
握
さ

一
人
九
人
年
労
働
災
害
補
償
法
は
、
「
職
業
的
リ
ス
ク
」
に
基
づ
く
立
法
を
許
容
す
る
新
し
い
世
代
の
社
会
経
済

・
連
帯
主
義
と
、
そ
れ
を
自
発
的
「
モ
ラ
ル
」
の
衰
退
に
つ
な
が
る
と
批
判
す
る
政
治
経
済
学
・
保
守

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
(
シ
エ
イ
ソ
ン
、
ジ
ッ
ド
な
ど
)

的
社
会
経
済
学
と
対
抗
関
係
の
中
で
成
立
し
た
。

一
九
一

O
年
退
職
年
金
法
は
、
国
家
介
入
を
批
判
す
る
政
治
経
済
学
・
社
会
経
済
学
・
サ

ン
デ
イ
カ
リ
ス
ム
と
、
「
リ
ス
ク
」
の
普
遍
化
を
目
指
す
連
帯
主
義
・
修
正
社
会
主
義
と
の
対
抗
関
係
の
中
で
制
度
化
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス

福
祉
国
家
の
原
型
は
、
「
連
帯
」
を
表
象
す
る
国
家
と
中
間
集
団
の
相
互
補
完
に
よ
っ
て
普
遍
的
「
社
会
権
」
の
実
現
を
目
指
す
連
帯
主
義

と
、
対
面
的
関
係
に
基
づ
く
中
間
集
団
の
自
治
を
唱
え
る
社
会
経
済
学
と
の
詰
抗
関
係
を
軸
と
し
て
、
複
数
の
思
想
の
対
立
を
内
在
さ
せ
た

一
九
三
O
年
社
会
保
障
法
か
ら
、
戦
後
の
体
制
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

北法56(2・133)649

ま
ま
制
度
化
さ
れ
、
そ
の
基
本
構
造
は
、



説

( 

一一) 以上
の
よ
う
に
、

へ
の
コ
ミ
ツ
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論

フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
は
、
匿
名
の
諸
個
人
の
相
互
依
存
、
「
リ
ス
ク
」
の
社
会
化
、
抽
象
的
「
人
間
性
」

ト
メ
ン
ト
な
ど
、
「
連
帯
」
の
思
想
の
唱
え
る
社
会
像
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
社
会
経
済
学
の
主
張
を
採
り
入
れ
、
両
者
の
桔

抗
関
係
を
保
っ
た
ま
ま
制
度
化
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
二
十
世
紀
以
降
の
展
開
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
、
何
を
示
唆
で
き
る
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
三
つ
の
論
点
を
素
描
す
る
こ
と
で
、
結
論
に
代
え
た
い
。

第
一
に
、
「
連
帯
」
の
思
想
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
確
立
で
き
ず
、
社
会
経
済
学
と
の
括
抗
関
係
の
中
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
背

景
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
、
と
い
う
特
徴
は
、
戦
後
福
祉
国
家
へ
の
国
民
的
合
意
を
調
達
す
る
上
で
は
、
む
し
ろ
積
極
的
に
作
用
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ロ
ザ
ン
ヴ
ア
ロ
ン
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
一
九
四
六
年
法
は
、
戦
前
の
体
制
の
「
諸
原
理
に
た
い
し
て
、
何
ら
根
本
的
な
変
化

(
3
)
 

を
示
し
て
い
な
い
」
。
一
九
四
五
!
四
六
年
の
ピ
エ

l
ル
・
ラ
ロ
ッ
ク
構
想
は
、
ベ
パ
リ
ッ
ジ
の
影
響
の
下
で
、
金
庫
の
「
一
元
化
」
と
社

会
保
障
の
「
一
般
化
」
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
構
想
は
、
労
働
組
合
、
共
済
組
合
の
強
い
反
対
に
遭
い
、
広

範
な
合
意
を
獲
得
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
。
戦
後
フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
は
、
給
与
所
得
者
を
対
象
と
す
る
一
般
制
度
の
ほ
か
に
、
自
営
業
者
・

農
民
を
対
象
と
す
る
独
立
制
度
、
従
来
か
ら
存
在
す
る
特
定
産
業
労
働
者
を
対
象
と
す
る
特
別
制
度
を
並
存
さ
せ
る
な
ど
、
著
し
い
制
度
的

一
九
四
八
年
の
職
域
金
庫
法
を
契
機
と
し
て
、
単
一
金
庫
制
を
放
棄
し
、

職
域
ご
と
の
金
庫
の
分
立
と
自
治
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
財
源
は
、
主
に
労
使
の
拠
出
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
、
国
家
の
杜

(
4
)
 

会
支
出
の
伸
、
び
は
緩
慢
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
福
祉
国
家
を
支
え
る
と
さ
れ
る
「
連
帯
」
の
理
念
は
、
実
際
に
は
、

国
家
に
よ
る
一
元
的
管
理
と
中
間
集
団
自
治
、
社
会
保
険
と
社
会
扶
助
の
関
係
な
ど
、
多
く
の
点
に
お
い
て
暖
味
な
部
分
を
含
ん
で
い
た
。

む
し
ろ
そ
れ
ゆ
え
に
、
戦
後
の
経
済
成
長
を
背
景
と
す
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
型
福
祉
国
家
へ
の
「
国
民
的
」
な
合
意
の
形
成
に
寄
与
す
る

こ
と
が
で
き
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

分
立
を
維
持
し
た
ま
ま
発
展
し
て
い
っ
た
。
社
会
保
障
金
庫
は
、



フランス福祉国家の思想的源流(1789-1910年)(5・完)

第
二
に
、
「
栄
光
の
三
十
年

(
4
8口
同
白
色
。
日

E)」
と
称
さ
れ
る
経
済
成
長
の
終
駕
と
と
も
に
、
一
九
七
0
年
代
以
降
に
顕
在
化
す
る
「
福

祉
国
家
の
危
機
」
は
、
こ
う
し
た
合
意
へ
の
根
源
的
な
問
い
直
し
を
惹
起
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
、
「
連
帯
」
の
理
念
そ
の
も
の
の
否

定
を
含
意
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
「
福
祉
国
家
の
危
機
」
の
背
景
に
は
、
社
会
支
出
の
肥
大
化
や
財
政
構
造
の
悪

化
の
み
な
ら
ず
、
家
族
構
造
・
産
業
構
造
の
変
化
、
国
民
意
識
の
衰
退
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
る
病
気
な
ど
の
「
リ
ス
ク
」
の
個
人
化
な

(5) 

ど
、
多
様
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
へ
の
対
応
は
、
一
方
に
お
い
て
、
国
家
に
よ
る
社
会
保
障
財
源
の
「
一
元
化
」
と
、
制
度
的

分
立
の
克
服
お
よ
び
「
効
率
化
」
と
し
て
追
求
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
八

0
年
代
以
降
の
医
療
・
年
金
支
出
の
削
減
、
一
般
福
祉
税
の

導
入
(
一
九
九
一
年
)
、
社
会
保
障
財
政
法
に
よ
る
金
庫
管
理
一
元
化
(
一
九
九
六
年
)
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
改
革
の
方
向

性
が
、
社
会
的
な
合
意
を
得
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
確
か
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
の
原
理
に
お
け
る

い
か
な
る
変
容
を
意
味
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
未
だ
明
確
で
は
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
の
正
統
性
の
危
機
と
は
、
単
な
る
財
政
的
危
機
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
主
に
、
従
来
の
職

域
集
団
か
ら
成
る
「
保
険
的
福
祉
国
家
」
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
々
、
す
な
わ
ち
若
年
失
業
者
、
無
資
格
者
、
長
期
失
業
者
な
ど
、
膨
大
な

(6) 

層
の
「
排
除
さ
れ
た
人
々
(
開
同
町
宮
田
)
」
の
出
現
を
背
景
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
排
除
」
は
、
従
来
の
職
域
保
険
の
硬
直
性
と
、
国
家

の
肥
大
化
に
た
い
す
る
批
判
を
同
時
に
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
れ
へ
の
対
応
の
場
面
で
は
、
再
び
「
連
帯
」
の
理
念
が
喚
起
さ
れ
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
県
単
位
の
「
社
会
参
入
最
低
所
得
(
刃
2
2
5
ヨE
E
Z
B
S
ゅ吉田
m
E
S
)
」
の
導
入
、

zc。
・
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
と

(7) 

地
方
自
治
体
の
協
力
、
第
一
三
セ
ク
タ
ー
の
活
用
な
ど
、
多
様
な
中
間
集
団
を
介
し
た
包
摂
戦
略
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
が
、

実
際
、
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ど
の
程
度
の
射
程
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
詳
し
い
検
討
に
委
ね
ざ
る
を
え
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
こ
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
現

代
フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
の
再
編
論
が
、
戦
後
体
制
の
制
度
的
分
立
の
克
服
と
効
率
化
(
「
近
代
化
」
)
と
い
っ
た
単
線
的
な
論
理
に
よ
っ
て
把

握
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
十
九
世
紀
以
降
に
形
成
さ
れ
て
き
た
思
想
的
伝
統
と
そ
の
刷
新
と
い
う
視
角
に
お
い
て
、
よ
り
原
理



説

的
な
検
討
を
必
要
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
以
上
の
視
角
か
ら
み
た
場
合
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
家
の
再
編
過
程
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
複
数
の
思
想
的

論

伝
統
l
産
業
の
自
由
を
重
視
す
る
政
治
経
済
学
、
保
守
主
義
か
ら
生
ま
れ
た
杜
会
経
済
学
、
ロ
マ
ン
主
義
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ

い
た
「
友
愛
」
思
想
(
社
会
的
共
和
主
義
)
、
抽
象
的
「
人
間
主
義
」
と
「
進
歩
」
の
観
念
に
立
脚
す
る
「
連
帯
」
思
想
ー
の
対
抗
関
係
は
、

形
を
変
え
て
持
続
し
反
復
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
今
後
の
福
祉
国
家
再
編
を
展
望
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら

の
伝
統
の
刷
新
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
限
界
を
も
考
慮
に
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
連
帯
」
の
理
念
が
前
提
と
す
る

抽
象
的
「
人
間
性
」
や
社
会
全
体
の
「
進
歩
」
と
い
う
観
念
は
、
今
後
ど
れ
ほ
ど
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
に
よ
る

「
リ
ス
ク
」
補
償
と
個
人
の
道
徳
的
「
義
務
」
を
、
社
会
全
体
の
「
進
歩
」
と
い
う
観
点
か
ら
結
び
つ
け
る
論
理
構
成
は
、
新
た
な
「
排
除
」

(
8
)
 

を
生
み
出
す
危
険
を
内
在
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
関
心
か
ら
見
た
と
き
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
「
支
配
層
」
の
唱
え
る
諸

思
想
に
た
い
し
て
、
十
九
世
紀
の
も
う
ひ
と
つ
の
思
想
的
源
流
ー
す
な
わ
ち
、
。
フ
ル

l
ド
ン
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ニ
ス
ム
の
伝
統
ー
の
可
能
性

が
、
視
野
の
内
に
浮
上
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
了
)

(
l
)
こ
の
条
文
は
、
一
九
五
八
年
十
月
四
日
の
第
五
共
和
国
憲
法
に
も
引
き
継
が
れ
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
は
、
不
可
分
の
、
世
俗
的
、
民
主
的
、
社
会

的
な
共
和
国
で
あ
る
」
(
第
一
条
)
。

(
2
)
玄
R
Z巴
切
O
G
2
8
2
m
o
σ
2・
H
F同
町
。

5
・
宮
、
h
h
u
h
h
守
口
意
向
旬
色
町
芝
町
~
s
s
ミ
E
E
s
b
~
w
h
s
s
h
m
E
h
志
向
h

号
、
回
忌
ヨ
ロ
ミ
ミ
同
室
内
2
、
言
、
同
門
戸
E
H
2
・

同

J
l
n回
田
町
田

C
E〈
伺
『
聞
広
包
『
町
田
色
白
明
『
回
口

8
・
Ncoo-同
M

・
M
-

(
3
)
同

V
-
2
-
N
2
8
s
-
E
p
h
・h
v
b
H
S
宇
S
町
内
~
色
町
ミ
宅
b
き
と
S
F
-
M
E
P
彩
色
・
聞
こ
∞
。

(
4
)
「
社
会
保
障
の
設
立
」
を
定
め
た
一
九
四
五
年
十
一
月
四
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
や
、
社
会
保
障
法
百
十
一
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
保
障
の

北法56(2・136)652



!ml~富士主， 1iBI!llI主剤栴 (solidaritenationale) C医Eli網"(\~Jょj杓ヰ二時。
(∞) Pierre Rosanvallon， La nouvelle question sociale， Paris， Seuil， 1995. 

(<n) ['君主重量Jよ糸、とJいさま， Jacques Donzelot， Face a l'exc/usion .' le modele francais， Paris， Editions Esprit， 1991 ; Serge Paugam， 
L' Exc/usion : l' etat des savoirs， Paris， Decouverte， 1996 {:.ポ勾込J -\K~区。

(ト)RMI ~会、とJ いさ:;2' ~ドー込m主J ニ。 Maryse Badel， Le droit social a l'epreuνe du Revenue minimum d'insertion， Bordeaux， 

Presses Universitaires de Bordeaux， 1996 ;精霊H!!llIトド『ト lト入 TくC紙tffi-'J式j4向感純一総べ雌単E堅1韮匙 (RMI)どC鰻-'J.も)C誌記録j

t活経判ピギ， 11000社。要苦言語t帳~ο ニド士主'~ド-~総堕~O Jacques DonzeIot et Philippe Estebe， L'Eωt ammateur : essai sur 

la politique de la ville， Paris， Editions Esprit， 1994. 

(∞)-í-!心'ペう~~ι 入×口当， ['刑権JC!Bq感染さ問尽-R必「君主重量」 ど C~良県!~苦叫民よjヤト~I) -'Jt->羅生H記年tJ~-í-!'よJ~漂Jν エト。。

Jacques Donze1ot， <<L'avenir du social >>， Esprit， Mars 1996， p. 63. 

語長

※~ドーさま察隊:g;や田君主千ノ士!~型-v'*-þ{・室主:出\J l! 1iU戸当ヤ""，{込'14-記事 ~K長信:L担割君主 ~1応答申1Iドペ.(.!-þ{吉正~崎北j絡むν:;"'" 。 援馬~→宥ト9古百出g-Þ{遜

:L(iニいさ， I!!正咽~"".\J品堕~-..l.(.!..，Jl~~話相g-Þ{鍾 !.l' 騒脳会!総堕~-..l.(.!..，Jl~当者全権料溢:Lr-<+!'.(.!o 

門
的
由

(
h
的

7
N
)甲
山
制
~
』
一
川

わ〈援総在三

「\1ト入 K~己4百E量盤以iiE歪Jい'tiト ~m墨榊為欄14-豊里離""'\:思惑Jν ニト，， 0 Michel Guillaume， dir.， La securite sociale .' son histoire a travers les 

textes， t. 1， 1780-1870， Paris， Association pour l'etude de I'Histoire de 1a Securite Sociale， 1988; Michel， Lagrave， dir.， La securit正sociale.' son histoire a 

travers les textes， t. 2， 1870-1945 ; Alain Barjot dir.， La securite sociale .' son histoire a travers les textes， t. 3， 1945-1981. r-<!L:bU!l!!)苦心Jい-Jean 

1mbert， Guide du chercheur en histoire de /，αprotection sociale (/789-1914)， 2 vol. Paris， Comite d'Histoire de la Securite Sociale， 1997' .i(i:l~:b州出城

.>J....)ν， Nadine Dada， Bibliographie pour servir a 1 'histoire de la securite sociale， de 1 'assistance et de la mutualite en France， de 1789 a nos jours， 16 

ヤ〈

(
ぼ
・
の
)
(
叶

CHa--aト円
)
日
間
一
民
一

g
，除，印、〔
b
M
鴨
回
記
隈
d

円
入
小
ト



濡 vol.，ιBo 伽 u民J，S釦O州 r託6“d郎帥B臥E削削bl凶lio叩p凶凶州hi凶1I世伽il
de白sat脚巾雌esd台制e吋lγI'e、ex必昨ectif(ο13v刊01.))込待時。 ト判i小トい入κ図様似己οエν，<<0印r附 1t山削帥ta凶削a瓜矧tio凹叩n吋1bi凶刷lゐ削bliぬog坤 h叩 e>>， da叩nsP陪悶即I汀TeRosanvallon， L'E附 enFrance : de 藷

<l!ll 1789 a nos jours， Paris， Seuil，附， pp. 301-361同終判酔察蝶J同時o III出国叫川崎十柑砂心吋側駒山llE-¥o--t-¥'と縦三

1)111l. :g; n ム恥入町入 Q国指心 ...J V 誌ト Gl11.l(]~~絡むド勾v。騨田長醤盟会『ト小入代記伯爵額以拭経由滋-4猿怪築制小度経砕録制世田滋J 言
偽記手記， 1 ~1(代社草案君主眼1K~:]j:1泌総経仰皿機.1 1 ~1く長崎(~王将併症樋) ; Goldsmiths'-Kress Libraηof economic literature， 9 vol.， New 

Haven， Conn.， Research Publications， 1974-2000 ( 1爆K併記何本許制口調(-tJ入々 、一定器).

11 言!と畑英({同誌百三!とま手掛炉)

Association Catholique， 1885， 1889-1890. 

Bu/letin de la Republique， 1848 

Bu/letin de la Societe internationale des etudes pratiques d'正conomiesociale， Paris， 1865-1869 

La critique philosophique， politique， scientifique， litteraire， revue hebdomadaire， 36 vol.， 1872-1889 

Democratie pacifique， 1848. 

GazettedeFrance， 1831， 1837. 

Journal Officiel. 

Memoires de /'academie royale des sciences morales et politiques de l'linstitut de France， 1837-1847. 

Le national， 1840-1848. 

La Reforme， 1 848. 

La reforme sociale， 1867-1868， 1895-1900. 

Revue des Deux Mondes， 1831， 1898. 

川 古語版g-T(緩(榊仰'纏争<'君主4家主!t)

土足
ふJ
守.. 



目
的
也
(
出
向

?
N
)甲
山
川
明
石
一
川

Agulhon， Maurice， 1848 ou l'apprentissage de la RepubUque: 1848-1852， nouvelle ed.， Paris， Seuil， 1992. 

Agulhon， Maurice， Les Qu四rante-huitards，Paris， Gallimard， 1992. 

Aminzade， Ronald， 8al/ots and 8arricades: Class Formation and RepubUcan PoUtics in France， 1830-1871， Princeton， Princeton University Press， 1993. 

Anonyme， Des avantages de la mendicite bien reglee dans l'economie sociale， des inconveniens de sa suppression absolue， et de la necessite de reformer la 

legislation a cet egard， Paris， 1816. 

Anonyme， La RepubUque democratique et sociale. Exposition des principes sociaUstes et de leur appUcation immediate en France， 2' ed.， Paris， 1849. 

Archives du christianisme， t. 6， 1828. 

Azouvi， Francois et Bourel， Dominique， De Konigsberg a Paris : la reception de Kant en France (1788-1804)， Paris， Vrin， 1991. 

Badinter， Robert， La prison repubUcaine (1871-1914)， Paris， Fay紅d，1992.

Baal， Gerard， Histoire du radicalisme， Paris， La Decouverte， 1994. 

Bad巴1，Maryse， Le droit social a l'epreuνe du Revenue minimUlηd'insertion， Bordeaux， Presses Universitaires de Bordeaux， 1996 

Baker， Keith Michael， Condorcet: From Natural Philosophy to Social Math沼matics，Chicago and London， University of Chicago Press， 1975目

Baker， Keith Michael ed.， The French Revolution and the Creation of Modern Political Culture， v. 1， The Po/itical Culture ofthe Old Regime， Oxford and 

New Y ork， Pergamon Press， 1987 

Barbet， Auguste， Melanges d'economie sociale， Rouen， 1832 

Bami， Jules， Philosophie de Kant : examen de la critique du jugement， P訂is，1850

Bami， Jules， Philosophie de Kant : examen des fondements de la metaphysique des mars et de la critique de la raison pratique， Paris， 1851. 

Bami， Jules， La morale dans la democratie， Paris， 1868， reproduit chez Kime， 1992. 

Bami， Jules， Manuel repub/icain， 1872，児prisdans La morale dans la democratie， Paris， Kime， 1992. 

B町a1，Pierre， Les fondateurs de la Troisieme Repub/ique， Paris， Armand Colin， 1968 

Bartier， John ed.， 1848， les utopismes sociaux : utopie et action a la veille desjournees de Fevrier， Paris， C.D.U. et SEDES reunis， 1981. 

Bastid， Paul， Sieyes et sa pensee， P訂1S，Hachette， 1939. 

Baudeau， abbe， Ephemerides du Citoyen， ou 8ibliotheque raisonnee des << Sciences morales et po/itiques))， 1767 

Bec， Colette， Assistance et RepubUque : la recherche d'un nouveau contrat socia! sous la Troisieme Republique， Paris， Editions de l' Atelier， 1994 

(
収
・
由
)
(
叶
C
H
白

H

J
由
記
【
)
混
同
様

g
，取回、
Q
M欄
困
ギ
同
時
d

円
入
小
ト



由
回
申

(
C守
日
・

N
)
甲
山
川
製
一
U
T

Bechard， Ferdinand， Essai sur centralisation administrative， 2 vol， Marseille et Paris， 1836. 

Bechard， Ferdinand， La commune， l'Eglise et I'Eat dans leurs rapports avec les classes laborieuses， Paris， 1849. 

Bellarny， Richard， Liberalism and Modern Society: A Historical Argument， University Park， Pennsy1vania State University Press， 1992 

Benichou， Paul， Le temps des prophetes : doctrines de l'age romantique， Paris， Gallimard、1977‘

Benichou， Pau1， Le sacre de l'ecrivain， 1750-1830・essaisur l'avenement d'un pouvoir spirituellaique dans la France moderne， Paris， Gallimard， 1996. 

Berenson， Edward， Populiste Religion and Left-Wing Politics in France， 1830・1852，Princeton， Princeton University Press， 1984. 

Berenson， Edward， (( A New Religion of the Left : Christianity and Social Radicalism in France， 1815-1848 >>， in Francois Furet and Mona Ozouf eds.， The 

Transformation of Political Culture， 1789-1848， London， Pergamon Press， 1989， pp. 543-560. 

Bernard， Claude， lntroduction a l'etude de la medecine experimentale， 1865 (てミミトー弐'糸口 _CL (1'1寝泊先長信)r似議凶併せ濡』おき題材世'
キミ111<社)

Bernardini， Jean鼻Marc，Le darwinisme social en France (1859-1918): fascination et r，買jetd'une ideologie， Paris， CNRS， 1997 

Berstein， Serge， Histoire du Parti Radical， t. 1， la recherche de l'age d'or， 1919-1926， Paris， Presses de la Fondation Nationale des Sciences Politiques， 

1980 

Berstein， Serge， dir.， Les cultures politiques en France， Paris， Seuil， 1999. 

Billard， Jacques， De l'ecole a la Republique : Guizot et Victor Cousin， Paris， Presses Universitaires de France， 1998 

Blanqui， Adolphe， Des classes ouvrieres en France pendant l'annee 1848， Paris， 1849 

Blanc， Louis， Organisation du travail， Paris， 1840. 

Blanc， Louis， La republique une et indivisible， Paris， 1851. 

Blanc， Louis， Plus de Girondins， Paris， 1851. 

Blais， Marie-Claud巴，Auprincipe de la Republique: Le cas Renouvier， Paris， Gallimard， 2000. 

Bonald， << De la richesse des Nations >>， 23 desembre 1810， Gazette de France， dans Melanges litteraires， politiques et philosophiques， t. 2 ， α~uvres 

compl占tes，vo1. 11， P訂is，Slatkin， 1982， pp. 346-364. 

Bonald，<< De l'industrie et du pauperisme >>， Gazette de France， 26 juin et 6 sep. 1837. 

Borgetto， Michel， La notion de fraternite en droit public frant;ais， Paris， Librairie generale de droit et de jurisprudence， 1993. 

漏

;l!g 
11111:1. 



ト
山
由
(
コ
v
H
-
N
)
甲
山
山
お
け
拝

Borgetto， Michel， La devise (( liberte， egalite，介αternite>>， Paris， Presses Universitaires de France， 1997 

Borgetto， Michel et Lafore， Robert， La republique sociale・contributiona l' etude de !a qu白 tiondemocratique en Frallce， Paris， Presses Universitaires de 

France， 2000 

Bougle， Celestin， Le solidarisme， Paris， 1907 

Bougle， Celestin， Proudhon， Paris， 1930 

Bourgeois， Leon， Solidarite， 1陀 ed.，1896， reproduit chez Presses Universitaires du Septentrion， Paris， 1998 

Bourgeois， Leon， Les applications socia!es de la solidarite， Paris， 1901 

Bourgeois， Leon， Essai d'une philosophie de solidarite， Paris， 1902 

Bourgeois， Leon， La mutualite et la lutte contre la tuberculose， conj正rencefaite au Musee social， le 6 Noνembre 1905， Paris， 1906. 

Bourgeois， Leon et Croiset， Alfred， Essai d'une philosophie de la solid，αrite， 2' ed.， Paris， 1907 

Bourgeois， Leon， La politique de la prevoyance sociale， t. 1， la doctrine et la methode， Paris， 1914 

Branciard， Societefrancaise et luttes de classes， 1789-1914， Lyon， 1967. 

Braudel et Labrousse， Histoire economique et sociale de la France， t. 3， 1789-annees 1880: l'avenement de l'ere industrielle， Paris， Presses Universitaires 

de France， 1993. 

Bravo， Gian Mario， Les socialistes avant Marx， Paris， Maspero， 1970. 

Breton， Yves et Lutfalla， Michel dir.， L'economie politique en France au 19" siをcle，P町is，Economica司 1991.

Breton， Yves， (( The Societe d'Economie politique of Paris (1842-1914) >>， Massimio M. Augello and Marco E. L. Guidi ed.， The Spread of Political 

Economy and the Professionalisatioll of Economics : Economic societies in Europe. America and Japan in the nineteenth centuη， London and 

New York， Routledge， 2001 

Buchez et Roux， H日toireparlementαire de la Revolutioll!rallcaise， 40 vol.， Paris， 1834-1838. 

Budin， P.， Gide， Ch. et al.， Les applications sociales de la solidarite， Paris， Felix Alcan， 1904. 

Buisson， Ferdinand， La politique radicale : etude sur les doctrilles du pαrti radical et radical-socialiste， P訂is，1908

Burchell， Graham， Cordon， Colin and Miller， Peter eds.， The Foucault Effect : Studies in Gονernmellfαlity， Chicago， University of Chicago Press， 1991 

Buret， Eugene， De la misere des cla.l'ses laborieuses en Angleterre et en France， 2 vol. Paris， 1840 

(
ぽ
・
山
)
(
叶
2
2
1
∞
∞
口
)
起
爆

gpb附
J

殴
(
b
M鴨

E
ボ
陪
d
円
入
小
ト



∞
山
由

(
N司
?
N
)
由
白
川
知
心
一
川

Cabanís， α~uvres philosophiques de Cabαnis， 2 vol.， Paris， Presses Universitaires de France， 1956 

Cabet， Etienne， Voyage en lcarie， Paris， 1840. 

Carlton， Donald Geoffrey， Positivist Thought in France. during the Second Empire 1852・1870，Westport and Connecticut， Greenwood Press， 1976 

Castel， Robert， Les metamorphoses de la question sociale : une chronique du salariat， Paris， Gallilard， 1995. 

Centre universitaire de recherches administratives et politiques de Picardie， La solidarite : 附 sentimentrepublicain ?， Paris， Presses Universitaires de 

France， 1992. 

Chambelland， Colette， dir.， Le Musee social en son temps， Paris、Pressesde I'Ecole Norrnale Superie町'e，1998.

Chamborant， C. G. de， Du pauperisme， ce qu'il etait dans l'antiquite， ce qu 'il est de nosjours， Paris， 1842. 

Champneuf， Guerry de， Comptes generales de l'administration de lajustice crimine/le， 1827 

Changy， Hugues Carpentier de， Le parti legitimiste sous la Monarchie de Juillet (1830-1848)， These de l'Ur】ivers泌氏ParisVal-de Marne， 1980. 

Charle， Christophe. Les elites de la Republique， 1880-1900. Paris. Fayard， 1987. 

Charle， Christophe， Naissance des<< intellectuels>> (1880-1900)， Paris， Minuit， 1990. 

Char1e， Christophe， Histoire sociale de la France au 19' siecIe， Paris， Seuil， 1991. 

Charle， Christophe， Republique des universitaires， Paris， Gallimard， 1994 

Cherbuliez， Le socialisme c'est la berbarie: examen des questions sociales qu'a soulevees la Revolution du 24 fevrier 1848， P紅is，1848.

Cheysson， Emi1e， L' Economie sociale a l' Exposition universelle de J 889. Communication faite au congres d' economie sociale le J 3 juin J 889， Paris， 1889 

Cheysson， Emile， (( Les assurances ouvrieres >>， La reforme sociale， 3' serie， 1. 10， 1" octobre 1895， pp. 513-525 

Cheysson， Emile，αL' evo1ution des idees et des systemes de陀 traite>>， La reforme sociale， 16 fevrier 1902， 5' serie， t. 3 (1. 18 collection). 

Cheysson， Emile， La solidarite sociale， ex紅aitde I'Economistefrancais， numero du 4 juillet， 1903. 

Cheysson， Emile， Les retraites ouvriをres，Paris， 1905 

Cheysson， Emile， Emile Cheysson・αO:Uvreschoisis， 2 vol.， Paris， 1911. 
C1ark， Teπy Nichols， Prophets and Patrons ・theFrench University and the Emergence of the Social Sciences， Cambridge and Massachusetts， Harvard 

University Press， 1973 

Clarkson， William， An Inquiry into the Cause of the lncrease of Pauperism and Poor Rates， London， 1816. 

1混

乱軍



品
目
申
(
的
司

?
N
)申
白
川
得
心
廿

Comte， Auguste， (( Plan des travaux scientifiques necessaires pour reorganiser la societe ))， Appendice general du systeme de politique positif， Paris， 1822， 

dans auvres d'Auguste Comte， t. 10， Paris， Anthropos， 1970 (燃制廷判〈馬「記q障曝護士三~:::員協同指定が君主士事~GOIト iト入 J r主l~G~jljç

~j 壬司<<4縄ギ， 1 ~占JO社'gjや -1 il1~回).

Comte， Auguste， (( Discours pre1iminaire sur l'esprit positif >>， Traite philosophique d'Astronomie populaire， 1844， dans α~uvres d'Auguste Comte， t. 11， 

P町is，Anthropos， 1970 (際剖若手引く馬「脈!誠司E零縄Jr単~E;持榊~j 壬司くお縫:;!;:l' 1~与JO社， 1 gj 1 -1 :川川同).

Comte， Auguste， Cours de philosophie positive， 6 vol.， 1841-1842. 

Com臥 Auguste，Systeme de politique positive， P町is，t. 4，1854. 

Condorcet， α~uvres de Condorcet， 12 vol.， Paris， 1847-49. 

Condorcet， Essai sur l' applicαtion de l'analyse a la probabilite des decisions rendues a la pluralite des voix， 1785 

Condorcet， Esquisse d'un tableau historique des progres de /'esprit hu刷 in，1785，陀produitchez Vrin， Paris， 1970 (鑓側纏指 r-<~~葉剤*，-&<j 羽穏

-t<紐， 1・民同 1母).

Considerant， Victor， Principes du socialisme : manifeste de la democratie au 19' siecle， Paris， 1847. 

Considerant， Victoir， La legislation directe par le peuple， Paris， 1850. 

Considerant， Victor， La solution ou le gouvernement direct du peuple， Paris， 3e ed， 1851 

Constant， Benjamin， De l'esprit de conquete et de l'usurpation dans leurs rapports avec la civilisation europeenne， 1814， reproduit chez F1ammarion， P町is，

1986. 

Coque1in， Ch. et Guillaumin dir.， Dictionnaire de /'economie politique， 2 vol.， Paris， 1873. 

Crossly， Ceri， French Historians and Romanticism : Thierry， Guizot， the Saint-Simonians， Quinet， Michelet， London and New York， Routledge， 1993 

Cuvillier， A.， Unjournal d'ouvriers， (( L・'Atelier))(1840-1850人P紅is，Editions ouvrieres， 1954. 

Cuvillier， Armand， Hommes et ideologues de 1840， Paris， Liberairie Marcel Riviere et Cie， 1956 

David， Marcel， Le printemps de [，αFraternIIe : genese et vicissitudes 1830-1851， P紅is，Aubier， 1992. 

David，M訂cel，Fraternite et Revolution francaise， Paris， Aubier， 1987. 

David， Marcel， Lesfondements du social: de /a 3' Republique a l'heure actuelle， P紅is，Anthropos， 1993 

d' Angeville， Adolphe， Essai sur la statistique de la populationfrancaise， consideree sous quelques-uns de ses rapports physiques et moraux， Paris， 1836 

(
恨
・
由
)
(
社
。
【
罰
円

1
∞
∞
ト
【
)
穏
懸
'g，験回、
Q
M鴨
国
謝
恩
ば
円
入
小
ト



。一
V
A
W
(
申
申
【
・

N
)
由
白
州
ミ
一
川

de Coux， Charles， Essai d'economie politique: discaurs prononce a l'ouverture d'un cours d'econamie politique， Paris， 1832 

Donzelot， Jacques， La police des familles， Paris，臼itionsde Minuit， 1977 (峠穏総括『機巡~なべが時ヰ点目 制ど総詰~AJ :HlH隠 G細部蝋組j 襟童書記'

1-民干ミ i社).

Donzelot， Jacques; L 'inventian du sacial : essai su le declin des passions politiques， Paris， Fayard， 1984. 

Donzelot， Jacques， Face a l'exclusion: le modelefrancais， Paris， Editions Esprit， 1991. 

Donzelot， Jacques et Estebe， Philippe， L' Etat animateur : essai sur la politique de la ville， Paris， Editions Esprit， 1994. 

Donzelot， Jacques， << L' avenir du sociaJ >>， Esprit， Mars 1996， pp目58-81.

Dreyfus， M.， Gibaud， B.， Gueslin， A. dir.， Democratie， solidarite et mutua/ite : autour de /a loi de 1898， P訂is，Economica， 1999. 

Dreyfus， Michel， Liberte， Egalite， Mutualite : mut.附 lismeet syndicalisme， 1852 -1 967， Paris， Editions de l' Atelier， 2001 

Droz， Histoire generale du socialisme， t. 1， des origines a 1875， P紅白，Presses Universitaires de France， 1997. 

Droz， Jacques， Histoire des doctrines politiques en France， Paris， Presses Universitaires de France， 1948. 

Droz， Joseph， Economie politique ou principe de la science de richesses， 2e ed.， Paris， 1846. 

Dubois， Pascal， Le solidarisme， These de I'Universite de Paris， 1985 

Duchate1， M. T.， Cansideration d'economie palitique sur la bienfaisαnce ou de la charite， 2e ed.， Paris， 1836. 

Duc/泌tel，M. S.， De la Charite， dans ses rapparts avec l'etat moral et le bien-etre des clsses inferieures， P叩 s，1829.

Dufau， P. A.， Traite de statistique， ou Theorie de l'etude des /ois d'apres lesquelles se developpent lesfaits sociaux: suivi d'un白 saide statistique physique 

et marale de la papulation francaise， Paris， 1840 

Dunoyer， Charles， L' industrie et la morale conside rees dans leurs rapports avec la liberte， Paris， 1825. 

Dupin， Charles， Bien-etre et concorde des classes du peuple francais， Paris， 1840. 

Duprat， Catherine， "Pour l'amaur de l'humanite": Le temps des philanthropes， la philanthropie parisienne des Lumieres a /a monarchie de Juillet， Paris， 

C.T.H.S.， 1993. 

Duprat， Catherine， Usage et pratiques de la philanthropie : pauvrete， action sociale et lien social， a Paris au cOllrs du premier 19' siecle， 2 vol.， Paris， 

Comite d'histoire de la Securite sociaJe， 1997. 

Durkheim， Emile， De la divisian dll travail sacial， (1陀 ed.，1893)， 2e ed.， Paris， 1902 (ffiill正申泉信， r :tl~Äq司融持纏』制m:*柿t日' 1~斗J 1 .叶)ー

漏

品軍



芯
史
的
エ
-
N
)
甲
山
道
料

Durkheim， E岳mile，

Durkheim，三mile，Le suicide .' etude de sociologie， Paris， Presses Vniversitaires de France， 1930 (l'e ed. 1897) (~阻峨継指『ギ相糾:g;+C::\l:1G曜掛j liO穏

ヤ〈世世， 1兵ゃく祉士)

Durkheim， Emile. Le socialisme : sa definition， ses debuts， la doctrine saint・simonienne，Paris， 1928 (球世帯五『記q)Htl維持吋b中入-，~時J 入』思11lJ者I~己

匝正母1~' 1兵-tJ斗J社)

Durkheim， Emile， La science sociale et l'action， Paris， Presses Vniversitairesde France， 1970 起キ*駅邸'モト雲ílf議時五『記4百石たえ;t..>.J!と議j~叫が陛

制~' 1 ~<<時).

Durkheim， Emile， Leco削 desociologie， Paris， Presses Vniversitaires de France， (1陀ed.，1950)， 1997 ({l町世継'主側E司、粧揺『ギ4ロ~ト縫1雌j ，苦がい併E旧jS'

1~斗1自社)

Durkheim， Emile， << De quelques formes primitives de classification >>， Annee sociologique， vol. 3， 1903. 

Emile Durkheim， Textes， 3 vol.， P訂is，Editions de Minuit， 1975. 

Duroselle， Jean-Baptiste， Les debuts du catholicisme social en France (1822・1870)，Paris， Pr巴ssesVniversitaires de France， 1951 

Dutton， Paul V.， Origins ofthe French Welfare State: the Strugglefor Social Reform in France， 1914-194久Cambridge，Cambridge Vniversity Press， 2002 

Edwards， Milne et Perrier， Edmond， Les colonies animales， P紅白、 1881‘

Elwitt， Sanford， The Third Republic Defended : Bourgeois Rξform in France， 1880-1914， Baton Rouge and London， Louisiana State Vniversity Press， 1986 

Encyc/opedie， ou Dictionnaire raisonne des sciences， des arts et des metiers， par une societe de gens de letttres， 1777-1779 

Epstein， Leon， L'economie et la morale aux debats du capitalisme industriel en France et en Grand-Bretagne， Paris， Ecole pratique des hautes etudes， 6e 

section， memoire 62， 1966. 

Ev四 s，David Owen，μ socialisme romantique : Pierre Leroux et ses contemporains， Paris， Marcel Riviere， 1948 

Ewald，Fr皿'iois，L 'Etat-providence， Paris， Grasset， 1986. 

Faure， Olivier et Dessertine， Dominique， La maladie entre liberalisme et solidarite (1850-1940)， Paris， Mutualite仕叩'iaise，1994 

Fedi， Laurent， Le probleme de la connaissance dans la philosophie de Charles Renouvier， Paris， Harmattan， 1998. 

Festy， Octave， Le mouvement ouvrier au debut de la monarchie de Juillet， 1830-1834， P訂is，Edouard Comely， 1908. 

Fix， Theodore， Observαtions sur l'etat des c/asses ouνrieres， Paris， 1845. 

(

代

・

凶

)

(

川

智

D
目
白
日

J
m∞
ト
円
)
ぽ
，
陵
一

g
，
取
民
ハ
b
M
情
函
ギ
鰹
d
円
入
小
ト



N
由
申
(
申
ヱ

-
N
)
甲
山
川
ね
』

T

Fontana， Biancamariam ed.， The Invention ofthe Modern Republic， Cambridge， Cambridge University Press， 1994 

Forrest， Alan， The French Revolution and the Poor， Oxford， Basil Blackwell， 1981. 

Foucault， Michel， Les mots et les choses. Une archeologie des sCIences humaines， Paris， Gallimard， 1966 (製弓r士記-tr*fif五『11制球ムJ王手ー-<-x誌かE;;や
但がJ韓正餐ギ， 1-K-tJ宮崎)

Foucault， Michel， Histoire de lafolie a /'age c/assique， Paris， Gallimard， 1972 (tE;t:挙結『同ばQ艇長{ー担当"凶嚇Q宮ピeJ.兵士時一』海察記'

-tJ同叶).

Foucault， Michel、Surveilleret punir " naissance de la prison， Paris， Gallimard， 1975 (tE主主主耳石『制緩Q控室制 組事きょJ .'i~lJ，~l 虞建ギ， I -K-tJ-tJ社)

Foucault， Michel， (( Securite， territoire， population >>， dans Annuaire du Coll占gede France， 78" annee， 1978， pp. 445-449 (1 :EH:oi .思刊・〈ロJr "r，入叶

会・「\-fl-æq勲者事告さ E呈』総幽幅~I殴， i 1000社， 111 1( gj-~!11(-K回)

Foucault， Michel，αNaissance de la biopolitique >> dans Annuαire du College du France， 79" annee， 1979， pp. 367-372 (1制送認定Q君主制Jr"r，入吋会・
ト-fl-iEq特報告ぎ厚』揺魁抑1!liS'11001.社， 1 !11E!1-1 E!1i l jmI~) 

Foucault， Michel，αLa politique de la sante au 18' siec1e >>， Les machine a guerir， Bruxelles， P回rreMardaga， 1979， pp. 7-18 (1十〈車i足以兵士時越世苦悩

t~長J Ii[斗， i(-1 11 1国).

Foucault， Michel， Dits et ecrits， 4 vol.， Paris， Gallimard， 1994 (縄民， j総弓!掛さ詮 r，げ，入叶弐・ト-fl一瞬時や記事慢j<'l11 0唱。，主再産量制:n::ili';'
十 J100 Il廿).

Foucault， Michel， Naissance de la biopolitique， Paris， Seuil / Gallimard， 2004. 

Fouillee， Alfred， La science sociale contemporaine， Paris， Hachette， 1880. 

Fouillee， Alfred， La democratie politique et socia/e， Paris， Felix A1can， 1910. 

Fouillee， Alfred， Mora/ des idee拘rces，2' ed.， Paris， Felix Alcan， 1908 

Fourrier， Charles， Theorie de / 'unite universelle， Paris， 1822. 

Fregier， H. -A.， Des c/asses dangereuses de /a popu/ation dans /es grandes vi//es. et des moyens de /es rendre mei//eurs， Paris， 1840. 

Furet， Francois， Penser la R正vo/utionfrancaise，Paris， Gallimard， 1978 (+<仕昧位指『ト 1ト入 K掛4~;<;恥吋時.1 l同様綿但， l-K<キミ社)。

Furet， Francois， La gauche et /a revo/ution au 19" siecle " Edgar Quinet et la question dujacobinisme. 1865-1870， Paris， Hachette， 1986. 

Gamier， Joseph， De l'origine et de /afiliation du mot economie politique et des divers autres noms donnes a la science economique， Paris， 1852. 

J
h
 

I-K-K< 

1握

首雇



宅
申
(
じ
で
N
)
甲
山
潟
科

G訂nier，Joseph ed.， Le droit au travail a /'Assemblee Nationale : recueil complet de tous les discours prononces dans cette memorable discussion， Paris， 

1848 

Gauchet， Marce1， La revolution du pouvoir， Paris， Gallilard， (駐車，耗特当事i，i'時限1援， ~â芸風!と容量『と蝋言~8 主~:í旦事n~J斗』吟がい輸E強， 1';000社〉。

Guepin， Alphonse， Traite d'economie sociale， Paris， 1833. 

Ge1y， Joseph， Etude generale sur le risque professionnel dans les accidents du tra叩 il，The槌 pour1e doctorat de I'Universite de Tou1ouse， Toulouse， 1898. 

Gerando， le baron de Joseph-Marie de， Le visiteur du pauvre， 3' ed.， P町is，1826， reproduit chez Jean-Miche1 P1ace， Paris， 1989. 

Gerando， 1e baron de Joseph-Marie de， Des progres de l'indusrrie dans leurs rapports avec le bien-erre physique et moral de la classe ouvriere， 2' ed.， 

1845目

Gibaud、Bemard，De la mutt却litea la securire sociale ." conj/its et convergences， Paris， Editions ouvrieres， 1986目

Gibaud， Beranrd， Mutωlite， assurances (1850-1914): les enje町， Paris， Economica， 1998. 

Gide， Charles， Quatre ecoles d'economie sociale， Conj苦rencesfaite a Geneve， le 28 mars 1890， 1890. 

Gide， Char1es， Charles Fourier ." auvres choisies， P訂iS，1890.

Gide， Char1es， Exposition universelle internationale de 1900 a Paris， Rapports du jury international， introduction generale， 6' pαrtie， economie sociale， 

Paris、1901

Gide， Char1es， Economie sociale， 3' ed.， Paris， 1907 

Gide， Char1es et Riste， Ch訂les，Histoire des doctrines economiques ." depuis les physiocrates jusqu 'a nos jous， 2' ed.， Paris， 1913. 

Gide， Charles， F ourier ." precurseur de la coope ration， Paris， Association pour l' enseignement de 1a cooperation， 1924. 

Gide， Char1es， Cours d'economie politique， 10' ed.， 2 vol.， P紅 is，1930-1931. 

Gide， Char1es， La solidarite. Cours au College de France， 1927-1928， Paris， 1932 

Gigot， A1bert， << Les assurances ouvrieres et le socia1isme d、Etat>>，La 必formesociale， 3' serie， t. 9，1" juin， 1895， pp. 829-846 

Girardin， Emile， L'abo/ition de /'autorite par la simplification du gouvernement， Paris， 1850 

Gouh隠れ Henri，La jeunesse d'Auguste Comte er laformation du positivisme， 3 vo1.， Paris， Vrin， 1970. 

Grancer， GiJles-Gaston， La mathematique sociale de Condorcet， Paris， Presses Universitaires de France， 1956. 

Guepin， A1phonse， Traite d'economie sociale， Paris， 1833. 

(
恨
・
山
)
(
，

b
c日
出

H
f
由
∞
こ
)
混
同
定
志
願
，
R
Q
M鴨
函
禅
問
時
ば
円
入

hm
ト



忍
由
(
∞
ヱ
・
N
)
由
白
川
私
心
廿

Guerry， Essai sur la statistique morale de la France， Paris， 1833. 

Gueslin， Andre et GuiIlaume， Pierre dir.， De la charite medievale a la securite sociale : economie de la protection sociale du Moyenλge a l'epoque 

contemporaine， Paris， Editions Ouvrieres， 1992 

Gueslin， Andre， L'invention de l'economie sociale : idees， pratiques et imaginaires cooperatifs et mutllalistes dans la FranGe de 19' siec/e， nouvelle ed.， 

Paris， Economica， 1998. 

Gueslin， Andre， Gens pauvres， pauvres gens dans la France au 19' siec/e， Paris， Aubier， 1998. 

Guieysse， Paul， Troisi告merapport supplementaire de M. Guieysse au nom de la commission d' assurance et de prevoyance sociales， 31 janvier 1902. 

Guirvitch， Georges， L 'idee du droit social : notion et systelηe du Droit Social. Histoire doctrinale depuis le 17' siec/e jusqu'a la fin du 19' siec/e， Paris， 

1932. 

Guizot， Franrois， Des moyens de gouvernement et d'opposition dans l'etat actuel de la France， 1821， reproduit chez Belin， Paris， 1988. 

Guizot， Fran~ois ， H.凶 oirede la civilisation en Europe depuis la chute de l'Empire romainjusqu'a la Revolution介'OIlcaise，1828 (制刊同+1<揺， rmーロ h

0::: -þ<~以.1 .q刑1:報J'4H:三争〈世， 1・同岡田叶).

Guizot， Fr叩 cois，De la democratie en France， Paris， 1849. 

Guyau， Augustin， La politique et 1αsociologie d'Alfl吋 Fouillee，Paris， Felix A1can， 1913. 

Hahn， Roger， The Anatomy of a Scientific 1nstitution: The Paris Academy ofSciences， 1666・1803，Los Angeles， University ofCalifomia， 1971. 

Hamburger， Maurice， Leon Bourgeois， 1851-1925， P担is，Librairie des Sciences Politiques et Sociales， 1932 

Haroche， Claudine.<< La compassion comme amour social et politique de l'autre au 18' siec1e>>， dans Centre de Recherches Administratives et Politiques de 

Picarde， La so/idarite : un sentiment repub/icain ?， Paris， Presses Universitaires de France， 1992， p. 11-25. 

Hatzfeld， Henri， Du pauperisme a la securite sociale， 1850-1940: essai sur les origines de la Securite Sociale en France， Nancy， Presses Universitaires de 

Fr加 ce，1989.

Hazareesingh， Sudhir， From Subject to Citizen : the Second Empire and the Emergence of Modern French Democracy， Princeton， Princeton University 

Press， 1998. 

H沼町民singh，Sudhir， lntellecttω1 Founders of the Republic : Five Studies in Nineteenth-Century French Repub/ican Po/itical Thought， Oxford， Oxford 

University Press， 2001. 

P羅

活重



山
由
坦
(
∞
ヱ

-
N
)
喧
的
規
科

Hayward， J. E. S.，αSolidarity : The Social History of an Idea in Nineteenth Century France >>， International Review o[ Social History， no. 4， 1959， pp. 

261-284. 

Hayward， J. E. S.， << The Official Social Philosophy of the French Third Republic : Leon Bourgeois and Solidarism >>， International Review o[ Social 

History， vol. 6， 1961， pp. 19-48 

Hayward， J. E. S.， (( Educational Pressure Groups and the Indoctrination of the Radical Ideo1ogy of Solidarism >>， International Review o[ Socia! History， 

vol. 8，1963， pp. 1-17. 

Himme1farb， Gertude， The Idea o[ Poverty : England in the Early lndustrial Age， New York， Alfred A. Knope， 1984. 

Holmes， Stephen， Benjamin Constant and the Making o[ Modern Liberalism， New Haven， Yale University Press， 1984. 

Home， Janet， << Le Musee social a l'origine : 1es metamorphoses d'une idee >>， l.e mouvement social， avriトjuin，1995， pp. 47-69. 

Home， Janet， (( Le lib正ralismea l' epreuve de l' industrialisation : 1a r己ponsedu Musee socia1 >> dans Co1ette Chambelland dir.， l.e musee social en son temps， 

Paris， Presses de I'Eco1e Normale Superieure， 1998， pp. 13-25 

Home. Janet， R.， A Social Laboratofγfor Modern France : The Musee social and the Rise o[ the We抑reState， Durham and London， Duke University 

Press， 2002 (trad. fr. : l.e musee social : aux origines de l' Etat providence， Paris， Belin， 2004) 

Hunt， H. -J.， l.e socialisme et le romantisme en France: etude de la presse socialiste de 1830 a 1848， Oxford， Clarendon Press， 1935 

Isambe口，Gaston，Les idees socialistes en France de 1815 a 1848: le socialisme[onde sur la[raternite et l'union des classes， Paris， 1905. 

Izou1et， Jean， La cite moderne， Paris， 1894. 

Jaume， Lucian， L'individu efface. ou le paradoxe du liberalisme[rancais， Paris， Fayard， 1997. 

Juillard， Jacques， La [aute a Rousseau : essai sur les consequences historiques de 1 'idee de souverainete popu/aire， Paris， Seui1， 1985. 

Ka10ra， B. et Savoye A.， l.es inventeurs oublies. l.e Play et ses continuateurs a山 originesdes sciences sociαes， Seysse1， Editions du Champ-Valon， 1989. 

Kayser， Jacques，ι，es grandes batailles du radicalisme des origines aux portes du pouvoir 1820-1901， P訂is，Ri viere et Cie， 1961. 

Kelly， Michael， Hege/ in France， Birmingham， Birmingham Modem Languages Publications， 1992 

Kes1assy， Eric， l.e liberalisme de Tocqueνille a /'epreuve du pauperisme， Paris， Harmattan， 2000. 

Kitagaki， Toru，αAlfred Fouillee et l'ideal repub1icain >>， Zinbun (Kyoto Universiη)， t. 31， 1993， pp. 83-134. 

Laberthonni色re，Lucian， Critique du laicisme， ou 

(

似

・

凶

)

(

川

智

2
2
1
2
b
)
仙沼騒

g，E
附
凶
、
円
b
M
明
国
学
四
時
ば
円
入
小
ト



甲山
V
由

(
C旧

?
N
)双
山
川
叫
ぶ
寸

la Borde， Alexandre， De l'esprit d'association dans tous les interets de la communaute， 3' ed.， Paris， 1834 

Lallemand， Leon， La Revolution et les pauvres， Paris， 1898. 

Lallier， F.，<< D'une nouvelle ecole d'economie politique >>， Revue europeenne， t. 1， pp. 129-148， t. 2， pp. 247-283，1835 

Larnartine， Histoire de la Revolution de 1848， Paris， 1848 

Lamberti， Jean-Claude， Tocqueville et les deu.x democraties， Paris， Presses Unversitaires de France， 1983. 

Larnennais， Felicite， De l'esclavage moderne， 4' ed.， Paris， 1840目

Lamennais， Felicite， Livre du peuple， Paris， 1837 (田剰4町村益信 Wnl:(終 ~l[ト~I'Q制illJ 認1~ギ， I ~gj長崎).

La Rochefoucauld-Liancourt， Premier rapport du comite de mendicite， expose des principes generaux qui ont dirige son travail， Paris， 1790. 

La Rochefoucauld-Liancourt， Qt叫triemerapport du comite de mendicite， Secours a donner a la classe indigente dans les dijJerens ages et dans les 

dijJe relltes circonstances de la vie， 1790 

La Rochefoucauld-Liancourt， Septieme rapport du comite de mendicite， expose des principes genera叫 quiont dirige son travail， Paris， 1790. 

Laurent， Emile， Le pauperisme et les associations de prぜvoyance: nouvelles etudes sur les societes de secours mutuels， histoire -ecoflomie politique -

administrations、P訂is，2 vol.， 1865. 

Lavisse， E.， << Une ecole d' enseignement socialiste revolutionnaire >>， Journal des debats， 17 novembre 1893. 

Lavoisi巴r，De la richesse territoriale du royaume de France， 1791 

Le Van-Lemes1e，<< Les economistes liberaux et 1a Revo1ution 仕組~aise>>， dans Actes du Colloque lnternational d巴Vizi1le(6-8 septembre 1989)， La pensee 

economique pendant la Revolutionj均ncaise，Grenob1e， Presses Universitaires de Grenoble， 1990. 

Le Bras-Chopard， Annelle， De /'egalite dans la dijJerence le socialisme de Pierre Leroux， Paris， Presses de la Fondation Nationale des Sciences 

Politiques， 1986. 

Le Bras-Chopard， Annelle， << Metamorphose d'une notion : la solidarite chez Pierre Leroux >>， dans Centre de Recherches Administratives et Politiques de 

Picarde， La Solidaite : un sentiment republicain ?， P町is，Presses Universitaires de France， 1992， pp. 55-69 

Lechevalier， Jules， Question sociale : de la r，静 rmeindustrielle， consideree comme problemefondamental de la politique positive， Paris， 1833 

Lecuyer， Bern紅d-Pierre，<<Medecins et observateurs sociaux : les Annales d'hygiene publique et de medicine legale (1820-1850)>> dans Pour une histoire 

de la statistique， Paris， INSEE， 1977， reed. Economica， 1987 

話芸

話聖



ド
申
甲
(
円
回
目
・

N
)
申
出
…
鳩
山
剖
廿

Ledru-Rollin，αDu gouvernement direct par le peuple >>， " Plus de president， plus de representants >>， dans La voix du proscrit， Paris， 1848. 

Ledru-Rollin， Discours politiques et ecrits divers， 2 vol.， Paris， 1879. 

Lefevre， Georges， Quatre叫 ngt-neuf， P組 s，1939(但禦怖く主2234己伝 r1 -¥-1<長崎ートiト，¥rく掛告佳品聖jj同様仰坦'
Lefranc， Jean， La philosophie en France au 19' siec/e， Paris， Presses Universitaires de France， 1998. 

Leon XIII， Pape， " De la condition des ouvriers : a tous nos venerables合紅白lespat口町ches，primats、archevequeset eveques du monde catholique en grace 

et communion avec le siecle apostolique >>， Etudes religieuses， philosophiques， historiques et litteraires : revue mensuelle， no. 53， 1890， pp 

177-237 

Le Play， Frederic， La methode sociale， abrege des Ouvriers europeens， Paris， Meridiens Klincksieck， 1989. 

Le Play Frederic， La reforme sociale en France. Deduit de l'observation comparee des peuples europeens， 2 vol.， 1864. 

Le Play Frederic， L'organisation de lafamille selon le vrai modele， Paris， 5' ed， 1895. 

Leroux， Pierre， (( De I'individualisme et du socialisme >>， 1833， repris dans Aux philosophes， aux artistes， aux politiques : trois discours et autres textes， 

Paris， Payot et Rivages， 1994， pp. 235-255. 

Leroux， Pierre， (( De I'economie po1itique anglaise >>， dans Aux philosophies， aux artistes， aux politiques : trois discours et autres textes， Paris， Payot et 

Rivages， 1994 (紅白c1eparu dans Le National en 1834) pp. 257-267. 

Leroux， Pierre， De l'humanite， 1840， reproduit chez Fayard， Paris， 1985. 

Leroux， Pierre， Refutation de ['eclectisme， Paris et Gen主ve，Slatkin， 1979 

Leroy-Beaulieu， Paul， L' Etat moderne et ses fonctions， 3' ed.， Paris， 1900 

Leroy， M出 ime，Histoire des idees sociales en France， t. 2， de Babeuf a Tocquevi/le， Paris， Gallimard， 1950 

Leroy， Maxime， Histoire des idees sociales en France， t. 3， d'Auguste Comte a P.-J. Proudhon， Paris， Gallimard， 1954. 

Les revolutions du 19' siec/e. 1848: La revolution democratique et sociale， 10 vol吋 Paris，EDHIS， 1984 

Leterrier， Sophie-Anne， L'institution des sciences morales (1795-1850)， Paris， Harrnattan， 1995 

Liard， Louis， La science positive et la metaphysique， Paris， 1879. 

Logue， William， From Philosophy to Sociology， DeKalb， IIIinois， Northern IIIinois University Press， 1983 

Logue， William， Charles Renouvier : Philosopher of Liberty， Baton Rouge and London， Louisiana State University Press， 1992. 

1~ -\-1同社)

(

ぽ

・

由

)

(

川

g
g
H
J
E
R
H
)
M潟
浅
沼
，
b
，E
、(
b
M明

E
ギ
四
件

κ入
小
ト



∞
坦
坦

(
N
2

・N
)

申
出
剥
科

Lukes， Stiven， Emile Durkheim， His Life and Work: A Historical and Critical Study， London and New York， Penguin Books， 1975. 

Lynch， Kath巴rineA.， Family， Class and ldeology in E包rlylndustrial France: Social Policy and the Working-Class Family， 1825-1848， The University of 

Wisconsin Press， 1988. 

Maistre， de，<< De la richesse des Nations)) du 23 desembre， 1810， dans Melanges litteraires， politiques et philosophiques， t. 2， auvres completes， vol. 11， 

Paris， Slatkin， 1982， pp. 346-364. 

Manent， Pieπe， Histoire intellectuelle du liberalisme : dix lecons， Paris， Calmann-Levy， 1987. 

Marbeau， J.-B.-F.， Politique des interets， ou Essai sur les moyens d'ameliorer le sort des travailleurs sans nuire aux proprietaires， Paris， 1834 

Marco， Luc dir.， Les revues d'economie en France (1751-1994)， Paris， Harmattan， 1996 

Marion， Henri， De la solidarite morale: essai de psychologie appliquee， 6e ed.， Paris， 1907. 

Mathiez， Albert， La Revolutionfrancaise， 1922. (認。制約-.J'怪医者制収指『ト iト入 K-!<悌4liJ<!前川網'叩きさ柿但， 1 ~k=iく 1~同千三社)。

Mauranges， G.， Sur l'histoire de l'idee de solidarite， These de Universite de Paris， Faculte de droit， Paris， A. Michalon， 1909. 

Maze， Hyppolyte， La lutte contre la misere， Paris， 1883. 

Michel， Henry， L'idee de I'Etat: essai critique sur l'histoire des theories sociales et politiques en France depuis la Revolution， Paris， Hachette， 1896 

Michel， Pierre， Un myth romantique: les barbares， 1789-1848， Lyon， Presses Universitaires d巴Lyon，1981. 

Mignet， Francois， Histoire de la Revolutionfrancaise depuis 1789 jusqu'en 1814， Paris， 1824 

Milhaud， Gaston， La philosophie de Charles Renouvier， Paris， Vrin， 1927 

Milne-Edwards et Perrier， Edmond， Les colonies animales， Paris， 1881 

Morogues， Bon Bigot de， Du pauperisme， de la mendicite et des moyens d'en prevenir lesルnesteseffets， Paris， 1834. 
Mucchielli， Laurent dir.， Histoire de la criminologiefrancaise， Paris， H訂 mattan，1994. 

恥fucchielli，Laurent， La decouverte du social : naissance de la sociologie en France， Paris， Editions la Decouverte， 1998. 

Murard， Lion et Zylberrn叩， Patrick，L'hygiene dans la Republique: la sante publique en France， ou L'utopie contrariee. 1870-1918， Paris， Fayard， 1996. 

Napoleon， Louis-Bonaparte， L'extinction du pauperisme， P紅is，1840.

Napoleon， Louis-Bonaparte，α;;uvres Napoleon III， 2 vol.， Paris， 1854. 
Naville， Fr加E血sMarc Louis， De la charite legale， de ses effets， de ses causes， et specialement des maisons de travail， et de 1，αproscription de la mend 

話芸

前聖



S
史
的
目
円
・

N
)
甲
山
様
科

2 vol.， Paris， 1836. 

Necker， (( Sur la legislation et le commerce des grains >>， 1848， dans Collections des principaux economistes， t. 15， Melagnes d'economie politique， v. 2， 

1848， nouvelle ed.， Osnabruck， Otto Zeller， 1966. 

Nicolet， Claude， Le radicalisme， Paris， Presses Universitaires de France， 1974 (匂味!!!令指『ト 1ト入 KS$q剣，州総--1<栂4s~:I\!: S 阪需::U i巴*~己'

~-\J同社)。

Nicolet， Claude， L'idee republicaine en France (1789-1924): essai d'histoire critique， Paris， Gallimard， 1994. 

Nicolet， Claude， (( Jules Feπy et la tradition positiviste >>， Jules Ferη: fondateur de la Republique， Paris， Editions de I'Ecole des Hautes Etudes en Sciences 

Socia¥es， 1985. 

Nisbet， Robert， The Sociology of Emile Durkheim， New York， Oxford University Press， 1974 

Nique， Christian， Francois Guizot : l'ecole au service du gouvernement des esprits， P訂is，Hachette， 1999. 

Nora， Pierre dir.， Les lie即 dememoire， 7 vol.， Paris， Gal1imard， 1984-1992 (令指'。三4法制基金 n活躍S容jく同111網-l同録制国恒-110011-1100 
川叶)。

Nord， Philip， ..百四WelfareState in France， 1870-1914ヘFrenchHistorical Studies， vol. 18， no. 3， Spring 1994， pp. 821-838. 

Nord， Philip， The RepゆlicanMoment: Strugglesfor Democracy in Nineteenth-Century France， Cambridge， Harvard University Press， 1998 

Ozouf， Mona， Lajete revolutionnaire， Paris， Gallimard， 1976. 

Ozouf， Mona， L'homme regenere : essai sur la Revolutionfrancαise， Paris， Gal¥imard， 1989. 

Ozouf， Mona，αLiberte， ega¥it正， fraternite >>， dans Pierre Nora dir.， Les lieu.x de memoire， vol. 3， Les France， t. 3， de l'archive a l'embleme， Paris 

，Gallimard， 1992， pp. 582-629. 

Palier， Bruno， Gouerner la securite sociale : les reformes du systeme francais de protection sociale depuis 1945， Paris， Presses Universitaires de France， 

2002目

Parent-Duchatelet， De Za prostitution dans Za ville de Paris， consideree sous le rapport de l'hysiene publique， de Za morale et de Z'administration， Paris， 

1836. 

Paugam， Serge， L' Exc/usion : /' etat des savoirs， Paris， Decouverte， 1996. 

Pecqueur， Constantin， L 'Economie sociale. Des interets du commerce de l'industrie et de l'agriculture， et de la civilisation en generale， sous l'influence des 

(
川
和
・
出
)
(
社
。
【
∞
マ
ム
∞
口
)
日
常
一
懸
S
，E肘，
m町

Q
M明
直
ギ
漣
ば
円
入
小
ト



c
h
h
由
(
廿
山
『
・

N
)
由
白
川
明

3
T

applications de la vapeur， P紅 iS，1839.

Pedersen， Sus却 ，F，αmily， Dependence， and the Origins of the We抑reState : Britain and France， 1914-1945， Cambridge， Cambridge University Press， 

1993 

Perrot， Jean-Claude， Une histoire intellectuelle de l' economie politique， 1アー18'siecle， P訂 is，EHESS， 1992. 

Perrot， Michelle， Enquetes sur la condition ouvriere en France au 1ge siecle， Paris， Hachette， 1972. 

Perrot， Michel， reunis， L'impossible p円son:recherches sur le systeme penitentiaire au 19" siecle， Paris， Seuil， 1980. 

Perrot， Michel，αPremier mesures des faits sociaux : les debuts de la statistique criminelle en France (1789-1830) >>， dans Pour une histoi re de la statistique， 

Paris， INSEE， 1977， reed. Economica， 1987. 

Picavet， Fran¥̂lis， Les ideologues : essai sur l'histoire des idees et des theories scientifiques， philosophiques， religieuses， etc. en France depuis 1789， Paris， 

Felix Alcan， 1891. 

Pieπard， Pierre， L'Eglise et les ouνriers en France (1840-1940)， Paris， Hachette， 1984 

Pilbeam， Pamela， << Republicanism in Early Nineteenth-century Franc巴， 1814-1835>>， French Histoη， vol. 5， no. 1， march 1991， pp. 30-47. 

Pilbeam， Pamela， Republicanism in Nineteenth-CentuηFrance， 1814-1871， London， Macmilan， 1995. 

Pontei1， Fe1ix， Histoire de l'enseignement en France: Les grandes etapes 1789-1964， Paris， Sirey， 1966 

Poynter， J. R.， Society and Pauperism : English 1deas on Poor Relief， 1795-1834， Rout1edge and Kegan Pau1， London， 1969 

Poyer， Georges， Cabanis : Choix de textes et introduction， Paris， Louis-Michaud. 

pr活vost-P訂ado1，La France nゅuνelle，Paris， 1868. 

Procacci， Govanna， Gouverner la misere: la question sociale en France (1789-1848)， Paris， Seuil， 1993 

Proudhon， Joseph， Qu' est-ce que la propriete， Paris， 1840. 

Proudhon， Joseph，じEuvrescompletes， Pierre-Joseph Proudhon， nouvelle ed.， 15 vol. Geneve， Slatkin， 1982. 

Quetelet， Physique sociale， ou Essai sur le developpement desfacultes de l'homme， 2 vol.， Bruxelles (1問 ed.1835)， 1869 (陸ドヨ主思 r-<~èl認エい』

<Hill殺]'j同様抑坦， I ~lll<社)

Radelet， Michel， Mutualisime et syndicalisme: ruptures et convergences de l'Ancien Regime a nosjours， Paris， Presses Universitaires de France， 1991. 

Ravaisson， Felix， (( La phi1osophie en France au XIX' siec1e >>， dans Recueil de rapports sur les progres des sciences et des lettres， Paris， 1867， pp. 103-111 

話器

品聖



に
喧
(
目
的
円
・

N
)
甲
山
川
お
』
廿

La Reforme sociale et le centenaire de la Revolution目 trava則 ducongr在stenu en 1889 par la Societe d'economie sociαle et les unions de la Paix sociale， 

Paris， 1890. 

Renaud， Hippolyt巴，So/idarite : vue synthetique sur la doctrine de Ch. Fourrier， Paris， 1845. 

Renouvier， Charles， Manuel repub/icain de l'homme et du citoyen， P町is，1848， reed. par M. Agulhon， Paris， Gamier， 1981. 

Renouvier， Charles et Fatwety， Ch.， Du gouvernement direct， Paris， 1851. 

Renouvier， Charles， Essais de critique generale. Premier essai : analyse generale de la connaissance， plus un appendice sur les principes generaux de la 

logique et des mathematiques， Paris， 1854 ; Deuxieme essai : L'homme， la raison， la passion， la /iberte， la certitude， la probabilite morale， 

Paris， 1859 ; Troisieme essai : L剖 principesde la nature， Paris， 1864 ; Quatrieme essai : lntroduction a la philosophie analytique de /'histoire， 

P叩s，1869.

Renouvier， Charles， Science de la morale， 2 vol.， Paris， 1869 

Renouvier， Charles， << La doctrine republicaine， ou ce que nous sommes， ce que nous voulons >>， dans Critique philosophique， le 8 aout 1872， p. I・16.

Renouvier， Charles， Le personna/isme， suivi d'une etude sur la perception exteme et sur la戸rce，Paris， 1903. 

Ring， Sister M. -I.， Villeneuve-Bargemont， precusor of Modern Social Catho/icism， 1935. 

Robert， (( Du caractere de la democratie moderne >>， La democratie， revue mensuelle， repris dans Les revolutions du 19'" siecIe， t. 4， La propagande 

socia/iste de 1835 a 1848， Paris， EDHIS， 1979. 

Robinet， Dictionnaire universel des sciences morales， economiques， politiques et diplomatiques， 1773-1783‘ 

Rosanval1on， Pie町'e，<< Pour une histoire conceptuelle du politique >>， Reνuedeηnthese， vol. 4， no. 1-2， 1981， p. 93-105 

Rosanval1on， Pierre， Le moment Guizot， Paris， Gal1imard， 1985. 

Rosanvallon， Pieπe， L'Etat en France de 1789 a nosjours， Paris， Gallimard， 1990 

Rosanvallon， Pierre， Le sacre du citoyen : Histoire du suffrage universel en France， Paris， Gal1imard， 1992 

Rosanvallon， Pierre， La nouvelle question sociale: Repenser /'Etat-providence， Paris， Seuil， 1995. 

Rosanval1on， Pie町e，Peuple introuvable : Histoire de la representation democratique en France， Paris， Gallimard， 1998 

Rosanvallon， Pierre， La democratie inachevee : histoire de la souνerainete du peuple en France， Paris， Gallimard， 2000 

Rousseau， Jean-Jacques ， α~uvres completes， Jean-Jacques Rousseau， Bibliotheque de la pl己iade，5 vol.， P紅 is，Gallimard， 1959-. 

(

恨

・

目

)

(

川

智

c
g【
J
岳
民
【
)
侵
略
ぷ
但
馬
断

ew明
E4-千
四
件
ば
円
入
小
ト



N
ト
申
(
由
回
日

N
)
甲
山
山
梨
』
一
山

Rude¥le， Odile，μ Republique absolue : aux origines de 1 'instabilite constitutionnelle de la France republicaine 1870-1889， Paris， Publications de la 

Sorbonne， 1982 

RurniJlat， Christiane， Le solidarisme au 19' siecle : recherche d'une politique positive， These de I'Universite des Sciences Sociales de Grenoble， 1986. 

Saintてjust，L' esprit de la revolution， suivi de fragments sur les institutions republicaines， Paris， Editions 10118， 2003 

Salmon， Annand， La mut.削 liteet les assurances sociales， Paris， 1926 

Sassier， Philippe， Du bon usage des pauvres : histoire d'un theme politique (16'-20' siecle)， P訂1S，Fayard， 1990. 

Sauriac， Xavier， Reforme sociale， ou cathechisme du proletaire， 1834. 

Say， lean-Baptiste， Cours complet d'economie politique pratique， 1843， reproduit chez Bizzarri， Roma， 1968 

Say， lean-Baptiste， Traite d'economie politique， ou simple exposition de la maniere dont seforment， se distribuent et se consomment les richesses， 6e ed.， 

Paris， 1841 (lre ed. 1803)， reproduit chez Slatk.ine， P紅瓜 1982.

Scott， John A.， Republican Ideas and the Liberal Tradition in France: 1870-1914， New York， Columbia University Press， 1951 

Sewell， William H.， Gens de metier et revolutions : le langage du travail de l'ancien regime a 1848， Paris， Aubier Montaigne， 1983. 

Sieyes， Qu'est-ce que le tieretat?， Paris， 1789 (1<拠;穏揺『首長川塑韓基-'J士~~i込書量J 1同様械器量， I ~HヰO与す)

Sieyes， Preliminaire de la Constitution : reconnaissance et exposition raisonnee des droits de 1 'homme et du citoyen， Paris， 1789. 

Sismondi， Simonde de， Nouveaux principes d' economie politique， ou De la richesse dans ses rapports avec la population， Paris， 1819. 

Sismondi， Simonde de， << Avertissement de la seconde edition >>， Sismondi， Nouveaux principes d' economie politique， Paris， Ca¥mann-Levy， 1977 

Srnith， Adam， An Inqu円加的theNature and Causes of the Wealth of Nations， 1789 (判定歪 I l!!I\制服 rlìffi~nlE纏j モトポ料世， I兵斗J<社).
Smith， Timothy B.， Creating the Welfare State in France， 1880-1940， Montreal and Kingston， McGill-Queen's University Press， 2003. 

Soboul， Albe目，La Revolution j均ncaise: 1789・1799，Paris， Editions socia¥es， 1948. 

Spitzer， Alan B.， The French Generation of 1820， Princeton， Princeton University Press， 1987. 

Statistique generale de la France， 1827. 

Stewart， Mary Lynn， Women， Work and the French State : Labour Protection and Social Patriarchy， 1879-1919， Kingston， McGill-Queen's University 

Press， 1989. 

Stone， Judith F.， The Search for Social Peace : R尾formLegisl. 

漏

乱軍



門
h
h
申
(
ド
山
門
・

N
)
甲
山
川
為
一
-
T

1985. 

Syst初日defraternite， extraits du Populaire， Paris， 1849 

T泊ne，Hippolyte， Les philosophies c/assiques du 1ヂsiec/een France， Geneve， Slatkin， 1979. 

Tanaka， Takuji， (( La question sociale et la politique : une origine philosophique de l'Etat social dans les annees 1830 en Fr叩 ce(1 )(2 et fin川，Hokkaido 

Law Review， vol. 52， no. 4， pp. 327-382， no. 6， pp‘219圃268，2001-21ω2.
Tchemoff， J.， Le parti republicain sous la monarchie de Juillet， Paris， 1901 

Tchemoff， J.， Le parti republicain au coup d'Etat et sous le Second Empire， Paris， 1906. 

Thery， Ado1phe， Un precurseur du catholicisme social， leνicomte de Vi/leneuve-Bargemont， Paris-Lille， Taffin-Lefort， 1911. 

Thierry， Augustin， Histoire de la conquete de /'Angleterre， Paris， 1826 

Thiers， Ado1phe， Histoire de la Revolution francaise， 10 vol.， P訂is，1823-27. 

Thiers， Adolphe， Rapport general presente par M. Thiers au nom de la Commission de l'assistance et de la prevoyance publiques， Paris， 1850 

Thomazeau， Anne-Marie， Le pari solidaire : histoire de la mutuaoite， Lontreu1， Viva editions， 1998. 

Thompson， David， Democracy in France : The Third Republic， London and New York， Oxford University Press， 1946. 

Thompson， Edward Palmer， The Making of the English Working Class， London， Victor Gollancz， 1963 (担燦， t決算耳脳『ャ入、 11'¥入:ム氷室童特甲塑喜重8帯主
制』判m:rll':;!;:!'1100 川崎).

Tiano， AndrムAlbande Villeneuνe-Bargemont (1784-1850): le precurseur de l'Etat social ou un grand notable bien ordinaire ?， Nim町、C.Lacour， 1911 

Tocqueville， Alexis de， Democratie en Amerique， 183ト1835，dans auvre， papiers et correspondances， 3'制、t.1， Par目、Gallimard，1951 (令指， ~惇'キ毛'

話王将揺『ト叫士子校以兵士~iト時J~Iト，入ー』出~~日ギヨヨ握， 1 ~-\J 1 1社)

Tocqueville， A1exis de， auvres completes、18val刊 Paris，Gallimard， 1958-83. 

Tocqueville， A1exis de， Memoire sur le pauperisme， 1835， repris dans Sur le pauperisme， Paris， Allia， 1999 

Topalov， Christian dir.， Laboratoires du nouveau siec/e: la nebuleuse reformatrice et ses reseaux en France， 1880-1914， P加 s，Ecole des Hautes Etudes en 

Sciences Sociales， 1999. 

Tracy， Destutt de， Elements d'ideologie， 4 vol.， P町iS，1815.

Toucas-Truyen， Patricia， Histoire de la mutualite et des assurances: /'actualite d'un choix， Paris， Editions la Decouverte et Syros， 1998. 

(

川

相

・

目

)

(

川

g
g円
l
a∞
口
)
ぽ
懸

g，
b
回、
Q
嶋
田
ギ
四
件
M
円
入
爪
ト



ザ
ト
由
(
∞
の
で

N
)
甲
山
川
相
当
T

Turgot，じEuvresde Turgot， t. 2， 1844， reproduit chez Osnabruck， Otto Zeller， 1966. 

Tudesq， Andre Jean， Les grands notables en France (1840-1849)， Paris， Presses Universitaires de Fr加 ce，1965.

Tudesq， Andre Je叩， << La decentralisation et la droite en Fr加 ceau 1ge siecle >>， dans La Decentralisation， 4' colloque d'histoire origanise par la faculte 

des Lettres et des Sciences humaines d'Aix-en-Provence， les 1" et 2nd decembre 1961， Publications des Annales de la Faculte des Lettres 

Aix-en-Provence， 1964， pp. 55-71. 

Vacherot， Etienne， La metaphysique et la science， ou principes de metaphysique positive， 3 vol.， Paris， 1858 

Vacherot， Etienne， La democratie， Paris， 1860. 

Vallois， M.， Laformation de /'injluence kantienne en France， Paris， Felix A1c叩， 1924 

Vigarello， Georges， Le sain et le malsain : sante et mieux-etre depuis le moyen age， Paris， Seuil， 1993. 

Villeneuve-Bargemont， Alban de， Economie politique chretienne， 2' ed.， Paris， 1837. 

Villeneuve-Bargemont， Alban de， Discours prononce a la chambre des deputes par M. le Comte Alban de Villeneuve-Bargemont， dans la discussion du 

projet de loi sur le travail des enfans dans les manufactures， 1840 

Villerme， Louis-Rene， Tableau de /'etat physique et mor，α1 des ouvriers employe dans les manufactures de coton， de laine et de soie， Etudes et 

documentation inter-nationales， P訂iS，1989

Vizioz， Henri， La notion de quasi-contrat : etude historique et critique， Bordeau， 1912 

Warshaw， Dan， Paul Leroy-Beaulieu and Established Liberalism in France， Dekalb， Northern IIlinois University， 1991. 

Weill， Georges， Histoire du pαrti republicαin en France de 1815 a 1870， Paris， 1900. 

Weill， Georges， Histoire du mouvement social en France (1852-1924)， Paris， 1924. 

部

品聖

来同E争〈鍾 (羅揺9 判中綿'乱軍科)

4長官悟l黒『十特製ヨ4nZP1出百以-~隊最5 ・~-R毒量・ヤ〈主三』封殺J'!司択が函相手応司自， 1100EIT叶。

トム入占' ζ入ト(同*1明書苦悩) r-<~Q~持主主J .，!'"怖か*liH><世， 1.民兵E社。
トム入-，-' く入ト(同寺毛予封書量揺) r裕司~U0>ν』将v 怖併fHH><魁， 1~~岡崎。

国



フランス福祉国家の思想的i原流 (1789-1910年) (5・完)

安
藤
降
穂
編
著
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
公
共
性
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二

O
O
三
年
。

パ
l
ザ
ン
、
ジ
ヤ
ツ
ク
(
野
島
秀
勝
訳
)
『
ダ
l
ウ
イ
ン
、
マ
ル
ク
ス
、
ヴ

7
l
グ
ナ
l

知
的
遺
産
の
批
判
」
法
政
大
学
出
版
材
、
一
九
九
九
年
。

バ
ザ

i
ル
他
(
野
地
洋
行
訳
)
『
サ
ン
シ
モ
ン
主
義
宣
言
i
『
サ
ン
シ
モ
ン
の
学
説
・
解
義
」
第
一
年
度
、
一
八
三
八
l
一
八
会
九
』
木
鐸
社
、

カ
ス

l
、
ジ
ヤ
ン
(
野
沢
協
監
訳
)
『
一
八
四
八
年
一
二
月
革
命
の
系
譜
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
九
年
。

シ
ヤ
ル
レ
テ
ィ
、
セ
パ
ス
テ
ィ
ア
ン
(
沢
崎
・
小
杉
訳
)
『
サ
ン
H
シ
モ
ン
主
義
の
歴
史
一
八
A

一
五
一
八
六
四
」
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
。

シ
ヤ
ル
テ
イ
工
、
ロ
ジ
ェ
(
松
浦
義
弘
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
文
化
的
起
源
』
岩
波
書
応
、
一
九
九
九
年
。

シ
ユ
ヴ
ア
リ
エ
、
ル
イ
(
喜
安
他
訳
)
「
労
働
階
級
と
危
険
な
階
級
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
三
年
。

コ
ン
ド
ル
セ
他
(
坂
上
孝
編
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
公
教
育
論
」
岩
波
文
庫
、
二

O
O
二
年
。

ド
ラ
テ
、
ロ
ベ
ー
ル
『
ル
ソ
!
と
そ
の
時
代
の
政
治
学
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
。

デ
ユ
ル
ケ
l
ム
、
エ
ミ
l
ル
(
内
藤
莞
爾
監
訳
)
「
デ
ユ
ル
ケ
l
ム
法
社
会
学
論
集
』
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
九
O
年。

デ
ユ
ロ
ゼ
ル
、
ジ
ヤ
ン
H

パ
テ
イ
ス
ト
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
歴
史
」
白
水
社
、
一
九
六
七
年
。

エ
ス
ピ
ン
日
ア
ン
デ
ル
セ
ン
(
岡
沢
憲
芙
、
宮
本
太
郎
監
訳
)
『
福
祉
資
本
主
義
の
一
一
つ
の
世
界
|
比
較
福
祉
国
家
の
理
論
と
動
態
』
ミ
、
不
ル
ヴ
7
書
房
、
二

O
O
一

年。

福
井
憲
彦
「
労
働
の
社
会
史
へ
」
『
「
新
し
い
歴
史
学
」
と
は
何
か
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
l
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
八
七
年
、
二

O
一
4

一一一一四頁。

フ
ユ
レ
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
、
モ
ナ
・
オ
ズ

l
フ
編
(
河
野
他
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
事
典
』
み
す
ず
舎
一
房
、
一
九
九
五
年
。

ハ
!
バ

l
マ
ス
、
ユ
ル
ゲ
ン
(
細
谷
、
山
田
訳
)
「
公
共
性
の
構
造
転
換
i
市
民
社
会
の
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
の
探
求
』
第
一
ε

版
、
未
来
社
、
一
九
九
四
年
。

ハ
ツ
キ
ン
グ
、
イ
ワ
ン
(
石
原
・
重
田
訳
)
『
偶
然
を
飼
い
な
ら
す
|
統
計
学
と
第
二
次
科
学
革
命
|
』
木
鐸
社
、
一
九
九
九
年
。

原
輝
史
「
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
l
成
立
と
展
開
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
六
年
。

ハ
ン
ト
、
リ
ン
(
松
浦
義
弘
訳
)
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
政
治
文
化
』
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
。

ハ
ン
ト
、
リ
ン
(
西
川
長
夫
ほ
か
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
家
族
ロ
マ
ン
ス
』
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
。

康
淳
孝
之
『
フ
ラ
ン
ス
「
福
祉
国
家
」
体
制
の
形
成
」
法
律
文
化
社
、
二

O
O
五
年
。

康
田
明
「
フ
ラ
ン
ス
・
レ
ジ
ヨ
ナ
リ
ス
ム
の
成
立
ル
・
プ
レ
ェ
学
派
に
お
け
る
家
族
、
労
働
、
地
域
l
」
遠
藤
輝
明
編
『
地
域
と
国
家
フ
ラ
ン
ス
・
レ
ジ
ヨ
ナ

リ
ス
ム
の
研
究
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
二
年
、
四
九
i
一
O
一
頁
。

市
野
川
容
孝
「
社
会
的
な
も
の
の
概
念
と
生
命
福
祉
国
家
と
優
生
学
」
「
思
想
』
、
九
O
八
号
、
一
一

O

O
二
年
、
一
二
四
l
六
四
員
。
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一
九
八
一
一
年
。



市
野
川
容
孝
「
『
社
会
科
学
』
と
し
て
の
医
学
(
上
)
(
下
)
一
八
四
八
年
の
R
.
ヴ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
に
よ
せ
て
」
「
思
想
』
、
九
二
六
号
、

二
七
号
、
一
一
六
一
四
二
頁
、
二
O
O
一
年
。

岩
本
吉
弘
「
シ
ヤ
ル
ル
・
デ
ユ
ノ
ワ
イ
エ
と
つ
一
つ
の
産
業
主
義
」
|
王
政
復
古
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
産
業
主
義
と
自
由
主
義
」
『
一
橋
論
叢
』
第
一
一
七
巻
第
二

号
、
一
九
九
七
年
、
二
五
八
1

二
七
六
頁
、
第
一
一
八
巻
、
第
二
号
、
一
九
九
八
年
、
二
七
一
二
八
五
頁
。

カ
ン
ト
『
啓
蒙
と
は
何
か
他
』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
O
年
。

カ
ン
ト
(
宇
都
宮
芳
明
訳
)
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
。

木
崎
喜
代
治
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
経
済
学
の
生
成
|
経
済
・
政
治
・
財
政
の
諸
範
隠
を
め
ぐ
っ
て
』
未
来
社
、
一
九
七
六
年
。

北
垣
徹
「
『
連
帯
』
の
理
論
の
創
出
|
デ
ユ
ル
ケ
i
ム
を
中
心
と
し
て
」
、
「
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
第
三
七
巻
、
第
三
号
、
一
九
九
三
年
、
五
九
七
六
頁
。

北
垣
徹
「
新
た
な
社
会
契
約
1

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
福
祉
国
家
の
哲
学
的
基
礎
|
」
、
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
」
第
四
O
巻
、
第
一
号
、
一
九
九
五
年
、
六
九

|
八
七
頁
。

木
下
賢
一
『
第
二
帝
政
と
パ
リ
民
衆
の
世
界
|
「
進
歩
」
と
「
伝
統
」
の
は
ざ
ま
で
l
』
山
川
出
版
社
、
二
0
0
0
年
。

喜
安
朗
『
夢
と
反
乱
の
フ
ォ
ブ
l
ル
」
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

喜
安
朗
『
近
代
フ
ラ
ン
ス
民
衆
の
〈
個
と
共
向
性
〉
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
。

河
野
健
二
編
『
資
料
フ
ラ
ン
ス
初
期
社
会
主
義
|
二
月
革
命
と
そ
の
思
想
』
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
。

河
野
健
二
編
『
資
料
フ
ラ
ン
ス
革
命
』
岩
波
書
応
、
一
九
八
九
年
。

ク
リ
ュ

l
ガ
l
他
『
確
率
革
命
|
社
会
認
識
と
確
率
』
梓
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

ラ
プ
ラ
ス
(
内
井
惣
七
訳
)
『
確
率
の
哲
学
的
試
論
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
七
年
。

ロ
ム
、
ジ
ヤ
ン
(
木
崎
喜
代
治
訳
)
『
権
力
の
座
に
つ
い
た
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
史
試
論
』
岩
波
書
応
、

ル
l
ク
ス
、
ス
テ
ィ

i
ヴ
ン
編
(
厚
東
ほ
か
訳
)
『
人
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
紀
伊
国
屋
書
応
、
一
九
九
五
年
。

マ
ナ
ン
、
ピ
エ

l
ル
(
高
橋
、
藤
田
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
政
治
思
想
』
新
評
論
、
一
九
九
五
年
。

マ
ル
サ
ス
(
永
井
義
雄
訳
)
「
人
口
論
』
中
公
文
庫
、
一
九
七
三
年
。

松
浦
義
弘
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
の
復
権
に
む
け
て
l

「
ア
ナ
l
ル
派
」
を
め
ぐ
る
新
し
い
政
治
史
」
『
思
想
円
第
七
六
九
号
、

松
浦
義
弘
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

馬
渡
尚
憲
『
経
済
学
史
』
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
。

説
邑辺，
H冊

一
九
六
1

二
二
四
頁
、
九
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一
九
七
一
年
。

一
九
九
八
年
、
二
人
l
五
四
頁
。



フランス福祉国家の思想的源流(l789~191O年) (5・71;)

マ
ル
ク
ス
(
中
原
稔
生
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』
大
月
書
応
、
一
九
六
O
年
0

マ
ル
ク
ス
(
村
田
陽
一
訳
)
『
ル
イ
・
ボ
ナ
バ
ル
ト
の
ブ
リ
ュ

l
メ
ル
一
八
日
』
大
月
書
庖
、

マ
ル
ク
ス
(
木
下
半
治
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
の
内
乱
」
岩
波
文
庫
、
一
九
五
二
年
0

マ
ル
ク
ス
(
向
坂
逸
郎
訳
)
「
資
本
論
」
全
九
巻
、
岩
波
書
底
、
一
九
六
九
l
一
九
七
O
年。

メ
イ
ヤ
l
、
J
.
(
五
十
嵐
豊
作
)
『
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
思
想
|
大
革
命
か
ら
第
四
共
和
制
ま
で
』
岩
波
書
宿
、
一
九
五
六
年
。

ミ
シ
ユ
レ
(
桑
原
ほ
か
訳
)
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
」
『
世
界
の
名
著
幻
ミ
シ
ユ
レ
」
中
央
公
論
社
、
一
九
六
八
年
。

中
木
康
夫
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
(
上
)
(
中
)
(
下
)
」
未
来
社
、
一
九
七
五
年
。

中
村
陸
男
「
社
会
権
法
理
の
形
成
』
有
斐
閣
、
一
九
七
三
年
。

中
野
隆
生
「
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
労
働
史
研
究
(
特
集
・
労
働
史
研
究
の
現
在
l

一
九
八
0
1
二
0
0
0
年
)
」
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
五
二
ハ
号
、

二
O
O
一
年
、
二
五
l
三
六
頁
。

大
塚
桂
『
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
連
帯
主
義
|
L
.
デ
ユ
ギ
l
を
中
心
と
し
て
』
成
文
堂
、
一
九
九
五
年
。

小
田
中
直
樹
「
フ
ラ
ン
ス
近
代
社
会
一
八
一
四
1
一
八
五
二
木
鐸
社
、
一
九
九
五
年
。

小
田
中
直
樹
「
歴
史
学
の
ア
ポ
リ
ア
l
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
社
会
史
再
読
』
山
川
出
版
、
二
O
O
二
年
。

隠
岐
さ
や
香
「
一
九
八
0
年
代
の
パ
リ
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
と
「
政
治
経
済
学
」
」
『
哲
学
・
科
学
史
論
叢
』
(
東
京
大
学
教
養
学
部
哲
学
・
科
学
史
)
第
三
号
、
二

O
O
一
年
、
九
五
l
一
一
八
頁
。

パ
l
ソ
ン
ズ
、
タ
ル
コ
ッ
ト
(
稲
上
・
厚
東
訳
)
『
社
会
的
行
為
の
構
造

3
デ
ユ
ル
ケ
l
ム
論
』
木
鐸
社
、
一
九
九
二
年
。

パ
ス
ト
ゥ

l
ル
(
山
口
清
三
郎
訳
)
『
自
然
発
生
説
の
検
討
」
岩
波
文
庫
一
九
七
O
年
ポ
l
タ
l
、
T
.
M
.
(
長
尾
他
訳
)
「
統
計
学
と
社
会
認
識
1
統
計
思
想
の
発

展
、
一
八
二
0
1
一
九
O
O
』
梓
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

リ
1
デ
ル
、
マ
ン
プ
レ
ー
ト
(
河
上
、
常
俊
訳
)
『
市
民
社
会
の
概
念
史
』
以
文
社
、
一
九
九
O
年。

リ
ン
ガ
l
、
F
.
k
.
(筒
井
ほ
か
訳
)
「
知
の
歴
史
社
会
学
|
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
養
|
一
八
九
0
1
一
九
二
0
1
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

六
年
。

ロ
ジ
ャ
l
ズ、

B
.
(美
馬
孝
人
訳
)
『
貧
困
と
の
闘
い
l
貧
困
法
か
ら
福
祉
国
家
へ
』
梓
出
版
社
、

坂
上
孝
「
近
代
的
統
治
の
誕
生
」
岩
波
書
庖
、
一
九
九
九
年
。

ス
ミ
ス
、
ア
ダ
ム
(
米
林
富
男
訳
)
『
道
徳
情
操
也
巨
人
玉
二
巻
、
未
来
社
、

北i去56(2・161)677 

一
九
七
一
年
。

九
九

一
九
八
六
年
。

一
九
六
九
年
。



説

シ
ユ
タ
イ
ン
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
『
社
会
主
義
と
共
産
主
義
』
法
政
大
学
出
版
局
。

シ
ユ
ム
ペ

l
タ
|
(
中
山
・
東
畑
訳
)
『
経
済
学
史
i
学
説
な
ら
び
に
方
法
の
諸
段
階
」
岩
波
文
庫
、
一
九
八
O
年。

ソ
ブ
l
ル
、
ア
ル
ベ

l
ル
(
小
場
瀬
卓
三
、
渡
透
淳
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
|
一
七
八
九
一
七
九
九
』
岩
波
書
応
、
一
九
五
三
年
。

ソ
ブ
l
ル
、
ア
ル
べ

l
ル
(
山
崎
耕
一
訳
)
『
大
革
命
前
夜
の
フ
ラ
ン
ス
|
経
済
と
社
会
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
二
年
。

田
端
博
邦
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
成
立
過
程
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
福
祉
国
家
二
福
祉
国
家
の
展
開
[
一
]
』
東
京
大
学
出
版
局
、

一
九
八
五
年
。

高
橋
幸
八
郎
『
近
代
社
会
成
立
史
論
欧
州
経
済
史
研
究
』
日
本
評
論
社
、
一
九
四
七
年
。

高
橋
幸
八
郎
『
市
民
革
命
の
構
造
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
五
O
年。

高
木
勇
夫
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
研
究
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
・
道
徳
政
治
科
学
部
門
(
一
七
九
五
年
一
八
O
三
年
)
」
長
谷
川
博
隆
編
『
権
力
・
知
・
日

常
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
現
場
へ
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
一
四
七
|
一
七
四
百
円
。

高
木
勇
夫
「
プ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
研
究
(
四
)
道
徳
政
治
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
道
徳
部
会
の
懸
賞
論
文
課
題
」
『
名
古
屋
工
業
大
学
紀
要
」
第
四
四
巻
、
一
九

九
二
年
、
一
九
|
三
O
頁。

高
草
木
光
一
、
「
ル
イ
・
プ
ラ
ン
『
労
働
の
組
織
』
と
七
月
王
政
期
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ニ
ス
ム
普
通
選
挙
と
『
社
会
的
作
業
場
』
」
『
=
一
回
学
会
雑
誌
』
第
八
七
巻
第

三
号
、
第
四
号
、
一
九
九
四
一
九
九
五
年
。

田
中
拓
道
「
西
洋
政
治
思
想
史
に
お
け
る
E
.
デ
ユ
ル
ケ
ム
『
社
会
』
概
念
に
よ
る
『
政
治
」
の
再
構
成
の
試
み
(
一
)
(
二
・
完
)
」
『
北
大
法
学
論
集
」
第
四

九
巻
、
第
二
号
、
二

O
七
|
二
五
七
頁
、
第
三
号
、
一
一
七
|
二
一
一
一
頁
、
一
九
九
八
年
。

問
中
拓
道
「
『
連
帯
』
の
思
想
史
の
た
め
に
|
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
慈
善
・
友
愛
・
連
帯
、
あ
る
い
は
社
会
学
の
起
源
」
『
政
治
思
想
研
究
』
第
三
号
、

二
O
O
三
年
、
九
七
一
一
四
頁
。

田
中
拓
道
「
フ
ラ
ン
ス
福
祉
国
'
家
論
の
思
想
的
考
察
l

「
連
帯
』
の
ア
ク
チ
ユ
ア
リ
テ
ィ
l
」
「
社
会
思
想
史
研
究
」
第
二
八
巻
、
二
O
O
四
年
、
五
一
一
一
|
六
八
頁
。

谷
川
稔
「
フ
ラ
ン
ス
社
会
運
動
史
|
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
と
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ム
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。

谷
川
稔
「
十
字
架
と
三
色
旗
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
フ
ラ
ン
ス
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

テ
ユ
デ
ス
ク
、
ア
ン
ド
レ
(
大
石
明
夫
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
の
民
主
主
義
l
一
八
一
五
年
以
後
』
評
論
社
、
一
九
七
三
年
。

都
留
民
子
「
フ
ラ
ン
ス
の
貧
困
と
社
会
保
護
|
参
入
最
低
限
所
得
(
河
宮
間
)
へ
の
途
と
そ
の
経
験
』
法
律
文
化
社
、
二
0
0
0
年。

富
永
茂
樹
編
『
資
料
権
利
の
宣
言
l
一
七
八
九
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
O
O
一年。
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山
本
桂
一
編
「
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
の
研
究
』
有
信
堂
、
一
九
六
六
年
。

ヴ
ォ
ヴ
オ
ル
、
ミ
シ
ェ
ル
(
立
川
孝
一
ほ
か
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
心
性
』
岩
波
書
庖
、
一
九
九
二
年
。

吉
田
克
己
『
フ
ラ
ン
ス
住
宅
法
の
形
成
住
宅
を
め
ぐ
る
国
家
・
契
約
・
所
有
権
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
。

フランス福祉国家の思想的源流(1789-1910年) (5・完)

(
附
記
)

一
本
稿
は
、
北
海
道
大
学
審
査
博
士
(
法
学
)
学
位
論
文
(
二

O
O
三
年
十
二
月
二
十
五
日
学
位
授
与
)
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
本
稿
は
、
一
九
九
八
年
度
l

一
九
九
九
年
度
の
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
、
二

O
O
三
年
l
二
O
O
四
年
度
お

よ
び
二

O
O
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
若
手
研
究
B
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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